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　灰はい咲ざき刀とう夜やは、玉座に傲ごう然ぜんと座る美女を見上げた。

　彼女こそ《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》……この学園都市を作った超天才である。

　全すべてを見下すような嘲ちよう笑しようを浮かべ、虹彩異瞳オツドアイを光らせながら、

「ふふふ、人の子よ。汝なんじの考えることなど、妾わらわには全てお見通しだ。なにゆえ妾がこの三千世界──厨ちゆう二にに満ちた学園都市を建造したか聞きたいのであろう？」

「いえ全然」

「理由は簡単だ」

　刀夜の言葉を完全に無視し、《開闢の女帝》が続ける。

「──妾は、厨二が大好きだからだ」






†一章　覚醒めざめの刻とき









　灰はい咲ざき刀とう夜やの意識は、深い闇の中を彷徨さまよっていた。

　いつからここにいるのか。

　短かったような、恐ろしく長かったような……それすらも分からない。

　ただ、これだけはハッキリしている。

（……暗い、寂しい）

　深く絶望しながら、打ち震えていると……。

　必死さに満ちた、女性の声が聞こえてきた。

「……トー君、トー君っ……！」

（誰かが、俺を呼んでる）

　天使のように優しく、温かなひびき。

　その声が──周りの闇を祓はらっていき、一筋の光が射さし込こんでくる。

　刀夜は、光へ懸命に手を伸ばした。

「トー君、お願いっっ!!」

　強い想おもいが込められた声が、闇を完全に吹き飛ばす。

　そして灰咲刀夜は、意識を取り戻した。

　瞳を閉じたままボンヤリと考える。

（誰だろう。俺を呼んでくれたのは）

「あ、ああぁっ……お願い、ダメだよトー君……堪かん忍にんしてっ!!　駄目ぇええええっ!!」

（本当に、俺を呼んでくれたのか？）

　激しく疑問に思いつつ、刀夜は目を開ひらいた。

（……な、なんだ……!?）

　あまりの眩まぶしさに驚いた。まるで光が瞳に突き刺さってくるようだ。

　何度か瞬まばたきして、少しずつ目を慣らしていく。

　まず見えたのは自室の天井。背中の感触からすると、ベッドに横たわっているらしい。

　鼻には長いチューブが刺さっている。栄養を送り込むためのものだろうか。

　体を起こそうとするが、全まつたく力が入らない。

　仕方なく眼球を動かし、ベッドの右側を見る。

　そこには──メイドの格好をした、高校生くらいの少女が仰あお向むけになっていた。

（誰この人!?　なんで俺のベッドに!?）

　顔立ちには、どこか見覚えがある。

　着ているのは黒いロングドレスの上に、フリルのついたエプロン。

　ポニーテールにした銀髪を、フリル付きのカチューシャで飾っていた。

　藍玉アクアマリンのような瞳の、神秘的な美貌の女性だが──刀とう夜やは、その行為に啞あ然ぜんとした。

（な、なにしてるんだ??）

　メイド少女は、海の苔り巻まき状に丸めた布団を抱えている。

　異様極きわまりないのは、布団の上部に──拡大コピーされた刀夜の顔写真が貼られていることだ。写真の中の自分が満面の笑みなのが、逆に怖い。

　その布団を、腕と長い足で強く抱きしめている。いわゆる『だいしゅきホールド』という奴やつだ。

　頰ほおを紅潮させ、狂おしく絶叫する。

「トー君っんんんっっ!!　だめ、だめだよぁあああオオおおッ！」

（……もう少し、寝たフリをしていよう）

　怖いので、刀夜はそう判断した。メイドさんは好きだがあくまで場合による。

　なぜか体がほとんど動かず、逃げるのは不可能だ。ジッとして情報収集を行う事にする。

　メイド少女の悩ましい声を聞きながら、薄目で周りを観察した。

　自宅──灰はい咲ざき家の、刀夜の部屋だ。

　彼とメイド少女が横たわっているのは、見覚えのない大きなベッド。パイプでできた柵がついているので、介護用だろう。












　枕元には心しん電でん図ずや心拍数などが映ったモニター。それに点滴スタンド。

　部屋の隅に本棚があり、ライトノベルや歴史小説でギッシリだ。開け放たれた窓からは心地よい風が入ってきている。

　そこから外を見れば、花壇に福フク寿ジユ草ソウや水スイ仙センが綺き麗れいな花を咲かせていた。

（あれは春の花だよな。それにこの部屋……何かおかしいぞ）

　強い違和感を覚えつつ、室内に目を戻す。

　壁に、カレンダーが掛けられているのを見つけた。

　暦こよみを見て、思わず声をあげそうになる。

（二〇二六年、四月!?）

　刀とう夜やの最後の記憶は、二〇二二年六月二十二日。

　愛剣を執とり、死力の限りを尽くして戦った夜──。

（俺、あれから四年近くも寝てたのか!?　じゃあ今、十二歳じゃなく……十六!?）

　自分の体をみて、息をのんだ。毛布ごしだが身長が伸びているのがわかる。

　そして、隣のメイド少女に視線を移す。

（ってことはこの人……氷ひよう華か姉さん!?）

　刀夜より一つ上の義ぎ姉し、氷華。

　彼女もかなり成長しているが、鮮やかな銀髪、藍玉アクアマリンの瞳、透き通るような白い肌……冴さえ冴ざえとした美貌は、間違いない。

（……でも四年ぶりに、弟が目覚めたってのに）

　その瞬間が──顔写真つき布団とのだいしゅきホールドの最さ中なかでは、気の毒すぎる。

（この秘密は、墓場までもっていくぞ）

　刀夜はそう決断し、再び目を閉じた。

　氷華の悩ましい声は、十五分ほど後にようやく治まり……

　深いため息とともに、彼女が起きあがる気配がした。

　ひんやりした手が、刀夜の額へ乗せられる。

「トー君お願い、目を覚まして……私、一秒でも早くお話したいよ」

　そうしたいのは山々だが、もう少しだいしゅきホールドから間隔を置かねばなるまい。

　氷華が衣きぬ擦ずれの音とともに、ベッドから下りる。

　続いて部屋にクラシック音楽が流れ始めた。どうやら音楽プレーヤーを動かしたようだ。

（よし、そろそろ目覚めたことを教えよう）

　刀夜は僅わずかに目をあけ「ううっ」と苦しげな感じで呻うめいた。

　氷華が慌てた様子で、ベッドへ駆け寄ってくる。

「ト、トー君……？　トー君っっ!!」

「ね、姉さん？　あれ、俺……」

　あたかも、いま目覚めたような感じで応対する。

　氷ひよう華かが刀とう夜やの手をとり、それを両手でくるんで、

「……ト、トー君、驚かないでね」

「うん」

「君は……四年近くも昏こん睡すいしていたんだよ」

「四年!?」

　昏睡していた体に鞭むち打うち、驚く演技をする。

「や、やっぱりモーツァルトはすごい!!　効こう果か覿てき面めんだよ」

　氷華が、エプロンのポケットからスマホを取り出した。

　細い指で操作して、クラシック音楽を止める。

「昏睡中の患者が、モーツァルトを聴いて目覚めたという話を聞いて、今日はじめてやってみたの……トー君にも、効果があったんだねっ」

（姉さんの悩ましい声の方が、効果があったみたいだけどな……）

　あの声が、刀夜を覚醒させてくれたのだ。

「と、トー君、よかった、よがったよぉ」

「姉さん……」

「よかったう、うぁ、うぁああああああ!?」

　氷華がいきなり変な悲鳴をあげ、ベッドの隅を指さした。

『なんだろう』と思い、視線をそちらに向けると……

　なんと、刀夜の顔写真つき布団があった。先ほどから置きっぱなしにしていたらしい。

「ト、トー君ちがうの。これはその……」

　義ぎ姉しの尊そん厳げんを守るため、刀夜はまたしても演技する。

　目を何度も瞬またたかせて、

「姉さん、そこに何かあるの？　久しぶりに目を開けたから、眩まぶしくて……」

「そ、そうなんだ！　いや～、私としたことが！　今日は暖かいのに、布団出しすぎちゃって！」

　氷華が布団をつかみ、押おし入いれへ放り込んだ。

　だがすぐベッドの側そばへ戻ってきて、溜ためこんだ思いを吐き出すように、

「あのね。私、トー君に毎日話しかけてたのっ。『早く起きて』って願いながら」

「そんなに一生懸命……」

「でも目覚めさせたのは、私じゃなくモーツァルトなんだね。そこだけはちょっと悔しいかな」

　儚はかなげに苦笑する義姉に、刀夜の胸が詰まった。

　目覚めることが出来たのは、氷華のおかげだ。それを今日かけただけのモーツァルトに奪われてはならない。

「ち、違うよ！」

「うん？　何が？」

「姉さんの『トー君堪かん忍にんしてっ!!　駄目ぇええええっ!!』という声が、俺を目覚めさせてくれたんだよ!!」

「さっきの、私のえっちな声じゃない!?」

　氷ひよう華かの白い肌が、一気に真っ赤になる。

「っ!!　も、もしかして、私が布団に抱きついてた時に起きたの!?」

「う、うん」

「ば、馬鹿っ！　もっと空気を読んで昏こん睡すいから目覚めてよっ！」

「無む茶ちや言うなよ……」

　ぽふぽふ腕を叩たたいてくる義ぎ姉しに、刀とう夜やは苦笑した。

　そして、先ほどからの疑問を訊たずねてみる。

「ところで姉さん、なんでメイド服着てるの？」

「だってトー君、メイドさん好きでしょ？　この格好してたら、昏睡から目覚めたとき喜ぶんじゃないかと」

　なるほど、と刀夜は思ったものの……

　なぜ義姉がそれを知っているのだろう。誰かに話したことは一度もない。

「トー君の部屋を整理してたら、メイドさんのえっちな本が沢山出てきたからね」

「なるほど、あれを読んで知ったのか」

　過去の過あやまちに、刀夜は苦笑する。

（いつ斃たおれるか分からないのが、俺たち武ぶ人じんだ）

　にもかかわらず、発見されたら恥ずかしいものを自室に置いておくとは……

「俺も武人として、まだまだだったってことだな」

「いや単純に、十二歳でえっちな本を買っちゃダメだよ～」

　ぐうの音も出ない。

　刀夜の頰ほおを、氷華が人差し指でつついてきて、

「ふふ、あの本処分しておけばよかったね」

（いや……結果的に、姉さんのメイド姿を見れるから微み塵じんの後悔もない！）

　刀夜は心しん中ちゆうで断言した。彼は武人である以前に、男の子なのだ。

（姉さんの！　姉さんのメイド姿綺き麗れいだなぁ!!）

　神秘的な美貌にとても似合っている。『優しいメイドさん』というより『クールなメイド長ちよう』という感じだ。

「トー君、お姉ちゃんのメイド姿にドキドキしてる？」

「そ、そんなことはないよ」

　必死に強がる刀とう夜や。

　氷ひよう華かがベッドの脇を指さして、

「モニターの心拍数がすごい上がってるから、強がってもバレバレだよ」

「うわぁ、噓うそ発見機みたいになってる……」

　うつむく刀夜を見て、氷華がくすくすと笑う。

「トー君とお話できて嬉うれしいな……あっ、久しぶりに喋しやべって喉のどが乾いたでしょ？　お水飲もうねっ」

　氷華がスカートをフワッとなびかせ、部屋を出ていった。

（姉さん相変わらず、すっごく優しい）

　刀夜は胸を温かくしながら、天井を見上げた。

　庭にわ木きが風でざわめく音、それに鳥のさえずりが聞こえてくる。

（……静かだな）

　この屋敷はいつも、門下生たちの潑はつ剌らつとした声、木ぼつ剣けんがぶつかりあう音などで賑にぎやかだった。

（やっぱり、皆はもう……！）

　昏こん睡すいする前の惨劇が、脳裏によぎる。

　恐ろしいが、それについて訊きかねばなるまい。

　ストロー付つきコップを持って戻ってきた氷華に、刀夜は尋ねた。

「ところで姉さん。その……あの時、やっぱりみんな……」

　氷華が藍玉アクアマリンの瞳を曇らせて、ベッドの傍かたわらの椅子に座った。

　刀夜の口くち元もとにストローを持ってきて、水を飲ませてくれたあと、

「うん。灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆうの生き残りは、私たち姉弟きようだいだけだよ。あの日……お父さんもお母さんも、門下生のみんなも殺された」

　予想していた返事とはいえ、胸が強く締しめつけられた。

　刀夜たちの灰咲家は古いにしえより続く武術『灰咲天凱流』の総本家である。

　漣気エーテルと剣技を組み合わせて戦う独特の流派で、要人の護衛、暗殺など歴史の裏で活躍してきた。




　漣気とは、魂のエネルギーのことだ。それを持つ者を『異能者』と呼ぶ。




　漣気の活用法は様々だ。

　体に行き渡らせれば、身体能力を爆発的に強化できる。

　炎や氷にして放出したり、傷を癒いやすことに使う異能者もいる。

　漣気エーテルが多ければ多いほど、強力な異能者といっていい。

　そして異能者には、『固有異能』という唯ゆい一いつ無む二にの能力を持つ者もいる。物質をすりぬけたり、透明になったりと物理法則すら無視できる固有異能もあるのだ。

　氷ひよう華かは灰はい咲ざき家の嫡ちやく子しである。その剣けん才さいと漣気の量は申し分なかった。

　だが門下生だった刀とう夜やは、彼女を凌りよう駕がしていた。その類たぐい稀まれなる才は『今こん世せい無む双そうの天才』と謳うたわれたほどである。

　そこに目を付けた灰咲家前当主──氷華の父は、刀夜を養子に迎え、十二歳の若さで当主とした。

　刀夜は、義理の父母と姉、門下生たちと厳しくも温かい日々を過ごしていたが……。

（あの日に、壊されてしまったんだな……）

　四年前の六月二十二日。灰咲家は、この屋敷で少女を一日護衛する仕事を請け負った。

　少女の年齢は、刀夜と同じくらい。

　昼間は何事もなく過ぎたが、夜に灰咲家が襲撃されたのだ。

　刀夜は氷華、それに護衛対象の少女を守るため孤こ軍ぐん奮ふん闘とうし……襲撃者を撃退したものの、瀕ひん死しの重傷を負った。

　燃え盛る炎の中──護衛対象の少女は、漣気で刀夜の傷を治療してくれた。

　それから意識を失い、ずっと昏こん睡すい状態だったらしい。

　刀夜は再び、開け放たれた窓から庭を見る。

　花壇のずっと向こうに、惨劇の舞台となった道場が見えた。

　焼け落ちて骨組みだけとなっており、もはや見る影もない。

　刀夜が喪失感にうつむくと、頭を氷華が撫なでてくれた。

「あの日からこの屋敷には……トー君と私、二人だけ」

「じゃあ姉さんが、四年近くも俺を介護してくれたの？」

　氷華は四年前の時点で、日本でも最強クラスの異能者だった。

　彼女の固有異能『氷結地獄コキユートス』はあらゆるものを凍り付かせる。

　氷華がにっこり微笑ほほえんで、

「うん。トー君の下しもの処理もしたけど──大の方は『氷結地獄』で凍らせればそれほど匂におわなかったよ」

「日本最強クラスの異能を、下の処理に!?」

　刀夜は申し訳なくなった。

　衰えきった体を懸命に動かし、頭を下げる。

「姉さん──ありがとう。この恩は絶対に忘れないよ」

「何を言ってるの？　私たちは家族でしょう」

　何でもない事のように言う。その優しさに刀夜の胸がふるえた。

　義ぎ姉しが人差し指をツンツン合わせながら、上目遣づかいで、

「でもね。トー君が寝てる間に、ちょっと借金を背負っちゃったの」

「そうなのか……」

　刀とう夜やの医療費、生活費など色々あっただろう。

（俺、バイトでも何でもして返すぞ）

　そう決意していると……氷ひよう華かが立ち上がり、戸棚の引き出しから紙を取り出した。

「これがその書類なんだけど」

　そう言いながら刀夜に見せてくれる。

　氷華の達たつ筆ぴつで、以下のように書かれていた。




　【借用書】




一、わたし灰はい咲ざき氷華は貴き社しや『ダークネス金融』より二〇二二年九月末まつ日じつ、金十億円を借り受けました。




「十億円!?」

　刀夜は目をむいた。バイトでどうにかなる金ではない。

「しかも何この『ダークネス金融』って!?　どう見ても闇金融だろ！」

〝闇金融〟の〝闇〟の部分を、英語に変えただけだ。

　隠そうとしないだけ、いっそ清すが々すがしい。

　氷華はポワポワと笑い、

「大丈夫だよ～良心的な闇金だもん」

「その言葉が、すでに矛盾してるんだが……」

「闇金って普通ならトイチ──十日で一割なんだけど……ダークネスさんは年利百パーセントなんだよ？　良心的でしょう？」

「比較対照がおかしいよ!?」

　刀夜は、再び昏こん睡すいしたくなった。

　だが口こう内ないを嚙かみしめて意識を保ち、計算を始める。

（年利百パーセントということは……借りた日から三年七ヶ月たった今の借金は……）

　ぶわっ、と冷や汗が吹き出した。さっき水を飲んだのに、喉のどがカラカラになっている。

「は、は、八十億円……!?」

「トー君すごい計算力!!　お姉ちゃん嬉うれしい!!」

　ズレまくりの義姉に、頭痛を覚える。

　しかし書類の続きを読んで、さらに愕がく然ぜんとした。




二、上記の借金を、年利百パーセントの利息を含め、二〇二六年九月末まつ日じつまでに一いつ括かつ返済します。




三、期日までに返済できない場合は灰はい咲ざき家が所有する土地家か屋おく、そして、わたし灰咲氷ひよう華かは貴き社しや『ダークネス金融』に差し押さえられます。




　刀とう夜やの全身が、ガタガタと震えだした。

「土地家屋はまだわかるけど……姉さんも闇金に差し押さえられる？　な、何これ……？」

「文字通り、私も借金のカタにとられるんだよ～」

　返済期日の九月末日には、借金が実に──百六十億円に膨れ上がっている。

　すさまじい額だが、氷華ならそのカタにもなりえるのだ。

　彼女は強力な異能者だ。力を悪用させれば金かね儲もうけの方法はいくらでもあるだろう。

　もしくは氷華の美貌目当てで、莫ばく大だいな金を出す大金持ちもいるかもしれない。

　刀夜は借用書を凝ぎよう視しし、呻うめくように訊きいた。

「姉さん、借金の元がん本ぽん──十億円って、俺の治療費？」

「……そうだね。あと四年前の事件で殺された門下生の、遺族へのお金とか」

　氷華は実の父母まで殺されたのに、一人でそんな後あと処理をしていたらしい。

「でも自分自じ身しんまで担保にするなんて。蔵の中には金かね目めのものがあっただろう？」

　蔵には、先祖伝来の貴重品がいくつかあった。売れば結構な金になったはずである。

　氷華が首を横に振った。

「とっくに売り払ってしまったよ。この灰咲家には、もう財産が殆ほとんどないの。でも……」

　藍玉アクアマリンの瞳を部屋の隅──床の間に向ける。

　刀掛けに、見事な長剣が飾られていた。

「あれだけは売らなかった。灰咲天てん凱がい流りゆう当主である、トー君のものだから」

　灰咲天凱流当主のみが使用を許される剣『天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリ』だ。

　刃やいば部分が拳こぶし十個分（約七十センチ）もあることから、十じゆつ拳けん剣けんとも呼ばれる大おお業わざ物もの。

　刀夜と何度も死し線せんを越えてきた、愛剣である。

　氷華が元気づけるように、胸の前で両こぶしを握った。

「トー君。天之尾羽張を使うためにも、衰えた筋力を回復するリハビリに励もうっ。入院して、お医者さんにプログラムを組んでもらおうね」

「で、でも、百六十億円の借金なんてどうするの？」

「心配しないで」

　氷華の優しい瞳が、一瞬だけ鋭い光を帯びる。

「……あてはあるから」

『あて』について尋ねても、氷ひよう華かは曖あい昧まいに微笑ほほえむだけだ。

　刀とう夜やの心に、不安がどんどん膨れ上がってくる。

「姉さん、もしかして危険なことをするつもりじゃ」

「……そんな話、今はいいよ」

　そう切り捨てたあと、ベッドに乗ってきた。

「トー君が目覚めてくれた──今はそれを喜びたいの」

　刀夜の体にまたがり、四よつん這ばいで見下ろしてくる。

「ね、ね、姉さっ……!?」

「トー君、トー君」

　熱に浮かされたように呟つぶやきながら、ギュッと抱きついてくる。

　その瞬間、刀夜の全身は途と轍てつもない心地よさに包まれた。

（ね、姉さん、すっごい成長してる!!）

　氷華はもともと大人びた体つきをしていたが……四年の歳月は、その破壊力を更に増大させていた。

　絡みついてくる、しなやかな肢し体たい。顔面に押し当てられる撓たわわな双そう丘きゆう。

　柔らかさと甘い香りに、目が回りそうだ。

　そんな刀夜へ、氷華がさらなる追い打ちをかけてきた。

「おかえりなさい」

　額に強く口づけてきたのだ。

　そして氷華は名残惜しそうに体を離し……我われに返ったのか、顔を真っ赤にする。

　両手を前に出して何度も振り、

「おはようのキスだよぉ。か、家族だからね！　家族だから！」

「…………」

　美しく成長した義ぎ姉しからの、情熱がこもった抱ほう擁ようとキス……

　十二歳から四年近く昏こん睡すいしていた少年には、受け止めきれないほどの衝撃であった。

　力なくベッドに体をあずけ、白目をむく。

「と、トーく────ん！　まさか、また昏睡状態に陥ったの!?」

　全まつたくその通りで、刀夜の意識は再び闇に包まれていた。

「や、やだよ。目を覚まして!!　あっ、そうだ！　さっき私のえっちな声で目を覚ましたんだ!!」

　刀夜の左腕に、氷華がしがみついてくる。

「あ、ああん、ああッ！　ふぁぁああんっっっっ!!　トーくん!!　やはぁッ、すごいよ、きちゃうよおぉおおおっっ、トーく──────ん!!」

　義ぎ姉しの悩ましい声が、刀とう夜やの意識を覆おおう闇をまたしても祓はらってくれた。

　彼は再び覚醒した。




●




　刀夜はそれから救急車で病院へ搬送された。精密検査の末すえ、体がひどく衰えている他ほかは異常無しとのことであった。

　そのまま入院し、筋力回復のための厳しいリハビリが始まった。

　脂あぶら汗あせをかきながら手足や指を動かしたり、姿勢を変えたりする。

　補助器具を使っての歩行訓練に移る日、担当医にこう言われた。

「お姉さんのためにも、頑張らなきゃいけないよ」

　義姉──氷ひよう華かの介護はとても献身的なものだったらしい。

　寝たきりの刀夜の体が固まらないように、体たい位いを変え、関節を動かし、

　体を拭き、髪や爪を切り、

　脳を刺激するため、音楽や朗読ＣＤを流し……彼女自ら本も読み聞かせてくれたという。

　氷華は四年近くも、そんな作業を続けてきたのだ。

（姉さん……）

　刀夜の胸が感謝でいっぱいになる。

　義姉を闇金から救うためにも、鈍なまった体を鍛え直さねばならない。

　刀夜は担当医に隠れ、夜中にベッドを抜け出して体を動かした。

　だがその度に、強い違和感を覚える。

（おかしいな）

　刀夜たち異能者は、漣気エーテルで身体能力を強化できる。

　灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆうの基本戦法は、強化状態になった上で流派に伝わる奥義や、各自が持つ固有異能──氷華の『氷結地獄コキユートス』などを使うというものだ。

　刀夜は『今こん世せい無む双そうの天才』と謳うたわれた少年だ。わずか十二歳で、流派最強の技である七つの絶ぜつ剣けんのうち四つを修しゆう得とくした。

　彼の漣気量も莫ばく大だいで、強化した拳こぶしで岩を割るなど朝飯前だった。

　だが今はなぜか、思うように漣気が使えない。

　無くなったわけではない。『漣気はあるのだが、ほとんど使うことができない』ような感じなのだ。これでは以前のように戦うのは無理だろう。

（昏こん睡すいによるブランクのためか？）

　見舞いにきた氷華に相談すると、こう諭さとされた。

「今の目標は、体をしっかり動かせるようにすることでしょ？　漣気に頼ると、リハビリの意味が薄れちゃう」

　確かに、義ぎ姉しの言うとおりだ。

　刀とう夜やはそれから漣気エーテルは使わずに、日々のトレーニングをこなした。

　そして入院から二十日ほど過ぎ、剣を振れるようになってきた時……。

　病室へ知らない女性がやってきた。

「こんにちはなのです」

　身長は百三十センチにも満たない。だがスーツをかっちりと着こなし、手にはタブレット端末を持っている。

　どういう人かわからず、刀夜はとりあえず頭を下げた。

　女性がベッドへ駆け寄ってきて、ぱっちりした瞳で見つめてくる。

「灰はい咲ざき刀夜君ですね？　私は貴方あなたが編入する異能学園日本校──国立『煉れん獄ごく学園』の教師、桃もも乃の木き萌もえです」

　異能学園とは、文字通り異能者が通う学園らしい。刀夜が昏こん睡すいしている間に設立されたものだ。

　法律が改正され、異能者は強制的に異能学園に入れられることになったという。

「刀夜君。この都市には、今や五つの異能学園があるのです。それらを核として都市は変へん貌ぼうし続けている……まさに学園都市といっていいでしょう」

　ここは四年前まで『明みよう神じん市』という平凡な地方都市だった。

　だが全世界から異能者が集まる今は、こう呼ばれているという。




『三千世界』と。




「刀夜君、今から検査をするのです。簡単なものですからどうぞ気楽に」

　そう言いながら、タブレット端末のカメラレンズを向けてくる。

「あなたは四年近くも眠り続けていたらしいですね。その間に世界は大きく変わった……我が煉獄学園で、生きる術すべを学んでくださいなのです」

（生きる術、か……）

　多くのものを失ったが、それでも生きていかねばならない。

（残された大切な人を、守るために）

　灰咲天てん凱がい流りゆうの若き当主は、強く拳こぶしを握りしめた。






†二章　四年後の異能世界









　入院から一ヶ月後……五月下旬の日曜日に、刀とう夜やはリハビリを終えて帰宅した。

　その翌朝、異能学園への初登校日。

　自室で目を覚ました刀夜は、長い廊下を歩いて居間に入った。

　二十畳ほどの広さで、型は古いが大きなテレビが置いてある。昔はここで義ぎ姉し、義ぎ父ふ母ぼ、門下生と賑にぎやかに食事をしたものだ。

　だが今いるのは、ちゃぶ台へ正座する氷ひよう華かひとり。相変わらずメイドさんの格好をしている。

　銀髪ポニーテールを揺らし、輝く笑顔を向けてきた。

「おはよう、トー君っ」

　刀夜は明るく「おはよう」と返し、義姉の向かい側に座った。

　ちゃぶ台の上で、ご飯、味み噌そ汁しる、キンピラごぼう、出だ汁し巻まき卵が湯気をあげている。

　二人で手を合わせ「「いただきます」」と声をそろえる。

　茶ちや碗わんを持とうとした瞬間──

　氷華がご飯を箸でつまみ、膝ひざ立ちになって差し出してきた。

「はいトー君、あーん」

「自分で食えるよ」

「トー君が、自分で食える……!?」

　藍玉アクアマリンの瞳に、じわっと涙がにじむ。

「ず……ずっと……ずっと昏こん睡すいしてたトー君が～!!　ごはんを自分で食えるなんて!!」

　もはや、赤子が何かやったら大喜びする親だ。

　氷華がエプロンで涙を拭きながら、

「でもトー君、無理はしないでね？」

「うん」

「嚙かむのが辛つらかったら……いつでも流りゆう動どう食しよくを鼻から注ぎこんであげるからね？」

「そっちの方が辛いよ!?」

　おもむろにチューブを用意する姉に、刀夜は冷や汗をかいた。

　気を取り直し、義姉が作った朝食を食べる。

　ご飯は一粒一粒立っており、味噌汁は鰹かつお節ぶしと昆布の出だ汁しがしっかり出ている。

　絶妙の味付けのキンピラごぼう。出汁巻き卵はふんわりとして、優しい甘さ。

　義姉はもともと料理上手だったが、更に腕をあげたようだ。

　もりもり食べる弟を見て、氷華が幸せそうに目を細める。

　刀とう夜やはあっという間に平らげ、頭を下げた。

「ごちそうさま。スゴくおいしかったよ」

「ありがとう。やっぱり食べてくれる人がいるのは嬉うれしいなっ」

　氷ひよう華かの温かい視線がくすぐったい。

　ふと尿意が湧いてきたので、刀夜は立ち上がった。

「ちょっと手洗いに行ってくる」

　そそくさと廊下へ出る。

　すると氷華がついてきて、心の底から心配そうに、

「トー君、おしっこは一人でできる？　お姉ちゃんが後ろから抱き上げて『シーこいこい』してあげよっか？」

「いらん!?」

　朝からフルスロットルな姉だ。

　その甘やかしっぷりは常じよう軌きを逸しているが……刀夜のことを心から想おもってくれているのがわかる。

（姉さんを絶対不幸にはしない。必ず借金を返すんだ）

　改めてそう決意する。

　すると氷華が、形のいい眉をひそめた。

「トー君、いま借金のこと考えてるでしょ」

　近づいてきて、掌てのひらを刀夜の胸に当ててくる。

「まだ本調子じゃないんだから、自分の体を最優先にして」

　刀夜は首を横に振り、

「主に、俺の治療でできた借金だからな……自分のケツくらいは自分で拭くよ」

「私この四年間、毎日トー君のケツは拭いてきたよ？」

「ずっと介護させてごめんね!?」

　借金を返すという決意が、ますます強まった。

　刀夜はトイレへ行ったあと、義ぎ姉しと一緒に朝食の後かたづけをした。

　氷華が手をタオルで拭ぬぐいながら、

「そろそろ学校行こうか。着替えて玄関集合ねっ」

　刀夜はうなずき、自室へ向かう。

　真新しい制服に気がえて、姿すがた見みを見た。

　そこには──少し鋭い目つきの、細身の少年が映っている。昏こん睡すいする前のあどけなさは微み塵じんもない。

（成長した俺の姿にも、だいぶ慣れてきたけど……）

　覚醒後はじめて鏡を見た時は、驚きよう愕がくしたものだ。

　氷ひよう華かは「トー君はカッコよく成長したよ～」と誉ほめてくれたが、贔ひい屓き目めがすごすぎるので参考にならない。

　失った年月の大きさに愕がく然ぜんとする時もあるが、考えても仕方ないことだ。

　刀とう夜やは気持ちを切り替え、腰に愛剣・天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを差した。

　なんとこの学園都市──『三千世界』では、武器の携帯が許可されているらしい。

（俺が寝てる四年近くの間に、ずいぶん変わったもんだな）

　そう思いつつ、氷華との待ち合わせ場所である玄関に向かうと……。

　メイド姿から、百八十度の変へん貌ぼうを遂げた義ぎ姉しがいた。

　一言で言えば──女おんな将しよう軍ぐん。

　軍ぐん服ぷくを着て、おろした銀髪に軍ぐん帽ぼうをかぶり、腰には軍刀サーベルを差していた。

　ヒールブーツを履いているため、ただでさえ長い脚がさらに強調されている。

　たわわな胸の下で腕組みし、ゴミでも見るような視線を向けてきて、

「遅いぞ、愚ぐ弟てい」

「愚弟!?」

　さっきまでの『トー君』との差がデカすぎる。

　氷華がもう五月なのにコートを羽は織おりながら、

「さあ学まなび舎やである煉れん獄ごく学園へ向かおうぞ。ちと早いが、貴様の編入手続きが必要である故ゆえにな。生徒会長たる私──《絶ぜつ対たい零れい姫き》灰はい咲ざき氷ひよう華か自らが案内してやる。有あり難がたく思うがいい」












　妙な二つ名も出てきた。

　刀とう夜やは髪をかきつつ、義ぎ姉しに問う。

「色々と質問があるんだけど、まずコートなんか着て暑くないの？」

「心配無用。我が固有異能『氷結地獄コキユートス』でコート内に冷気を循じゆん環かんさせている」

「なんという漣気エーテルの無駄遣づかい……」

　これなら、介護で下しもの処理をする方が有意義といえる。

　そして刀夜は、核心をついた。

「俺が昏こん睡すいしてる間に、厨ちゆう二に病に目覚めたの？」

　氷華の白い顔が、真っ赤に染まった。

「ち、違うっ！　これは校風上仕方なく、厨二な格好や口調をしているんだっ！　ビジネス厨二なんだ！」

「ビジネス厨二!?」

　珍ちん妙みような言葉に困惑していると、氷華が手を差し出してくる。

「携帯端末を貸せ。学園生活で必要なアプリをインストールし、説明してやる」

　刀夜は、腕時計型端末を外して渡した。

　昏睡から目覚めたのを機に、スマホから買い換えた最新機種である。

　刀夜は、トレーニングなどで心拍数、走った距離を測ることが多い。そのためにスマホではなく腕時計型端末にしたのだ。

　画面は小さいが、通話やカメラ、メール、アプリなどスマホ同様に使える。

　刀夜が昏睡している時も、携帯は解約されていなかった。氷華いわく『解約したら、トー君が二度と目覚めない気がしたから』らしい。借金があるにもかかわらず、それは削れなかったそうだ。

　氷華が端末を操作し、刀夜へ返してきた。

　画面を見れば見覚えのない──黒い目の形のアイコンがあった。

　それを起動させると『異能観測アプリ』と表示される。

　続いて画面が、カメラ撮影モードのようになった。

「画面に私を映してみろ」

　言われた通りにすると、画面内の氷華……その脇に、文字が表示された。





　氷系　Ｓ級異能者

　シンクロ値　75






　氷華が銀髪をかきあげながら、

「愚ぐ弟ていが昏こん睡すいしている間に、我われら異能者は漣気エーテル量によってＳＳダブルエス、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅでランク分けされるようになった。Ｓ級以上は異能者全体の１％もいないから、かなり上位だな」

　氷ひよう華かの漣気量は、四年前の時点でも相当なものだった。Ｓ級なのも頷うなずける。

「じゃあ姉さん『シンクロ値』ってなに？　初耳なんだけど」

「そうか。リハビリの期間中は、体の回復に集中させるため教えていなかったからな……」

　氷華が人差し指を立てて、

「シンクロ値は『異能の系統との相性』を示すものだ。この数値が高ければ高いほど、漣気を大量に使うことができる」

　義ぎ姉しの話によれば、刀とう夜やが昏睡してから数日後──

　急に、漣気がそれまで通り使用できなくなったらしい。

　ほとんど使えなかったり、なぜか急に大量に使えたり……波が非常に激しくなったというのだ。

「知人の異能者に連絡を取ると、その人も似たような症状に悩まされていた。後で知ったことだが、当時は全世界の異能者がそうだったらしい」

「なんだそれ……？」

「突然、世界全体で漣気使用の法則ルールが変わったのだ。原因は全まつたく不明だが、現在それは『大転成パラダイム・シフト』と呼ばれている」

　刀夜が病院でうまく漣気を使えなかったのは、そのためらしい。『大転成』前の感覚では駄目なのだろう。

「法則の変化に、私たち異能者は混乱した──」

　それを解決すべく、一人の日本人女性が立ち上がった。

　彼女はまず異能者の系統を氷、炎、土、風。それに光、闇、特殊の七つに分類。

　そして『異能者は自分の系統にふさわしい行動をするほど、漣気を使える』という新たな法則を発見したのだ。

　それを数値で表すのが、シンクロ値。

「シンクロ値は格好や口調、生きざまなど、あらゆる要素で激しく変動する……氷系異能者である私は『氷系っぽいこと』をすると、シンクロ値が上がる。つまり漣気を沢山使えるわけだ」

　氷華の冷たい口調、冬のような格好はそのためらしい。

「逆に『氷系っぽくない事』をすると、シンクロ値は下がってしまう」

「『氷系っぽくない事』って、具体的には？」

「え、えぇと……」

　氷華が頰ほおを染め、手を口に当てた。目が激しく泳いでいる。

　そして意を決したように、刀とう夜やにぎゅううっと抱きついてきた。

「トー君っっっっっっ!!　好き、好き好き好きっ！　大好きっ！」

　とろけそうな感触と甘い香りに、刀夜の胸が激しく高鳴る。

　氷ひよう華かが熱い瞳で見上げてきて、声を震わせながら、

「わ、私を異能観測アプリで測定してっ」

　刀夜は言われた通りにした。





　氷系　Ｓ級異能者

　シンクロ値　20






「あっ！　シンクロ値がすごい下がった！」

　確かに今のデレ方は、氷系異能者っぽくなかった。

　氷華が刀夜から離れ、髪を手て櫛ぐしで直したあと……咳せき払ばらいして口調を戻す。

「異能者の系統は、氷の他ほかに六つ。系統ごとにシンクロ値がどう上下するかは変わるが、おいおい覚えていけばいい」

「うん」

「私は、皆の模範たる生徒会長。しかも学内での強さを示すランキングでは位い階かい１位──ゆえにある程度のシンクロ値を保たねばならぬ」

　氷華が壁に手をつけ、がっくりうなだれた。

「そのために学校では基本、ぼっちなんだ……和わ気き藹あい々あいとしていると、氷系シンクロ値が下がるからな」

「そ、そうなのか」

　確かに氷系異能者は誰とも慣れ合わず、孤高のイメージがある。

「だから学校では、愚ぐ弟ていともあまり話せぬ……わ、私は貴様を見るだけで頭がポーッとなって、シンクロ値が下がってしまうから……」

　濡ぬれたような瞳で見つめてくる義ぎ姉しが、この上なく色っぽい。

　フワフワした空気を変えるため、刀夜は己おのれを指さす。

「お、俺もアプリで測定してよ」

「あ、ああ」

　氷華がスマホを向けてきたあと、画面を見せてくれる。
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「Ｓ級……私と同じか。愚ぐ弟ていならＳＳダブルエスかと思ったが、昏こん睡すいしている間は漣気エーテル量が増えなかったのかもしれん」

　漣気の量は、鍛錬などで増やすこともできるのだ。

「俺、闇系なんだね。まあ俺の固有異能の一つは、暗殺とかに向いてる能力だからな」

「ふむ『八ヤ咫タ烏ガラス』か」

　刀とう夜やが生まれ持った異能で『一回触った人』のもとへテレポートできるというものだ。

　テレポートする際には『一回触った人』の顔を思い浮かべねばならない。

　以前刀夜はこの異能を、敵陣から脱出する際などに活用してきた。

　便利な能力なのだが……ある大きなリスクが伴ともなうため使い方が難しいのだ。

「愚弟よ、私はぼっちだから、昼休みは校舎の屋上で一人弁当を食べている」

　悲しいことを口走り、刀夜の頭に手を乗せてきた。

「危ないことがあったら『八咫烏』で私のもとへ飛んでくるがいい……さ、そろそろ学校に行こう」

　姉弟きようだいは玄関を出て、自宅屋敷の広大な庭へ出た。

　柿や楢ならの葉のすきまから、春の温かい日差しが射さし込こんでいる。

　氷ひよう華かがコツコツとヒールブーツを鳴らし、先に進んでいった。

（……ん？）

　玄関から門へ向かうには二本の道がある。そのうち氷華は、かなり遠回りする方の道を選んだ。

　昨日、一緒に病院から帰ってきた時もそうだった。

　その理由に、刀夜は思い当たる。

（近い道だと道場のそばを通ることになるから……）

　惨劇の舞台となった場所を、見たくないのだろう。

　基本ポワポワしている姉だが、その心には深い傷があるのだ。

　刀夜は胸が苦しくなり、氷華へ駆け寄って手を握った。

「や、屋敷を出るまで手を繫つなごうよ」

「ふん。愚弟は甘えん坊だな……だが、ありがとう」

　礼を言われたのは、刀夜の気持ちを察したからかもしれない。義ぎ姉しは微かすかに笑い、体をくっつけてきた。

　そのままゆっくりと歩き、門から外へ出て、通学路である商店街を歩く。

　まだ朝が早いからか、通学する生徒はまばらだ。

　その格好は異様なものばかり。

　先端に十字架がついた杖つえを持っている者、黒い眼帯をしている者、なんと両目を縫い合わせている者さえいる。どうやって前を見ているのだろうか。

　当惑する刀とう夜やに、氷ひよう華かが説明してくれる。

「『大転成パラダイム・シフト』後の異能者は、シンクロ値を上げるため厨ちゆう二に的な格好や言動をする者が多いんだ──ほら、商店街を見てみろ」

　本屋には『魔ま導どう書しよあります』という張り紙。

　服屋には『厨二的な服、オーダーメイド承ります。どの系統のシンクロ値もお上げ致します』などと書かれている。

「愚ぐ弟ていよ、この三千世界は──異能学園都市だ」

『大転成』後、なぜか異能者の数は大きく増えた。

　彼らの受け皿となり、異能を研究するためにこの学園都市が出来たという。

「今日から通う学園のカリキュラムもかなり独特で、戸惑うと思うが……がんばれ」

　氷華が軍ぐん帽ぼうの下の瞳を優しく細めた。

　商店街を抜けて、田園地帯へ出る。

　刀夜の記憶よりもかなり田畑が減っていた。

　昔と変わらず稲が植えられている所もあるが、田が埋め立てられてビルになっている場所が多い。この都市の急激な変へん貌ぼうぶりがうかがえる。

　歩道をしばらく歩くと、学校が見えてきた。

「あれが愚弟が今日から通う、国立『煉れん獄ごく学園』だ」

　何度聞いても教育施設──しかも国立とは思えない名前だ。

　校舎の外見は普通の高校とあまり変わらない。

　だが敷地面積が異常なほど広く、真新しいドーム状の建物が二つも見える。

　校門から敷地内に入ると、スーツを着た小さな女性が駈かけてきた。

　病院に来た、桃もも乃の木き萌もえ先生だ。

「よくきたのです。灰はい咲ざき刀夜くん」

「あ、はい。おはようございます」

「私は貴方あなたが編入するクラス、１－２の担任を務めています。これからよろしくお願いするのです」

　刀夜と萌先生は、頭を下げあった。

　そのさまを氷華が一いち瞥べつし、全すべてを凍いてつかせるような声で吐き捨てる。

「ではな愚弟。一緒に登校するのも今日限りだ。せいぜい灰咲家の恥にならんようにすることだな」

　ヒールブーツを高らかに鳴らしながら、モデルのような足取りで去っていく。

　ちびっこ担任──萌先生が、平らな胸をなで下ろした。

「はーっ、怖いですねえ灰咲氷華さん。さすが無敵の生徒会長《絶ぜつ対たい零れい姫き》です」

（家ではダダ甘なんだけどな……）

『あーん』どころか『シーこいこい』すらやりかねない人なのだ。

「では灰はい咲ざき君、私についてきてくださいなのです」

　萌もえ先生に先導され、校舎へ向かう途中……腕時計型端末が振動した。

　見れば、姉からのＬＡＮＥレーンだ。テキストチャットができるアプリである。

　メッセージがすさまじい勢いで表示されていく。

『きょうは愚ぐ弟ていなんて言ってごめんね』

『そんなこと微み塵じんもおもてないから』

『とーくん、きらわないでで』……

　誤字脱字だらけの文面だ。あわててスマホを操る姉を想像すると、微笑が浮かぶ。

『わかってる。心配しなくていいよ』

　刀とう夜やがそう送ると、すぐに二通のメッセージがきた。

『ありがとうトー君！』

『萌先生はＡ級の土系異能者で、シンクロ値も高いよっ。色々参考にするといいよ』

　刀夜は『了解』と送り、萌先生の小さな背中を追った。

　昇降口へ入り、持ってきた上履きへ履きかえる。

　傍かたわらを歩く萌先生が見上げてきて、

「灰咲君、これからお会いする学園長は、異能者研究の世界的権威なのです」

『世界的権威』という言葉に思わず身が引き締しまる。

「『大転成パラダイム・シフト』の後、異能者の新しい法則ルールを発見したお方かたなのです」

「ということは、シンクロ値を考えたのも……」

　萌先生がうなずき、

「この学園都市も設計した超天才──《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》と自分で名乗ってるお方なのです」

「呼ばれているわけではないんですね」

　そんなには、と萌先生が肯定する。

「世界に数名しかいない、ＳＳダブルエス級異能者でもあります。系統は闇系ですね」

（ＳＳ級といえば、俺たち姉弟きようだい以上か……）

　刀夜の脳裏に、ふと疑問が浮かんだ。

「あの、この学園の生徒って、どんな等級の異能者が多いんですか？」

「１０２０人いる我が校の、生徒の内訳はこうです」

　萌先生はポシェットからタブレット端末を取りだし、円グラフを表示させた。

　内訳はこうなっている。
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「Ｃ級以下が八割強です。学園でも一握りしかいないＳ級の灰はい咲ざき君には期待していますよ」

　刀とう夜やの等級は、萌もえ先生が病室に来たときに計測したのだろう。

「刀夜君のクラスには、もう一人のＳ級……《破は龍りゆう大たい聖せい》の二つ名を持つ、光こう王おう院いん晴はる斗と君という光系異能者がいます。仲良くしてくださいね」

　萌先生が、にぱっと微笑ほほえんだ。

　しばらくリノリウムの床を歩いてから、萌先生が足を止める。

「ここが学園長室なのです」

　観音開びらきの、巨大な木製扉だ。

　毛筆で『ここに入る者は、全すべての希望を捨てよ』と殴り書きされている。

「イタリアの文豪ダンテ・アルギエーリの『神しん曲きよく』。そこに登場する地獄の入り口に書いてある一文なのです」

（本当に教育機関なのか……）

　刀夜は激しく疑問を抱いた。

「失礼しますです」

　重そうな扉を、萌先生が軽々と押しあけた。体格にそぐわぬ力だが、漣気エーテルで身体能力を上げているのだろう。

　部屋の中は学園長室──というより、大魔王の間と言った方がふさわしかった。

　床と壁にはビッシリと、人が地獄でもがき苦しむ絵が描かれている。

　火のついた蠟ろう燭そくが二列、部屋の奥へ向かって並んでいた。

　その間を萌先生に先導されて進む。

　やがて、三十段ほどの階段が見えてきた。

　その上に──馬鹿でかい玉座があり、妖よう艶えんな美女が座っていた。年齢は二十代後半くらいに見える。

（あれが学園長……）

　着ているドレスは、鴉からすの羽を編んだような奇妙なものだ。襟えり元もとが大きくあいていて、豊かな胸が四割ほども見えている。

　全てを見下すような嘲ちよう笑しようを浮かべ、片眼鏡モノクルを光らせながら、

「よく来た──人の子よ」

（人の子て）

　なんか超ちよう越えつ者しやっぽい感じの口調だ。

「妾わらわが、ここ煉れん獄ごく学園の学園長《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づるじゃ」

「今日から編入する灰はい咲ざき刀とう夜やです。よろしくお願いします」

「うむ、佳よい名であるな」

　黒こく扇せんで口くち元もとを隠し、くぐもった声で嗤わらう。

「ふふふ、人の子よ。汝なんじの考えることなど、妾には全すべてお見通しだ。なにゆえ妾がこの三千世界──厨ちゆう二にに満ちた学園都市を建造したか聞きたいのであろう？」

「いえ全然」

「答えは簡単だ──妾は、厨二が大好きだからだ」

　学園長なのに、何一つ生徒の話を聞かない。

　扉に書いてあった通り、希望を捨てた方がいいようだ。

「趣味が高こうじ、こんな学園都市まで作ってしまった」

「高じすぎなのでは……」

「妾が学園長を務める当校は、厨二らしい言動の生徒を高く評価し──そうでない者は、未み来らい永えい劫ごう卒業させぬ。死体は学校に造る建物の人ひと柱ばしらにしてやる」

　狂気のような校風だ。

　説明を補足してくれた萌もえ先生によると……学園長は政界と太いパイプがあり、それらを可能にする法律を通してしまったらしい。政治は腐りきっているようだ。

　学園長が虹彩異瞳オツドアイを細める。左目が金色、右目が血のような赤色だ。

「汝の姉は見るべきところがあるな。Ｓ級の異能に加え、口調や服装。見事な厨二っぷりだ。弟として鼻が高いであろう？」

　そんな風に誉ほめられても、複雑でしかない。

「で、灰咲刀夜──Ｓ級異能者の汝も、もちろん暗黒狂宴サバトに出るのであろうな？」

「さばと？」

　学園長が、玉座の脇にある台から羽ペンをとり、紙に字を書き始めた。

　ただしその手つきは、どうもぎこちない。

『羽ペンを使うこと自体をカッコイイ』と思っているのだろうか。

　そして玉座から立ち上がり、わざわざ階段を下りてきて、紙を刀夜に渡してくれた。

「これでサバトと読む」

　紙にはグチャグチャの字で『暗黒狂宴』と書かれていた。

　学園長が階段を上がり直す間、萌先生が再び補足する。

「暗黒狂宴……それは、この学園都市で学ぶ最強の異能者を決める戦いなのです。その模様は全世界に中継される、バトルエンターテインメントなのです」

　刀夜が昏こん睡すいしてから一年後に始まったらしい。

　最大三人で戦う、チーム戦。

　まだ二回の歴史しかないが、すでに全世界で爆発的な人気を誇っているという。

「この学園都市には、異能者を出身地域で分けた五つの異能学園があるのです。ここ煉れん獄ごく学園は『日本』、ほかに『北・中・南米』、『欧州・ロシア』、『アジア』、『中東・アフリカ』……各学園から代表三チームが出て、暗黒狂宴サバト本戦が行われるのです」

　玉座に座りなおした学園長が、言葉を引き継ぐ。

「代表の決め方は各学園に委ゆだねられている。我が校はトーナメント方式だ」

　そして捕食する蛇のように、身を乗り出してきて、

「強者との戦いに、胸が躍おどるだろう──出場してくれるな？」

「出ません」

　刀とう夜やは即答した。

　学校行事に出る暇があれば、現在八十億の借金を返すために働きたい。

　学園長が含み笑いしたあと、

「資料によれば、汝なんじには百億近い借金があるのだろう？　暗黒狂宴の優勝賞金は──五百億円だぞ」

「出ます！」

　速攻で前ぜん言げんを撤回する。

（三人チームで分けても……一人約百六十七億円!?　願ってもないチャンスだ！）

　胸を躍らせる刀夜を見て、学園長が黒こく扇せんで口くち元もとを押さえた。

「五百億円はあくまで副賞。暗黒狂宴の優勝チームには一度だけ『なんでも願いを叶かなえる権利』が与えられる」

「『なんでも願いを叶える権利』……？」

　学園長が右手を掲かかげ、パチンと指を鳴らした。

　すると床の模様が、地獄でもがき苦しむ人々から──

　地球を、宇宙から見下ろした映像に変わった。どうやらこの床は巨大なディスプレイだったらしい。

　映像はどんどん地球に近づいていき、この都市──三千世界の上空で止まった。

　五つの点が、赤く光っている。

　異能学園の場所を示しているのだろう。それぞれに『日本』、『北・中・南米』、『欧州・ロシア』、『アジア』、『中東・アフリカ』と書かれていた。

《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》が、自慢の美術品を見せつけるように、

「見よ──五つの学園の配置を。線でつなげば、綺き麗れいな五芒星ペンタグラムができるであろう？」

　刀夜はうなずいた。

　だが五学園のうち欧州・ロシア校は山の絶壁……北・中・南米校にいたっては海上にある。映像をよく見ると、空母のようだ。

　無む理り矢や理り五ご芒ぼう星せいにした感がすごい。

「この五芒星ペンタグラムを使えば、ケタ違いの異能を発動させることができる。ヒトには到底不可能な願いを叶かなえることも可能というわけだ」

　刀とう夜やは、大した興味もなくその話を聞いた。

（とりあえずの目標は、借金を返すことだ）

　登校初日に、借金返済のメドがついたのはありがたい。

（姉さんが言ってた『借金を返すアテ』って、このことだったんだろうな）

　刀夜はＳ級異能者。しかも『今こん世せい無む双そうの天才』と謳うたわれ、わずか十二歳で灰はい咲ざき天凱流の当主となった達人だ。

　体も漣気エーテルもまだ以前のようには操れないが、稽古でカンを取り戻していけばいい。

（氷ひよう華か姉さんも凄すごく強い。俺たち姉弟きようだいがチームを組めば、大抵の相手には負けないはずだ）

　そんな刀夜の考えを、学園長が見透かしたかのように、

「ちなみに氷華はもうチームを組み、登録を済ませている。汝なんじがいつ目覚めるかわからなかっただろうからな」

「そうですか……」

　一度登録すれば、チーム変更はできないという。

　肩を落とす刀夜に、学園長が衝撃的な事実を告げる。

「氷華のチームは去年、学内予選を勝ち抜いて本戦出場を果たしたが……残念ながら一回戦負け。他校に比べ、我が煉れん獄ごく学園が一枚落ちるのは否いなめんな」

「氷華姉さんが、一回戦負け……!?」

「凄せい惨さんな戦いであった。チームでただ一人残った氷華は、ボロボロになっても何度も立ち上がった……あの執念には妾わらわも驚いたものだ。何があいつをそこまでさせたのか、汝には分かるな？」

（利子で膨れ上がった、闇金への借金を返すため！）

　もともとそれは、刀夜の治療のために借りたものだ。

　氷華は刀夜の介護、四年前の事件の後あと処理だけでなく──暗黒狂宴サバトで戦い、傷ついていたのだ。

　それなのに、刀夜の前では幸せそうに微笑ほほえんでいる。

（姉さん）

　唇をかみしめる刀夜に、学園長が声をかけてくる。

「どうだ、ますますやる気が出ただろう？」

「はい。俺は必ず、暗黒狂宴で優勝してみせます！」

　その言葉に、《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》が虹彩異瞳オツドアイを細める。

　罠わなにかかった獲物を、あざ笑うかのように。

「人の子よ──少し話は変わるが、プロレスの『ギミック』を知っているか」

「プ、プロレス？　ギミック？」

　唐突すぎる発言に、刀とう夜やは戸惑った。

「すみません。プロレスはよく知らなくて……」

「まあ『キャラ付け』と思えばいい。観客がプロレスラーに感情移入しやすくして、試合を盛り上げるためのものだ」

　困惑する刀夜へ、《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》が黒こく扇せんを振り降ろしてくる。

「そこでだ。暗黒狂宴サバトにおける貴様のギミックは『最弱』でいってもらう！　暗黒狂宴でも──もちろん学内でも最弱として振る舞い、その上で頂点まで勝ち抜け！」

「は!?　一体どうして……」

「『最弱が頂点目指して勝ちあがっていく』という方が、妾わらわが楽しめるからだッ!!」

　恐ろしいまでに自分本位だ。

　学園長の顔には微み塵じんの迷いも、罪悪感もない……純粋なまでの期待に満ちている。

　死し線せんを何度も越えてきた刀夜だが、かつてない種類の恐怖を感じた。

　ごくりと唾つばを飲んだあと、懸命に胸を張って反はん駁ばくする。

「俺は灰はい咲ざき天凱流の当主です。最弱のフリなんてできませんから、お断りしま……」

　言葉を遮さえぎり、学園長が言い放つ。

「人の子よ。妾は暗黒狂宴の最高責任者だ。放映権など諸もろ々もろの権利を、全すべてこの手に握っている」

　恫どう喝かつするように、ハイヒールで床を大きく鳴らした。

「汝なんじがいかに強かろうがねぇ──妾が許可を出さねば、暗黒狂宴に出られんのだよッ!!」

「な!?」

　学園長でありながら、生徒を脅すつもりらしい。

　一転してニッコリと微笑ほほえみ、優しく諭さとすように、

「姉を助けるために、金が欲しいだろう？　『最弱』キャラ、やってくれるな？」

　刀夜は深くうなだれた。

　暗黒狂宴以外の方法で、百六十億円の借金返済など不可能に近い。学園長に従うしかないのだ。

　そう自分を納得させ、言葉を絞り出す。

「わ、わかりました」

「よし、契約成立だ」

　満足そうにうなずく学園長。

　二人のやりとりをジッと見ていた萌もえ先生が、小さな手を挙げて叫んだ。

「学園長！　私は刀とう夜や君の担任なのです。そんな裏工作を目の前で見せられて、黙っていられると思うのですか!?」

「先生……！」

　刀夜は、萌もえ先生の教育者としての姿勢に感動した。こんな人が担任とはツイている。

　学園長が面倒くさそうに嘆たん息そくして、

「よし萌よ。貴様の月給を二千円上げてやろう」

「わかりました。私は喜んで学園長に協力するのです」

　刀夜は、己おのれの見る目のなさに落ち込んだ。

「では私、刀夜君のデータを最弱に改かい竄ざんするのです」

　萌先生がまたもタブレット端末を取りだし、刀夜のデータを画面に映した。




異能：闇系Ｓ級

寸評：四年近いブランクはあるが、末すえ恐ろしい人材。まさに、我が煉れん獄ごく学園の期待の星。




　から、以下に入力し直した。




異能：闇系Ｆ級

寸評：四年近いブランクを最弱の言い訳にし、彼は馬ば糞ふんのような人生を送ることだろう。まさに、我が煉獄学園の恥ち部ぶ。




　萌先生が玉座へ続く階段をかけ上がり、下げ僕ぼくのごとくタブレット端末を捧ささげ持った。

　学園長はそれを見て、満足げにうなずく。

「これまで異能者のランクは、最低でもＥ級だった……だが汝なんじはＦ級。データ上では世界最弱になったわけだ」

「ひどすぎる!!」

「がんばって『最弱』で妾わらわを愉たのしま……げふんげふん、暗黒狂宴サバトを盛り上げてほしい」

　今更そんな言い直しをしても、好感度は微み塵じんも回復しない。

（しかし萌先生は、あんな純じゆん真しん無む垢くな見た目なのに）

　実際のところは学園長の走そう狗くらしい。現に今は、四よつん這ばいで主あるじのハイヒールを舐なめている。

「ぺろぺろ……刀夜君、私は学園長の味方でも、あなたの味方でもありません」

「え？」

「金、そして権力の味方です。私に言うことを聞かせたければ、そのどちらかを持ちなさい。さすれば私は、喜んであなたの犬になるのです。ぺろぺろ」

『ここに入るものは、全すべての希望を捨てよ』──刀とう夜やはその言葉を改めて思い返した。

　絶望する彼の脳裏に、一つの疑問が浮かぶ。

「あの、学園長、異能観測アプリってありますよね。あれで俺を測定したら、Ｓ級異能者だとバレてしまうのでは？」

「心配無用」

　よくぞ聞いてくれた、という風に微笑ほほえみ、

「あのアプリを開発したのは妾わらわよ。アップデートして、汝なんじがＦ級と表示されるよう変更してやろう……そうだな。一分もあれば済む」

　萌もえ先生がハイヒールを舐なめながら、タブレット端末を捧ささげ持った。

　それを学園長が神速で打だ鍵けんする。

　三十秒もしないうちに作業を終え、ドヤ顔で刀夜を見下ろしてきた。

「これで全世界の異能観測アプリが更新された。自分自じ身しんを計測し給たまえ」

　刀夜は腕時計型端末を使い、言われたとおりにした。





　Ｆ級　闇系異能者

　シンクロ値　40






「人の子よ、汝は世界中の誰が計測しても最弱のＦ級となったのだ。ちなみにシンクロ値は真まことの値だから、参考にするといい」

（性格は最悪だけど、能力は本当にすごいんだな……）

　これが三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づる。

『大転成パラダイム・シフト』以後の、異能に関する法則ルールを発見した《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》。

「暗黒狂宴サバトの校内予選は二週間後から始まる。三名のチーム戦で、登録に最低でも二人は必要だ。それまでメンバーを集めておけ」

「……わかりました」

「予選を勝ち抜き、他学園の猛も者さも集まる本戦を制すれば借金から解放される。姉も救える。まあ頑張り給え……フフフ、フハハハハハハハハハ!!」

《開闢の女帝》の嘲ちよう笑しようが響きわたる中──刀夜は身を翻ひるがえし、力強く歩きだした。

　萌先生が、小走りで隣に並んでくる。

　部屋を出て扉を閉めようとした瞬間、学園長の恐ろしい声がきこえてきた。

「ふむ『最弱』のほかにも、何かもうひとつ、ギミックが欲しいなぁ……」




●




　刀とう夜やは少しふらつきながら、廊下を歩いた。

（悪夢でも見たみたいだ……）

　常じよう軌きを逸した学園長。

　それに大魔王の間のような装そう飾しよく、豪華な玉座、床の超巨大ディスプレイ……一体いくら金がかかっているのだろうか。

　気分を変えようと、隣を歩く萌もえ先生に話題を振る。

「しかしあの部屋、とてつもない設備ですね」

「いいんですよ。税金ですから」

「すごい無駄遣づかいですね!?」

　萌先生が「めっ」と人差し指を向けてきて、

「無駄遣いなんてとんでもない。ああやって『魔王っぽい振る舞い』をすることで、闇系シンクロ値を上げてらっしゃるのです。同じ闇系の刀夜君も参考にするといいのですよ」

（あれを参考にしろと……!?）

　昏こん睡すいしている間に、つくづくイカれた世界になったものだ。ここが国立の学園とは、どうかしているとしか思えない。

「刀夜君、闇系シンクロ値は『憎しみ』を抱いだいたり、人から後ろ指を指さされるような行動をすると上昇します。期待していますよ」

　教師として、してはいけない期待をしてくる。

　刀夜はくじけそうになるが、少しでも情報を得るため話を続けた。

「あの、俺は登校する前にシンクロ値を計はかったのですが、その時は『10』でした。でもさっきは『40』。これは一体……」

「学園長──それに私に対する憎しみで、闇系シンクロ値が上昇したのでしょうね」

　憎まれる心当たりはあるらしい。

　だがシンクロ値が上昇したため、漣気エーテルが体に湧いてくるのがわかる。

（だんだん『大転成パラダイム・シフト』後の異能の法則ルールがつかめてきたかな）

　そして刀夜は萌先生に案内され、校舎四階に向かう。

　１－２の教室に入り、教壇の脇に立つ。すると生徒たちが興味深げに見つめてきた。

（目がチカチカしそうだ）

　ほとんどの生徒が、シンクロ値をあげるためか異様な格好をしている。

　髪を赤く染めた者、魔ま導どう書しよのような本を持った者。

　ツタでできたドレスを着た生徒さえいる。土系異能者だろうか。

　圧倒される刀夜を、萌先生が肘でつついてきた。

　あわてて、声を張って自己紹介する。

「今日からここへ通う、灰はい咲ざき刀夜です。よろしく」

　頭を下げる刀とう夜やの隣で、萌もえ先生が告げる。

「彼はＦ級──世界最弱で、もちろん学園位い階かいは最低の１０２１位。だけど普通に接してあげてほしいのです」

　だったら最弱と言うなと刀夜は思った。

　萌先生が見上げてきて、

「そんな刀夜くんですが、暗黒狂宴サバトに出場を希望しているんですよね？」

「はい」

　どっ、と教室の一いつ角かくから嘲ちよう笑しようが起こった。

　キザっぽいイケメン、いかついマッチョ、小ずるそうな笑みを浮かべた奴やつの三人組だ。

　揃そろって羽つきのトンガリぼうしと、マントを身につけている。机の脇には旅行鞄かばんがかけてあった。

　キザ男が唇の端をつり上げ、

「世界最弱の異能者が、暗黒狂宴で優勝だって!?」

　ムッとする刀夜。

　萌先生が背伸びをして耳打ちしてくる。

「彼ら三人は、みな風系の異能者。一年生屈指の強豪チームですよ。あの鼻はな持もちならないイケメンは、Ａ級にして位階25位。《緑りよく旋せん風ぷう》の二つ名を持つ犬いぬ伏ぶし嵐あらし君。残りの二人はいずれもＢ級の、猿さる田た川がわ君と雉きじ塚づか君です」

　風系……確かにあの三人『風の吹くまま気の向くまま』に生きる、旅人のような格好だ。

　萌先生がマッチョを手で示して、

「猿田川君はパワーによる力押しでは右に出るものがいない、斧おの使いですね」

（いかにも、かませっぽいプロフィールだな）

　パワータイプ、性格悪い、群れる、斧使い、いかつい顔。

　かませのロイヤルストレートフラッシュといえよう。

　マッチョ──猿田川が、中指を立てて恫どう喝かつしてきた。

「おぅＦ級のゴミ野郎、放課後ちょいとツラかせや」

「なんの用だ？　かませロイヤルストレートフラッシュ」

「なんだその呼び方は!?」

　視線をぶつけ合わせる二人。

　萌先生が天使のようにニコニコと微笑ほほえみ、

「猿田川君、私の嫌いなものが一つあります。それは、金がないくせに無礼な人です」

　跳躍し、一瞬で猿田川の机の上に立った。

（速い。さすがＡ級だ）

　刀夜が感心する間もなく──先生は猿田川の両脇を摑つかみ、上にぶん投げた。

　轟ごう音おんとともに、天井へ猿さる田た川がわが突き刺さる。

「罰として、十分間そこに刺さってなさい。わかったら無言」

「……」

　猿田川はピクリともせず、無反応だ。

「返事はない。つまりわかったということなのですね。では一時限目の授業を開始します」

　萌もえ先生は、一時限目の担当でもあるらしい。

　髪にかかったホコリを払いながら、刀とう夜やへ笑顔を向けてきて、

「刀夜くん、窓側の一番後ろに座ってくださいなのです」

　周りからの視線に少し緊張しつつ、言われた通りにする。

　天井に突き刺さった猿田川など、誰も気にしていない……どうやらこういう騒ぎは、この学園では日常茶飯事らしい。

　萌先生が教壇へ戻り、両手を合わせた。

「では一時限目『厨ちゆう二に概がい論ろん』の授業を始めるのです」

　授業名のぶっ飛びぶりに、刀夜はあんぐり口をあけた。

「今日は転入生もいますし、まずは力試しに小テストをするのです」

『えー』という悲鳴があちこちからあがる。

　萌先生はそれを無視し、一列目の生徒にプリントを配りはじめた。

　前から回ってきたそれを、刀夜は受け取る。

　藁わら半ばん紙しにはこう書かれていた。





　（　）内のひらがなを、漢字に変えなさい




問一　さあ──（い）こう。血と鉄が待つ戦場へ

問二　我が（あか）い（ほのお）に（や）かれよ。

問三　（たかなし）さんは学園のアイドルだ。




　※厨二っぽくなければ不正解とします。






（厨二っぽくなければ不正解って……）

　なんという授業であろうか。

（でも、なんとかなりそうだ）

　刀夜は昏こん睡すいする前から、よく異能ものの厨二ラノベを読んでいた。

　ここの生徒にとっても常識なのか、スラスラ解いている者が多い。

　……だが刀夜の隣の女生徒はペンを止め、憂いに満ちた表情をしていた。

　異様な格好の生徒が多い教室で、ただ一人まともに制服を着ている。

　気品すら感じる端整な顔立ち。眼鏡の奥の瞳は黒こく曜よう石せきのよう。

　黒くろ絹ぎぬにも似た長い髪が、窓からの光でキラキラ輝いている。それを彩いろどる素朴なリボンが、近づきがたいほどの美貌のアクセントとなっていた。

（うわっ、綺き麗れいな子だ……な……）

　刀とう夜やはハッとして、女生徒の顔を凝ぎよう視しした。

（!?）

　似ている。

　四年前、灰はい咲ざき家が護衛した少女に。

（瀕ひん死しの俺を、漣気エーテルで治療して救ってくれた子……いやいやちょっと待て）

　四年前の子は背がかなり低く、体に起伏はほとんどなかった。

　だが目の前にいる女生徒はスラリとして、胸は氷ひよう華かより大きい。

　刀夜が判断をつけられずにいると、天井に突き刺さっていた猿さる田た川がわが床に降りた。

　どうやら罰である十分が過ぎたらしい。

「このＦ級野郎！　てめーのせいで！」

　憎々しげに刀夜を睨にらんできた。

　筆箱から鉛筆を取り出し、こちらへ投とう擲てきしてくる。

（危ねえな。『破は獄ごく』で防ぐか）

　刀夜は漣気を答案用紙に注ぎこんだ。

　それを盾のようにして鉛筆を受けると、カン！　という堅い音がして、床に転がった。

『破獄』──『八ヤ咫タ烏ガラス』と並ぶ刀夜の固有異能である。

　漣気を物質に注ぎ込み、強度を変えることができるのだ。この固有異能を使えば、あらゆるものが武器や防具になる。

「……な、なんだぁ？」

　猿田川が怪け訝げんな声をあげる。

　すると萌もえ先生が、テストの邪魔をしたということで再び彼を天井に突き刺した。

　そして壁掛け時計を確認し、

「はいそれまで。隣の人と交換して、答え合わせをするのです」

　刀夜は隣の女生徒をみたが、力無い目でボンヤリしている。

　やむなく細い肩を叩たたいてこちらを向かせた。黒髪が揺れ、とても上品な香りがした。

「は、はい。なんでしょう？」

　耳に心地よい、澄んだ声だ。

　刀夜は答案を彼女の机に置いて、

「先生が、隣と答え合わせしなさいって」

「そうでしたか。よろしくお願いいたします」

　丁寧な言葉とともに、両手で答案を渡してくる。

　その氏名欄には、大変な達たつ筆ぴつでこう書かれていた。




　田中　羽瑠歩流祇栖




（こ、この名前なんて読むんだ……？）

　女生徒──田た中なかが頰ほおを染め、刀とう夜やをチラチラ見てくる。名前がイヤなのかもしれない。

　萌もえ先生が背伸びしながら、黒板に答えを書き込んでいく。





問一　さあ──（征い）こう。血と鉄が待つ戦場へ

問二　我が（赫あか）い（焰ほのお）に（灼や）かれよ

問三　（小鳥遊たかなし）さんは学園のアイドルだ






　田中の解答を見ると『行』『赤』『炎』『焼』『高梨』。

　普通なら全問正解だろうが、この授業ではダメらしい。

　彼女が敢かん然ぜんと立ち上がり、豊かな胸に手を当てた。

「先生、納得いたしかねます」

「なんです羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスさん」












（これ、田た中なかヴァルプルギスって読むのか）

　ＤＱＮドキユンネームにもほどがある。

「ちょっと失礼いたします」

　羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスが、刀とう夜やの机から答案をとった。

　それを先生へ突きつける。

「わたくしは正解を書きました！　どうしてこれが０点になるのですか」

「この学校では、そうだからです。あなたもいい加減慣れるのです」

「……！」

　羽瑠歩流祇栖を見て、クラスメイトたちがくすくすと笑う。

　彼女は瞳を悲しげに曇らせ、力なく座った。

　萌もえ先生がこちらへ近づいてきて、刀夜の答案用紙を見下ろし、

「おぉ、灰はい咲ざき君は全問正解。異能はＦ級でダメダメですが、学業は優秀なようですね」

　満足げにそう言い、生徒たちを見回した。

「では皆さん。今日の授業は自由に厨ちゆう二に的行動をしてみてください」

　萌先生が両手を叩たたく。

　するとすぐ、刀夜の周りに生徒たちが集まってきた。

　次々と争うように自己紹介をしてくる。

「よろしく灰咲君。俺の趣味は人間観察だ」「私も趣味は人間観察」「人間観察が好きなんだ」

「『人間観察』多いな!!」

　趣味が人間観察と言う奴やつは、厨二であることが多い。

『自分は皆より高みにいて、冷静に見ている感』があるからだ。

『猟奇殺人者辞典』という本を取りだし、読んでいる奴もいる──マイナーな知識を掘り下げ、悦えつに入いるタイプの厨二だ。

　ヘッドホンから馬鹿でかい音を垂れ流し『洋楽聴いてますアピール』している奴もいる。

　萌先生が目を細めて、生徒たちを見回した。

「はい、みなさんいいですねー。いい厨二です。学園長もお喜びになりますよ」

「……へっ、付き合ってられるか」

　そう吐き捨てながら、ドアへ向かっていく生徒がいた。

　犬いぬ伏ぶしだ。刀夜を嘲ちよう笑しようした三人組のリーダーである。

（あいつも萌先生にやられるぞ）

　刀夜がちょっとだけ心配したとき、萌先生が底そこ冷びえする声を出した。

「犬伏くん、どこへいくのです？」

「風が──呼んでるんだ」

「いい！　いい厨ちゆう二にですよ！　加点!!」

　そして犬いぬ伏ぶしは出ていった。なんと授業を放棄しても、厨二っぽい理由を言えば評価されるらしい。

　萌もえ先生が、どこか誇らしげに刀とう夜やを見てきて、

「わかりましたか刀夜君？　当校では厨二的行動をとるほど成績があがります。やらなければずっと卒業できず、死体は人ひと柱ばしらです」

（すごい場所に来たもんだ……）

　刀夜は深々とため息をついた。

　そして頰ほお杖づえをつき、窓の外を見る。

「あ、いいですね刀夜君。物もの憂うげに窓の外を見る転入生。厨二感漂ただよってますよー。加点しておきますね」

　なんだか知らないが評価された。

（想像以上に、わけのわからん学園だな）

　刀夜は渋い顔で、これからのことを考える。

　暗黒狂宴サバトで優勝して莫ばく大だいな借金を返し、義ぎ姉しを救わねばならない。

　校内予選は、もう二週間後に迫っている。

（それまでに、チームを結成するため最低一人の仲間を見つけなきゃ……）

　刀夜はクラスメイトたちを、ジッと見つめた。

　萌先生が可愛かわいく腕組みして、うんうんと頷うなずく。

「いいですねー刀夜君。趣味は人間観察ですか？」

「違います!!」




　そして二時限目以降も、刀夜にとって驚きと絶望の連続だった。

　詠えい唱しようを自分で考えたり『真ま名な』を作ったり、とにかくマトモではない。

　英語、数学など普通の授業も一応あるが、小六から昨日まで休学していた刀夜には全まつたくついていけない。

（これは、大変だぞ……）

　帰りのホームルームが終わる頃には、刀夜は疲ひ労ろう困こん憊ぱいであった。

　隣の席の羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスが嘆たん息そくし、机の脇にかけたバッグをとる。バッグの持ち手部分には、唐から草くさ模様のお守りがついていた。

　教室入り口へ歩いていく彼女に、刀夜は慌てて声をかける。

「あ、あの、田た中なかさん！」

「え？」

　こちらを振り返り、両手を前で揃そろえる。

　眼鏡の奥の知的な瞳が、怪け訝げんそうに瞬またたいていた。

「唐突な質問をするけど、四年くらい前に俺と会ったことない？」

「……？　全まつたく心当たりがございませんわ。それでは、失礼いたします」

　当惑げに頭を下げたあと、教室を出て行った。

（俺の勘違いか？）

　あんな衝撃的な事件を忘れるはずがない。別人なのだろうか。

　刀とう夜やは首をかしげつつ、教室を出た。

　学校を出て通学路を歩き、自宅の屋敷へ戻る。

　自室で稽けい古こ着ぎに着替え、庭へ出てトレーニングを開始した。

　ストレッチから始まり、ダッシュと筋力トレ。

　続いて愛剣・天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリでの素振りだ。

　しばらく懸命にメニューをこなし……空が暗くなった頃、氷ひよう華かが帰ってきた。

　肩で息をする刀夜を見て、堅い笑みを浮かべる。

「トー君ただいま。できれば、あまり無理はしないで欲しいかな」

「いや、まだ俺……」

「もー！　ダメったらダメ！　一緒に豚のしょうが焼きを作ろうっ!!」

　刀夜はズルズルと屋敷内へ引きずられていった。

　手を洗ったあと台所へ行き、義ぎ姉しと一緒に夕食を作る。

　刀夜はしょうがをすりおろしながら、氷華を一いち瞥べつした。

　メイド服に着替えた彼女は、恐ろしい早さでキャベツを千切りにしている。

（姉さんに、隣の席の子……田た中なか羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスさんについて話してみようかな）

　だが登校前のことを想起し、思いとどまる。

　氷華は惨劇の舞台──道場の近くを通るのを避けていた。

（姉さんは四年前の事件で、深いトラウマを負ってる）

　同一人物かどうか分からないのに話して、混乱させてはいけないだろう。

（この事はまだ黙っていよう。相談するにしても、田中さんがあの子だと確信できてからだ）

　暗黒狂宴サバトに参戦する件も、まだ黙っている事にする。反対されるに決まっているからだ。

（事じ後ご承しよう諾だくのような形になるけど、メンバーを集めてから伝えよう）

　氷華の頰ほおが赤くなり、キャベツを切る手を止めた。

　照れくさそうにハニカんで、しなやかな肢し体たいをモジモジとくねらせながら、

「な、なぁにトー君？　お姉ちゃんをジッと見て」

「いや、なんでもないよ」

　刀夜は微笑した。そして『義姉を守る』という決意を新たにしたのだった。






†三章　悪に堕おちる









　刀とう夜やが編入してから、三日が過ぎた。

（暗黒狂宴サバトに出るための、メンツ集めをしないと）

　最低でもあと一人必要なため、同級生に声をかけて回っている。

　刀夜は本来、最強クラスのＳ級異能者なのだが──

　学園長が設定した『ギミック』により、データ上は世界最弱のＦ級である。それを理由に、皆が断ってくるのだ。

　Ｄ級以下は暗黒狂宴に出ることが殆ほとんど無いらしいので、それも仕方ないが。

（授業も疲れるんだよな）

　今日の授業では『かっこいいドイツ語』、『漢字をかっこよくカタカナ読みさせる方法』などを教わった……隣の席の田た中なか羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスも、うんざりしているようだ。

　そして昼休み、刀夜は弁当を持ってひとり教室を出た。

（お茶でも買おう）

　刀夜は氷ひよう華かから、人並み程度の小遣づかいを貰もらっている。

　借金ではなく彼女が稼いだものらしいのだが、どこで働いたのかは教えてくれなかった。

（一体なにをしてるのかな。今度しっかり聞いてみなきゃ）

　そう思いつつ、食堂の近くに設置された自販機へ向かう。

　だが、商品一覧を見て愕がく然ぜんとした。

（ぜ、全部ブラックコーヒーだ……）

　確かに高校生が飲んでると厨ちゆう二にっぽいが……ここまでやるのか。

　刀夜はうなだれながら、中庭へ向かった。

『コ』の字型の校舎に囲まれており、昼になると光が射さし込こんで温かい。

　人が少なく、刀夜が見つけたお気に入りの場所である。

（どこで食べようかな……ん？　あれは）

　中庭の隅には、大きな樅もみの木きがある。

　その根元に──人ひと目めを避けるようにして、羽瑠歩流祇栖がいた。

　ビニールシートの上に正座している。背筋はスッと伸び、まるで茶道でもしているかのよう。黒いニーソックスで包んだ美び脚きやくが眩まぶしい。

　弁当箱を挟んで、十歳くらいの女の子が体育座りしていた。

（誰だろう。高校生にはとても見えないけど）

　人形のように整った顔立ち。肌の色はとても白く、肩口までの髪は薄うす水みず色いろ。

　全体的に色素が足りない感じで、触れたら壊れてしまいそうな儚はかなさがある。

　ただ、そんな雰囲気をぶち壊しにしているのは……スクール水着のような服だ。

　さらには細い腕、脚、背中に厳いかつい形状のパワードスーツをつけている。

　少女は羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスに無機質な目を向けて、抑よく揚ようのない声で告げる。

「マスター、一ひ二ふ三みはロボットですかラ、栄養摂せつ取しゆは不要デス」

（ロボット!?）

　刀とう夜やは驚きよう愕がくした。

　この学園は、大抵の事がアリとは思っていたが……まさか幼女型ロボットまでいるとは。

　それを示すようにあの子──一二三は、先ほどから一度も瞬まばたきをしていない。

「いいから食べなさい。おむすびを温めてあげる」

　羽瑠歩流祇栖が漣気エーテルを使い、掌てのひらから小さな炎を出した。

　それを、おむすびを包んでいるらしいアルミホイルに近づける。

（田た中なかさんが漣気使ってるの、初めて見たけど……炎系異能者みたいだな）

　刀夜は少しがっかりした。

　炎系は物質を焼き払う、攻撃に特化した系統だ。

　四年前に灰はい咲ざき家が護衛した少女は、治ち癒ゆが出来る異能者……となると、光系や土系の可能性が高いのだ。

（ちょっと計測させてもらおう）

　刀夜は腕時計型端末のカメラを、羽瑠歩流祇栖に向けた。

　異能観測アプリを起動し、測定する。





　炎系　Ｂ級異能者

　シンクロ値　１






（Ｂ級か。結構高いな）

　この学園では、Ｂ級以上は約16％しかいない。

　だが、シンクロ値がここまで低い生徒は珍しい。

　彼女は『炎系にふさわしい』格好をしていないし、いつも無表情だからだろう。

　授業によれば、炎系のシンクロ値を上げるのは『愛』や『情熱』『照れ』等だという。燃えるような感情が必要なのだ。

「さあ、あたたまったわ」

　羽瑠歩流祇栖が、一二三におむすびを差し出す。

「私はロボットなのに……」

　そう言いつつ両手で受け取り、口に運んだ。リスのように食べる姿が愛らしい。

「一二三、おいしい？」

「フム。握る時に力を込めすぎと思いマス。それに塩のまぶし方が均等ではナク、味にムラがありマス」

「『栄養摂せつ取しゆは不要』とか言っていたのに、味にうるさいわね……」

　羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスが子供のように頰ほおを膨らませた。教室では見られないリラックスした姿だ。

　一ひ二ふ三みがおむすびを食べたあと、心なしか悲しげに言った。

「ところで、マスターの次の授業は体育デスか。クラスでぼっちだと、少し寂しいデスね」

「……確かにね。それに更衣室で着替えてると、胸をジロジロ見られるし。女の子同士なのに」

「マスターの胸は凄すごいデスからね。女子更衣室に誰もいない時間を、この一二三が予測しましょうカ？」

　羽瑠歩流祇栖は苦笑しつつ、箸を手に取った。

　弁当箱から卵焼きをつまみ、その下に左手を添えて、一二三の口へ運ぶ。

「もぐもぐ……ところで今日は大丈夫ですカ？　ストーカーは」

「ええ、大丈夫。ただ隣の席の編入生が、チラチラ見てくるのが少し気になるけれど」

「……ほう、そうデスか」

「編入初日に『俺と会ったことない？』とか仰おつしやっていたし、少し変わった方かたではあるわね」

　刀とう夜やは冷や汗をかいた。

　四年前に護衛した子に似てるからといって、彼女を見すぎたかもしれない。

　そそくさとその場を離れ、中庭の中央付近に向かった。

　ベンチへ腰を下ろし、義ぎ姉しが作った弁当の包みをあける。

　おかずは鰆さわらの味み噌そ付け、ほうれん草のお浸ひたし、イカと里芋の煮付け。

　ご飯には海の苔りで『ファイト』と書かれていた。

　思わず苦笑した時……突然「こんにちは」と声をかけられた。

　顔を上げると、女と見み紛まがうばかりの美少年がいた。腰には日本刀を差している。

（光こう王おう院いん晴はる斗と、といったか）

《破は龍りゆう大たい聖せい》の二つ名を持つクラスメイトであり──この学園に１％しかいない、Ｓ級異能者の一人だ。

「僕も、ここで食べていいかな」

　刀夜はうなずいた。

　光王院が隣に座り、コンビニの袋からサンドイッチを取り出して食べ始める。

　刀夜の弁当箱をのぞきこんできて、

「しかし可愛かわいいお弁当だね。『ファイト』って書いてある」

　義姉の氷ひよう華かは、学園でクールを装よそおっている。

　こんな愛情たっぷり弁当を作っているのが、バレてはなるまい。

「これは俺の手製だ」

「自分で自分にエールを……？」

　光こう王おう院いんが怪け訝げんな顔をしたあと、不意打ちのようにいきなり告げた。

「君、力を隠してるな」

「!?」

　刀とう夜やの心臓が、大きく高鳴った。

　光王院は優雅にサンドイッチを食べながら、

「君がＦ級？　ありえない。異能観測アプリで測定もしたけど、僕の目は誤ご魔ま化かせない」

　もし『最弱』が噓うそだと広まったら、暗黒狂宴サバトに出られなくなるかもしれない。

　突然のピンチ──だが灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆう当主である刀夜は、幾いく度ども修羅場をくぐりぬけてきた。

　表情を微み塵じんも変えず、問い返す。

「なななな、なんのことだ」

「下へ手たか!?」

　表情は変わらなかったが、声が思い切りうわずってしまった。

　焦あせる刀夜の目に『ファイト』と書かれた弁当箱が映る。

「姉さん、俺に力を……」

「へえ、その愛情いっぱいの弁当は《絶ぜつ対たい零れい姫き》灰咲会長が作ったのか？　意外な一面があるんだねぇ」

　どんどんドツボにはまっていく。

　激しくへこむ刀夜の肩に、光王院が手を回してきた。

「本当はキミ、強いんだろ？　吐いて楽になれよ」

　取り調べをするベテラン刑事のようである。

　刀夜は顔に両手を当て、苦悩に満ちた声で吐と露ろした。

「あぁ……そうさ。俺は強いよ!!　実はすげぇ、強いんだよぉ!!」

「変わったキレ方だな!?」

　ほとんど自慢だ。

「まあ落ち着きたまえ、僕は他言する気はない」

「え、そうなのか？」

「何か事情がありそうだからね。この愛刀『蛍ホタル丸マル』にかけてもいい」

　光王院が立ち上がり、すらりと腰の刀を抜いた。

　瞬間、刀夜は総そう毛け立だつような悪お寒かんを感じた。

『蛍丸』は大変な業わざ物もののようだが──驚いたのはそこではない。

　光王院の持つ、剣士としての風格にだ。

（こいつ、とんでもなく強いぞ）

　刀とう夜やは唾つばを一度飲み込み、光こう王おう院いんへたずねた。

「なあ、よければ俺と組んで、暗黒狂宴サバトに出ないか？」

「悪いけど既にパートナーがいてね。すごく焼き餅焼きで、他ほかの人と組むことを許してくれないのさ」

　光王院が肩をすくめた。キザな仕草だが、彼がやると不思議と嫌いや味みにならない。

（恋人と組んでるのかな？）

　光王院の系統──光系のシンクロ値を上げるのは『リア充』などである。

　萌もえ先生が授業で『光系は、シンクロ値目当てで恋人を作るといいのですよ』というトチ狂った発言をしていたものだ。

　ともあれ光王院は美形だし、恋人がいても何の不思議もない。

「それにね灰はい咲ざき。君とは敵チームで戦った方が楽しそうだ」

　刀夜へ真まっ直すぐ『蛍ホタル丸マル』の剣先を向けてきて、

「僕には譲れない願いがある！　必ず君を倒し、本戦で優勝し、それを叶かなえてみせる！」

「そうか。それは俺も同じだ」

「ふふふ、最後に笑うのはどちらかな……佳よい戦いをしよう」

　光王院は刀を納め、身を翻ひるがえした。

　去っていく彼を見ながら、刀夜は拳こぶしを握りしめる。

（光王院晴はる斗と──暗黒狂宴の学内予選で、最大の敵はあいつかもしれない）

　武ぶ人じんとしての勘が、そう告げていた。

（つっても、メンバー集まらないことにはそれ以前の問題だけどな）

　刀夜は弁当を食べ終えると、ポケットからガムを取り出し、口に入れた。

　四年間の昏こん睡すいで顎あごの筋肉も衰えているので、暇を見つけて嚙かんでいた。『アイスガム』という銘めい柄がらで、何な故ぜか家に段ボールで沢山置いてあるのだ。

（はぁ、次の五時限目は体育……異能の実戦訓練か）

『最弱』を装よそおわないと暗黒狂宴に出場できないから、情けなく振るまわねばならない。

　きっと犬いぬ伏ぶし、猿さる田た川がわ、雉きじ塚づかのトリオにまたディスられるだろう。

　憂ゆう鬱うつだが、そろそろ教室で体操着に着替えるべきだ。

　刀夜がベンチから立ち上がった時……

　背後から、ロケットの発射音のようなものが聞こえた。

　振り返る。

　するとそこに──幼女ロボット・一ひ二ふ三みが浮いていた。

　両足の裏からズゴゴゴゴゴゴゴと火を吹き、ホバリングしている。

　冷たい瞳でこちらを見下ろし、

「ストーカー灰咲刀夜、あなたを滅しマス──マスターを苦しませる者は、この《機き工こう妖よう精せい》一ひ二ふ三みが許しまセン」

「はい？」

　啞あ然ぜんとする刀とう夜やをよそに、一二三が小さな手をかざす。

　すると虚こ空くうから対戦車ロケット砲──バズーカが現れた。

　小柄な体で軽々と担ぎ、直径十センチはある砲口を向けてくる。

「Fireフアイア」

　抑よく揚ようのない声と同時に対戦車ロケット弾が射しや出しゆつされた。

　尾おから黒煙を撒まき散らし、刀夜めがけて飛んでくる。

「っ!?」

　横っ飛びでかわした。ロケット弾はベンチを貫通して大爆発する。

　刀夜は爆風で吹っ飛ばされたが──軽かろやかに受け身をとって立ち上がる。

「Secondセカンド fireフアイア！」

　間かん髪はつ入れずに二発目のロケット弾が飛んでくる。

　刀夜は全身に漣気エーテルを行き渡らせつつ、愛剣・天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリの柄つかに手をかけた。

　居合いの要領で抜き放ち──ロケット弾を先端から尾まで、縦に斬きり裂さく。

　弾は二つに分かれ、刀夜の背後で爆発する。

　その途方もない技に、一二三が驚いた様子で、

「Ｆ級のあなたが、今のを凌しのぐナンテ……今度は本気でいきマス」

（……やばいぞ）

　刀夜は戦せん慄りつを覚えていた。

　四年近くも昏こん睡すいしていた体は、本調子にはほど遠い。早くも息が上がりはじめている。

　それにこのまま攻撃を凌ぎつづけ、多くの人に見られれば……『最弱』が噓うそだとバレてしまう。学園長との約束を破ることになり、暗黒狂宴サバトに出られなくなるかもしれない。

　五百億の優勝賞金なしでは、返済期限には百六十億にもなる借金を返すなどほぼ不可能。

（仕方ない！　『八ヤ咫タ烏ガラス』で姉さんのもとへ逃げよう）

『一度触った人間』の所へテレポートできる、刀夜の固有異能だ。

　使用する際は『触った人間』の顔を思い浮かべる。

　ただし、テレポート先にした人間のもとへは一ヶ月ほど間隔を置かないと、再びテレポートできない。刀夜が何度も試し行こう錯さく誤ごして見つけたルールである。

　それはともかく氷ひよう華かは『昼はいつも一人、屋上で食べている』と言っていた。

（姉さん）

　刀夜が、氷華の優しい笑顔を思い浮かべようとした瞬間。

　決意のこもった声で一二三が叫んだ。

「マスターは……プル様は、絶対に一二三が守るのデスッ！」

（プル様？　田た中なかさんのことか？）

　羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスという名から、プルをとってあだ名にしたのだろうか。

　そう思った時──刀とう夜やはハッとした。

（しまった！　姉さんじゃなく、田中さんの顔を思い浮かべてしまった！）

　しかも、羽瑠歩流祇栖とは転校初日……

　小テストの答え合わせで、答案を交換した時に彼女の肩を叩たたいている。

『八ヤ咫タ烏ガラス』の発動条件は揃そろっているのだ。

（まずいまずい、まずいって！）

　焦あせる間もなく『八咫烏』が発動し、刀夜の体はその場から消失した。




　若干の浮遊感のあと──刀夜は両手をついて軽かろやかに着地した。

（まず状況の確認。突とつ発ぱつ的事態にも、決して我われを見失ってはならない）

　灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆうの若き当主は、真剣極きわまりない表情で周りを見回す。

　沢山のロッカーがある。どうやら更衣室のようだ。側そばにいるはずの羽瑠歩流祇栖は、なぜか見あたらない。

　いったん立ち上がろうと、両手に力を込める。

　すると……どこまでも沈んでいくような手て応ごたえがした。掌てのひらいっぱいに、布みたいな滑すべらかさと吸いつくような感触が伝わってくる。

（……ん？　なんだこれ）

　下に目を移す。

　そこには、体操着に着替える途中だったのか……。

　下着と黒ニーソだけを身につけた、田中羽瑠歩流祇栖がいた。

　ブラに包まれた張ちきれんばかりの水すい蜜みつ桃とうを、刀夜の両手が摑つかんでいる。

　美しい曲線を描く、くびれた腰。純白のパンツ。

　状況が理解できないのか、黒こく曜よう石せきの瞳がキョトンと瞬またたいている。眼鏡は衝撃か何かで外れたのだろうか。

（や、やってしまった……しかも……）

　更衣室に飛び込んだだけなら、まだマシだった。

　おそるおそる自分の体を見る。

　刀夜は今──全裸だった。

　これが『八咫烏』最大の弱点。

　自分の体以外のもの……服や武器ごと、テレポートできないのだ。

「い……」

　羽瑠歩流祇栖の喉のど奥おくから、声が漏れる。大きな瞳に涙を浮かべて、

「いやぁあああああああ!?」

　この世の終わりのような悲鳴をあげ、巨乳がふるふると揺れた。

「ご、ごめん！　これは俺の固有異能で……本当にここへ来るつもりじゃなかったんだ！」

　慌てて弁解したが、全裸では説得力はないだろう。

　急いで飛びすさろうとした時、甲かん高だかい音がした。

　窓ガラスを割って、一ひ二ふ三みが飛び込んできたのだ。

　刀とう夜や……そして彼が組くみ敷しく羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスを見下ろして、

「ママママ、マスターを……プル様の胸をつかんで、全裸で押し倒……は、灰はい咲ざき刀夜を敵と確信。これより排除に移りマス。こここ、コロシマス」

　勢いよく両手を広げ、叫ぶ。

「《黙示録の宴アポカリプス》!!」

　一二三の周りに十五個ほどのバズーカが現れた。どういう原理なのか、ふわふわと浮いている。

「ま、待て、そんなもの撃ったら田た中なかさんも──」

　一二三の目は完全に据すわっており、頭から煙があがっている。パワードスーツ部分からは、異常なほど蒸気が噴ふん出しゆつしていた。

　正常な判断ができていない様子だ。












「──灰はい咲ざき刀とう夜やッ！　滅びなさイッ!!」

　両手を突き出すとともに、すべてのバズーカが火を噴いた。

　轟ごう音おんをあげて迫る対戦車ロケット弾を、刀夜は凝ぎよう視しする。

（かわせば田た中なかさんに当たる……全すべて打ち払うしかない）

　だが手元に愛剣・天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリはない。今は衣服と一緒に中庭に転がっているだろう。

　刀夜が修める灰咲天てん凱がい流りゆうは、漣気エーテルと剣技を組み合わせて戦う流派だ。ゆえに丸腰では、大きく戦闘力が下がってしまう。

（何か剣の代わりになるものはないか！）

　急いで周りを見回す。以前『八ヤ咫タ烏ガラス』の使用直後に襲われた時は、手近なものを活用したのだ。

　そして刀夜は──やむを得ない、残酷な決断をする。

「本当にごめん、これ貸して！」

「え……？　きゃああああああ!?」

　羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスのブラを引っ張り、はぎ取る。

　ブラを握りしめて立ち上がった刹せつ那な、刀夜はあることに気づいた。

（……あっ、体に漣気が満ちてるぞ）

　どうやら刀夜の系統である闇系シンクロ値が上昇しているようだ。

　編入初日、萌もえ先生から聞いた言葉を思い出す。

〝闇系シンクロ値はですね『憎しみ』を抱いだいたり、人から後ろ指を指されるような行動をすると上昇します〟

　全裸で女子更衣室にいるため、シンクロ値が上昇しているのだろう。

　つくづく訳のわからないルールである。

（だがこれなら……いけるッ！）

　刀夜はブラジャーを掲かかげ、漣気を込めた。

　すると……ダラリと垂れ下がっていたブラが、まるで剣のようにピンと伸びた。

　物質の強度を変える異能『破は獄ごく』だ。

　そして羽瑠歩流祇栖を守るように立ち、ブラを下段に構える。

（四年前に似てる）

　圧倒的な暴力に、義理の父母、一門の者を殺され……

　氷ひよう華かと、羽瑠歩流祇栖に似た少女を守るため戦い、瀕ひん死しの重傷を負った。

（もう二度と、俺は負けない──）

　強い決意と共に、ブラを振りかざす！

「灰咲天凱流奥義・裂れつ果か山茶花さざんか！」

　嵐のようなロケット弾を全て横から殴りつけ、その軌道を変える。

　戦場のごとき爆音と煙が、耳と目をさいなむ。更衣室が容赦なく破壊されていく。

　そして視界が晴れた時──刀とう夜やと羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスの周りだけが無傷だった。

　中なか州すで川が分かれるように、刀夜が全すべてのロケット弾をそらしたのだ。

　あまりの絶ぜつ技ぎに、一ひ二ふ三みが怒いかりも忘れた様子で、

「あ、ありえナイ……あなたは本当にＦ級──世界最弱の異能者なのですカ!?」

　刀夜は肩で息をしながら、羽瑠歩流祇栖を振り返る。

　長い黒髪が床に広がり、両手で覆おおった胸が蠱こ惑わく的てきにつぶれている。

　彼女の美しさは、周りの破壊跡とあまりに対照的で……戦場に舞い降りた女神のようだ。

「田た中なかさん……無事、だったんだね……巻き込んで、本当にごめん……」

　刀夜は膝ひざをつき、前のめりに倒れこんだ。

　まだ体が万全ではない。奥義を使った反動は大きく、意識が遠ざかっていく。

　手には、ぼろぼろのブラジャーが握られている。

（とにかく、田中さんに怪け我ががなくてよかった……）

　刀夜の顔には、姫を守り抜いた騎士のような微笑ほほえみがあった。




　だがその笑みは、轟ごう音おんを聞きつけて駆けつけた女子から『不審者の笑み』と誤解されたのであった。




●




　刀夜が目をあけると、頭に輪っかをつけた女性がのぞきこんでいた。

　ふわふわの金髪。ゆったりしたローブの背から、白鳥のような翼が出ている。

「あ、起きましたね～」

　刀夜は慌てて起きあがり、叫んだ。

「え、天使!?　俺、今度こそ死んだの!?」

「違いますよ～。私は保険医の、大たい正しよう爛らん漫まんともうします～」

　周りを見ればベッドや薬くす棚りだながある。確かに保健室のようだ。

　爛漫先生が、非常にのんびりした口調で、

「私～、治ち癒ゆの固有異能を持つ光系異能者で～、天使の格好でシンクロ値を上げてるんですよ～」

　刀夜は安あん堵どのあまり、大きく息を吐いた。

「先生。俺は女子更衣室にいたはずじゃ」

「一二三ちゃんが運んでくれたんです～。ほら、あなたの持ち物もそこにありますよ～」

　確かに枕元に、中庭に置いてきた衣服や愛剣が置いてある。

「え？　俺、あいつに襲われたんですけど……なんで介かい抱ほうしてくれたんでしょう？」

「さあ～？」

　不思議に思いつつも身だしなみを整えていると、口こう内ないに異物感を覚えた。

（ん？）

　口に手をつっこむと、ガムがあった。

　弁当を食べたあとで、嚙かんでいたものが残っていたようだ。

（これは……）

　そういえば、何かを食べながら『八ヤ咫タ烏ガラス』を使ったのは初めてだ。

　真剣な顔で考え込んでいると、爛らん漫まん先生が両手を合わせて、

「もう大丈夫ですね～。学園長が『目覚めたら学園長室へ来るように』と仰おつしやってましたよ～」

（ま、まずい）

　異能による不可抗力とはいえ、全裸で女子更衣室に突っ込んだのだ。羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスの胸を触り、下着を剝はぎとってすらいる。

（下へ手たしたら退学になるんじゃ……？）

　そう恐れつつも、爛漫先生に礼を言って廊下へ出る。

　重い足取りで、学園長室へ到着した。

　扉に書いてある『全すべての希望を捨てよ』という言葉が胸に突き刺さる。

　緊張気味に扉をあけ、奥へ歩いていく。

　玉座に学園長が座り……羽瑠歩流祇栖、一ひ二ふ三みの姿もあった。学園長が、淫いん行こうの被害者から話を聞いていたのだろうか。

《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》が、頰ほお杖づえをつきながら三人を見下ろし、

「灰はい咲ざき刀とう夜や……全裸で女子更衣室に飛び込み、田た中なか羽瑠歩流祇栖のブラをはぎとったそうだな」

　一気に冷や汗が噴き出してくる。

（やっぱり退学か……そうなると暗黒狂宴サバトに出られず、借金が、姉さんが）

　目の前が真っ暗になる刀夜へ──

　学園長が、満面の笑顔で叫んだ。

「本当に……本当によくやってくれた!!」

「は？」

　啞あ然ぜんとする刀夜に、黒こく扇せんの先端を向けてきて、

「汝なんじのギミックだがね──『最弱』だけではパンチが足りない気がしていたのだ。だから『悪役ヒール』もつけることにする」

「ヒール……？」

「プロレスでいう、悪あく役やくのギミックだ」

　学園長が、子供のように目を輝かせながら、

「今回の騒動は『悪役ヒール』にうってつけの事件だ。『邪悪にして世界最弱のＦランク灰はい咲ざき刀とう夜や。全裸で女子更衣室に突撃し、田た中なか羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスの肉体をむさぼり尽くした』」

「むさぼり尽くしてはないですよ!?」

　刀夜は声を荒げて抗議する。

「冗談じゃないですよ。『最弱』だけでも面倒なのに、『悪役』まで──」

「暗黒狂宴サバトに出場できなくてもいいのか？」

「うっ」

　それを出されては、何も言えない。

　ガックリうなだれる刀夜を見て、羽瑠歩流祇栖が怪け訝げんな顔をした。

「な、なんの話をしてらっしゃるのですか？　ギミックとは何ですか？」

　学園長が得意げに、羽瑠歩流祇栖へ説明した。

　刀夜には莫ばく大だいな借金があり、その担保は姉の氷ひよう華かである。

　ゆえに、なんとしても暗黒狂宴の優勝賞金がほしい。

　学園長は、刀夜が暗黒狂宴に出場する条件として『最弱』のギミックを演じるよう命めいじた。そしていま『悪役』も加わったのだと。

　その理不尽さに、ロボットの一ひ二ふ三みもぽかんと口をあけている。

　羽瑠歩流祇栖は、怒いかりで全身を震わせながら、

「暗黒狂宴なんて、みんな無条件で出場しているではないですか。生徒の弱みにつけこむなんて……」

　学園長を見上げ、敢かん然ぜんと言い放つ。

「ひどい──ひどすぎます!!　貴方あなたは人間ではありませんわ！」

「そ、それほどでも……」

「喜ぶな!!」

　さすが厨ちゆう二にの権ごん化げ。人じん外がい扱あつかいされるのが嬉うれしいらしい。

　学園長が、パーティの準備をするように生き生きとした様子で、

「さぁ、灰咲を『悪役』にするため頑張るとするか。新聞部や放送部に命令を下し、汚お辱じよくのドン底に叩たたき落とさねば」

　どうやら、学園長主導の宣伝工作プロパガンダが始まるようだ。

　いっそこの部屋を破壊したい衝動にかられたが、それも『悪役』の材料に使われそうなのでやめる。

　刀夜は夢遊病者のような足取りで、扉へ向かった。

　後ろから学園長の声が聞こえてくる。

「あ、そうだ灰咲、早くチームメイトを見つけるのだぞ。でなければ学内予選に参加すらできないからな……フハハ、フハハハハハハハハ!!」

　学園長室から出て、扉を閉めたあと……刀とう夜やは廊下に座り込んでしまった。

　羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスが、深々と頭を下げてくる。

「本当に、申し訳ございません……！」

「なんで君が謝るの？」

　刀夜が問いかけると、彼女は桜色の唇を嚙かんでうつむく。

　そして少しの沈黙のあと、話をそらすように、

「アレについて、詳しく説明していただけますか？」

「アレ？」

　羽瑠歩流祇栖が頰ほおを染め、豊かな胸を両手で隠した。

「その……いきなり全裸で更衣室に現れて、わたくしの胸を摑つかんで押し倒した件を……」

　背筋が冷たくなる。『暗黒狂宴サバトに出場できるか』で頭がいっぱいで、まだちゃんと謝罪をしていなかった。

　土下座しようとすると、羽瑠歩流祇栖に制せいされる。

「お待ちください！　あの時あなたは『これは俺の固有異能』と仰おつしやっていました。詳しくお聞かせ願えませんか」

　刀夜は説明を始めた。

『八ヤ咫タ烏ガラス』の詳しいルールに加え、一ひ二ふ三みに襲われたためそれを使ったということ。

　義ぎ姉しのもとへテレポートするつもりだったが、ミスにより羽瑠歩流祇栖の所へ転移してしてしまったこと。

　羽瑠歩流祇栖は真剣な顔でそれらを聞き、

「ではもう一つ。わたくしの、ブ、ブラジャーでロケット弾を打ち払ったのは……」

「ブラジャーを硬くして、剣代わりにしたんだよ」

「……何を仰っているのか、さっぱりです」

　それもそうだと思い、刀夜は己おのれの髪を一本抜いた。

「『破は獄ごく』っていう俺のもう一つの固有異能。漣気エーテルで物質の強度を変えられるんだ」

　漣気を込めると、垂れていた髪が針のようにピンとする。

　刀夜は立ち上がって、髪を壁に突き刺した。

　羽瑠歩流祇栖がおそるおそる、細い指で髪をつつく。

「す、凄すごいです。この固有異能なら何でも武器にできるのですか？　ブ、ブラジャーでも」

「ああ。『弘こう法ぼう筆を選ばず』というやつだな」

「いくらなんでも選ばなすぎですわ!?」

　弘法も、下着では字を書けまい。

　壁に刺して十秒ほど経たつと、針のようだった髪がダラリと垂れ下がった。

「フム。『破は獄ごく』で強化しテモ、貴方あなたの手から放れると僅わずかな時間で解除される──そう私は解かい析せきしマス」

　抑よく揚ようのない声で言ったのは、羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスの隣に直立する一ひ二ふ三みだ。

　刀とう夜やは彼女の冷たい瞳を見つめ、

「その通りだよ。ところで君って……本当にロボットなのか？」

「イエス。感情を持たない人型決戦兵器──製造番号百二十三デス。一二三とお呼びくださイ」

　改めて見ても、髪や肌の質しつ感かんは人間にしか見えない。

　あまりの精巧さに驚嘆していると、一二三が小さな手を差し出してきた。

「貴方の携帯端末を見せていただいてよろしいデスか？」

「ん？　別にいいけど」

　刀夜は言われた通り、腕時計型端末を渡した。

　一二三がアルバムアプリを立ち上げ、写真を閲覧する。

　そして、両手で捧ささげ持つように返してきた。

「大変申し訳ありまセン。マスターの写真は一枚もナイ……私が、12時35分７秒から貴方を襲ったのは間違いだったようデス」

「一体、何だったんだ？」

「私がマスターと仰ぐプル様は、ストーカーに狙われているのデス。視線を感じたり、尾つけられたりすることが多くテ」

　一二三は、一度もまばたきせずに話し続ける。

「そんな時、昼休みに貴方がマスターへ端末のカメラを向けているのを目撃しまシタ」

　異能観測アプリで、羽瑠歩流祇栖を測定した時の事だろう。

「そして私は、こう演算しまシタ」

　無機質な両目から、まるでプロジェクターのように光を放つ。

　すると、壁に複雑きわまりない数式が映されていき……

　最後には『灰はい咲ざき刀夜＝ストーカー』と表示された。

「この一二三の人工知能は、百パーセントの確率で貴方がストーカーだと断定したのデス」

「ポンコツじゃねーか！」

　刀夜は叫んだ。

「田た中なかさんを異能観測アプリで計測しただけだよ。でも、コソコソやった俺も悪かった」

　羽瑠歩流祇栖へ深く頭を下げる。

「それに胸を摑つかんで、本当にごめんなさい」

　彼女はしばらくの間、何かを考えるように沈黙したあと……

「灰咲さん、あなたは暗黒狂宴サバトの学内予選に出なければいけないのですよね？」

　急に話が変わり、刀とう夜やは思わず顔を上げた。

　羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスが、決意のこもった瞳でこちらを見つめている。

「わたくしと一ひ二ふ三みを、あなたのチームメイトにしていただけませんか？」

「……え？」

　刀夜は思わず、彼女の端整な顔をまじまじと見た。

　一二三が、思い当たる節ふしがあるように呟つぶやく。

「マスター、もしかしテ学園長ノ……」

　羽瑠歩流祇栖が一二三に掌てのひらを向け、刀夜へ続ける。

「わたくしはこのままだと留年してしまいます。『厨ちゆう二に的な行動』をしないと、本学園では『素そ行こう不良』扱あつかいになり一単位もとれない……この学園は自主退学は不可能ですし、最悪の場合一生卒業できないかもしれません」

　そうなったら、死体は人ひと柱ばしらである。考えるだけで恐ろしい。

「わたくしは医師になるという目標を叶かなえるため、一刻も早くこの学園から出たいのです」

　一二三が、少し誇らしげに胸を張り、

「マスターは中学の頃、全国模試で一位。そのうえ五か国語を操る才さい媛えんでもあるのデスよ」

「え!?　そりゃすごいな」

「そうかもしれませんが、ここでは卒業できるかも怪しい劣等生です」

　ですが、と羽瑠歩流祇栖は眼鏡を指で押し上げ、

「暗黒狂宴サバトにおける、この学園の代表者になれば──単位がなんと一億いただけるのです」

「バラエティ番組の、クイズコーナーみたいな点数配分だな!?」

　適当すぎるが、そんなにあれば余裕で卒業できるだろう。

「だから……」

　祈るように両手を組み、刀夜を見上げてきた。

「先ほどの学園長の話によれば、灰はい咲ざき君は本当はＳ級異能者なのですよね。あなたと組めば、学内予選を勝ち抜くことが可能だと思います。わたくしと一二三も出場を考えていたのですが、一人で参加する方かたが見つからずにいたのです」

「わかった。喜ん……」

　刀夜は、慌てて言葉を止めた。

　氷ひよう華かのことを思い出したのだ。

　彼女は道場跡を見るのも避けるほど、四年前の事件がトラウマになっている。

（もし田た中なかさんが四年前に護衛した子と同一人物なら、姉さんを傷つけてしまうかも……）

　それを危き惧ぐし、羽瑠歩流祇栖に問いかけた。

「一つ聞きたいんだけど、君は俺や姉さん──この学園の生徒会長と、四年くらい前に会ってないか？」

「え？　先日も似たような事を聞かれましたが、全まつたく心当たりがありませんわ」

　彼女の大きな瞳をのぞき込む。

　噓うそをついているようには、全く見えない。しかも四年前の事件はあまりに衝撃的で、忘れるはずがない。

「……わかった。チームを組もう」

　羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスが口くち元もとをほころばせ、一ひ二ふ三みは興奮気味にパワードスーツから蒸気を吹き出す。

「俺と君たちの利害は一致してる。暗黒狂宴サバトの学内予選を突破して代表になったら、田た中なかさんは大手を振ってこの学校を卒業すればいいんだ」

「はい。よろしくお願いします」

　刀とう夜やが手を差し出すと、羽瑠歩流祇栖が少しためらってから握り返してきた。

「一緒にがんばろう。じゃあ俺たちのチーム名は──『リベリオンズ（叛はん逆ぎやく者）』ってのはどうかな」

「おぉ、かっこいいデス」

　一二三が少し嬉うれしそうに呟つぶやいた。

　チームを組めたことを、刀夜が喜んでいると……

「愚ぐ弟てい！」

　コツコツとブーツを鳴らして、氷ひよう華かが駆けてきた。

「聞いたぞ！　更衣室で大騒ぎを起こしたそうだな。この大馬鹿者……」

「あ、姉さん」

　刀夜と女生徒が握手しているのを見て、氷華が絶句する。

「……な……あ、あぁ……!?」

　素早く駆け寄ってきて、軽いチョップで二人の手を離す。

　そして所有権を主張するように、刀夜の腕に抱きついてきた。

「ぐ、愚弟は私のものだ！　私はこいつのオムツを替えたこともあるんだぞっ！」

「お姉様なら、そんなにおかしいことでは……」

「最近まで」

「どんな私生活ですか!?」

　羽瑠歩流祇栖がドン引きし、大きく退さがった。

　そのさまに勢いづき、氷華が続ける。

「毎日愚弟の体を、丁寧に拭き拭きしたし……」

「えぇ!?」

「数え切れないほどに、体たい位いを変えてヤったし!!」

「体位を変えてヤッた!?」

　多少発音がおかしいが──氷ひよう華かは刀とう夜やが床とこずれしないように体たい位いを変えてくれていた。

　献身的な介護には、頭が下がる思いなのだ。

「それに私──満面の笑顔の愚ぐ弟ていを、だいしゅきホールドしたことあるぞっっ!!」

「それ、俺の写真貼り付けた布団だろ!?」

　介護は関係ない。

　大騒ぎする姉弟きようだいに、突とつ如じよとして赤い光が当てられる。

　その光源をたどれば……一ひ二ふ三みの瞳だった。

「ピピピ、赤外線解析サーチによれバ──この姉弟が淫いん猥わいな生活をしている確率は、実に99パーセントでス」

　やはりとんだポンコツだ。

　しかも１パーセント逃げ道を残しているあたり、なかなか姑こ息そくである。

　羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスが、真っ赤な顔を両手で覆おおった。

「み、見損ないましたわ。ふしだら！　淫いん売ばい姉弟！」

（淫売姉弟て）

　彼女はそのまま廊下を駆けていく。

　だが両手で前が見えないため壁にぶつかり、ベシーンと転んだ。見た目と裏腹に、結構ドジなのかもしれない。

「あぁ、マスター！　おいたわシイ！」

　一二三が慌てて主あるじのもとへ飛んでいった。ＵＦＯキャッチャーのアームのように羽瑠歩流祇栖を摑つかみ、運んでいく。

　そして。

　結成から三分も持たず、リベリオンズは崩壊した。

「あぁ、せっかくチームができたのに。暗黒狂宴サバトに出れそうだったのに」

　刀夜はがくりと両膝ひざをついた。

「トー君、これであの子たちとは組めないね……」

　氷華がそう呟つぶやいたあと、じわっと涙ぐみ、

「な、なんて可哀かわい想そうなのっ!!　お姉ちゃんが全力で慰めてあげるからねっ!!」

「姉さんが原因なのに、全力で慰めるとは……」

　義ぎ姉しのマッチポンプっぷりに、軽い恐怖を覚える。

　刀夜は優しく抱きしめられ、頭をナデナデされながら、

「ところで姉さん、さっきの黒髪の子に見覚えない？」

「ん？　知らないよ？　なんでかな??」

　不思議そうに細い首をかしげ、白銀の髪を揺らす。

「いや、ならいいんだ」

　羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスは姉弟きようだいに会った記憶がない。氷ひよう華かは彼女を知らない。

（俺の勘違いだったんだ……）

　刀とう夜やは完全に、そう結論付けたのだった。




●




　そして翌朝……

　刀夜が登校して校門から入ると、彼に対する空気が昨日までとは一変していた。

　生徒たちが、性犯罪者を見るような視線を向けてくる。

　昇降口近くの掲示板には、黒くろ山やまの人だかりができていた。

　背伸びして見れば、こんな見出しの校内新聞が張られている。

『〝最弱〟Ｆ級の灰はい咲ざき刀夜、女子更衣室へ突入！』

『狂いし性せい獣じゆうの宴うたげ!!』

『田た中なか羽瑠歩流祇栖は、すでに調教済みか!?』

　まるで週刊誌かスポーツ紙のような見出しだ。

　掲示板の近くには、小型テレビが設置されている。

　画面上には『学校関係者は語る!!』というテロップがあり、モザイクごしの人物が甲かん高だかい声で証言していた。変声機を使っているのだろう。

『最初みた時から、ずっと怪しいと思っていたのです』

　語尾からすると萌もえ先生だ。確かに学校関係者には違いないが、生徒を守らないにも程がある。

　学園長はあらゆる権力を使い、刀夜を『最弱』に加え『悪役ヒール』の設定にするようだ。

「あっ！　灰咲刀夜だ！」

　マイクやカメラを持った生徒たちが、刀夜を見つけて殺到してきた。

「新聞部です。君は何のために更衣室に!?」

「パンツを被かぶっただけでは飽きたらず、両手両足に装着して踊り狂ったそうですね!?」

「盗んだ下着で湯船を満杯にし、全裸になって浸つかっているという噂うわさも!!」

　捏ねつ造ぞうも甚はなはだしいが、否定すると暗黒狂宴サバトに出られないかもしれない。

　懸命に感情を抑え、絞り出すように告げる。

「ノーコメント」

　昇降口に向けて歩き出すと、モーゼが海を裂さいたように生徒たちが二つに割れた。すさまじい嫌われっぷりだ。

　そんな刀夜のもとへ、一人の女生徒が駆け寄ってきた。

　羽瑠歩流祇栖だ。今日もお守りがついた鞄かばんを持っている。

「あ、あの………」

　長いまつげを伏せ、消え入りそうな声で、

「ある筋すじから灰はい咲ざき君の家庭環境を聞いたのです。貴方あなたは四年近くも昏こん睡すいしていたと……」

　黒髪が跳ねるほどの勢いで、深々と頭を下げてきた。

「ごめんなさい。貴方とお姉さまにそんな事情があったとも知らず『淫いん売ばい姉弟きようだい』だなんて」

　二人を遠巻きに見る生徒が、口々に話し合う。

「な、なんで灰咲が更衣室につっこんだのに、被害者の田た中なかさんが頭を下げてるんだ？」

「やはり灰咲に調教されたという噂うわさは、本当だったのか……」

　このままでは悪あく名みようが更に高まりそうだ。

「べ、別にいいよ田中さん。俺も昨日ひどいことしたし、姉さんも怒ってないし」

　そう宥なだめる刀とう夜やに、羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスは必死な口調で、

「いいえ償いをさせてください。わたくし……」

　柔らかそうな胸に手を当て、大声で言い放った。

「何でも致しますわ!!」

『何でも!?』と生徒たちがざわめく。どうやらそこだけ聞こえたらしい。

　だが羽瑠歩流祇栖の表情は真剣そのものだ。やはりどこか抜けている。

「じゃ、じゃあ俺と一緒に暗黒狂宴サバトに出てくれ。な？」

「は、はい。承知いたしました！」

　刀夜は皆の視線から逃げるべく、羽瑠歩流祇栖の腕をとって駆けだした。

　二人の後ろを、一ひ二ふ三みが飛行してついてくる。

「マスターにお友達ができて嬉うれしいデス。全すべては私の計算通りなのデス」

「黙れ、結果論ロボット」

　刀夜は吐き捨てた。

　とりあえず落ち着ける場所へ行こうと思い、中庭へ向かう。

　早朝ゆえか誰もいなかった。五月の陽よう光こうがぽかぽかして心地よい。

「ちょっと私は、探し物をしマス」

　一二三がそう言って、草の上に四よつん這ばいになった。

「なにを探すんだ？　手伝うぞ」

「ノー。あなたはマスターとお話していてくだサイ」

　刀夜は怪け訝げんに思いつつも、羽瑠歩流祇栖と並んでベンチに腰を下ろした。

　彼女は脚をぴったりと閉じ、膝ひざから下を斜めにしている。とても綺き麗れいな座り方だ。

「ところで田中さん、一二三も一緒にチームを組んでくれるんだよね？」

「はい。快かい諾だくしてくれました」

「でもあいつロボットだろ。暗黒狂宴に参加していいの？　そもそもこの学園の生徒でもないだろうし」

「いいえ、彼女はわたくしたちと違うクラス。一年生ですわ」

「へえ。この学園ってロボットも入学できるのか」

　羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスが頭かぶりを振って、

「違います。一ひ二ふ三みは……『自分はロボット』とずっと勘違いしている、十一歳の幼女です」

「あの子が一番やばくないか!?」

　刀とう夜やは戦せん慄りつした。

　腕時計型端末を操作し、アプリで一二三を観測する。





　特殊系（ロボ系）　Ａ級異能者

　シンクロ値　１００






「シンクロ値１００!?　すげえ！」

「『自分はロボット』と心の底から思い込むことにより、高いシンクロ値を維持しているとの事です。この学園には飛び級で入学し、すぐに位い階かい10位になりましたわ」

　固有異能によりバズーカなどの武器、パワードスーツといった防具などをイメージ通りに作れるという。

　まばたきをしないのは、漣気エーテルで目が乾かないよう守っているらしい。

「ていうか一二三、自分のこと『製造番号百二十三』とか言ってたけど……」

「それはただの妄想です。名字は山やま中なかで、一二三という名は──あの子の両親が『一歩一歩歩あゆんでいけるように』と願って付けたそうです」

「普通にいい名前じゃねーか!?」

　羽瑠歩流祇栖が頰ほおに手を当て、途方にくれた様子で、

「何度も何度も『あなたは人間よ』と説明したのですけれど……そのたび『マスターは優しいから、そう言って頂けるのデスね』と感動されてしまうのです」

「何というめんどくささ……」

　ため息をつく二人のもとに、パタパタと足音が近づいてきた。

　見れば一二三が、心なしか嬉うれしそうに駆け寄ってくる。

「マスター、マスター」

　小さな両手を合わせて、羽瑠歩流祇栖へ差し出す。

　そこには、幸運の証あかしである四つ葉のクローバーが乗っていた。

「今日は結構早く見つけられマシタ。ドウゾ」

「ありがとう」

　羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスがクローバーを丁寧につまむ。

　そして彼女の鞄かばん……その持ち手についたお守りの口をあけた。

　中をみれば、数十本の四つ葉のクローバーが入っている。

『四つ葉は三つ葉の一万分の一しかない』と聞いたことがある。これほど集めるのに、どれほどの労力をかけたか想像もつかない。

「すごい数だね」

「はい。これは一ひ二ふ三みが作ってくれたお守りなのです」

　羽瑠歩流祇栖が、お守りを愛いとおしげに見つめた。

　彼女の話によると──これを一二三からプレゼントされた時、中に一本の四つ葉のクローバーが入っていたという。

　主あるじの幸運を願って、一二三は中に詰めたのだろう。

「わたくしが喜ぶのを見た一二三は、それから四つ葉を探してきてくれるようになったのです」

「マスター、いつの間にかずいぶん増えましたネ」

「もう沢山もらったわ。十分よ」

「ノー。敬愛するマスターにいっぱい幸運が訪れるよう、これからも探したいデス」

　羽瑠歩流祇栖が優しく頭を撫なでると、一二三が微かすかに目を細めた。












　見ているだけで心が和なごむ光景だ。

「一ひ二ふ三み……わたくしの、大切なお友達」

「……マスター、私はロボです。現実から逃げず、刀とう夜やのような人間の友達を作らなければいけまセン」

「……」

　相当にこじらせているが、根はとても優しい子のようだ。

　刀夜は、羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスと力なく笑いあったあと、

「そうだ。ところでさっき一二三が煉れん獄ごく学園位い階かい10位って言ってたよね。田た中なかさんは？」

「わたくしは４２１位です。Ｂ級異能者ですが、シンクロ値が低いので」

　Ｂ級以上は学内で16％──約百六十人。そこから考えるとかなり下だ。

　だがシンクロ値が低いということは、大いに伸びしろがあるということだ。

（俺は実際にはＳ級、田中さんがＢ級、そして一二三がＡ級で位階10位……これは結構、いけるんじゃないか？）

　よし、と刀夜は両拳こぶしを握った。

（これでチームを組んで、学内予選に出場できる）

　氷ひよう華かを借金から救う希望が、わずかだが芽め生ばえてきたのであった。






†四章　氷と焰ほのおの英雄









「駄目なのです」

　芽生えた希望は、早くも潰ついえた。

　刀夜は羽瑠歩流祇栖、一二三とチームを結成した日の放課後──暗黒狂宴サバト学内予選の参加申請書を作成した。

　チーム名を『リベリオンズ』とし、三人の名前を書き込む。

　そして職員室へ行き、担任の萌もえ先生へ提出すると……にべもなく却下されたのだ。

　呆ぼう然ぜんとする刀夜たちへ、萌先生が常識を諭さとすように、

「いいですか。本校の生徒の本分は『厨ちゆう二に』なのです」

「凄すごい本分ですね……」

「暗黒狂宴は厨二の祭典。田中さんのような素そ行こうに問題がある生徒の参加は認められません」

　羽瑠歩流祇栖が桜色の唇を引き結んだ。

　彼女は医者になりたかったのに、理不尽な法律でここへ入学させられた。そのくせ『素行に問題』などと言われるとは。

「とはいえ、先生も鬼ではないのです……田た中なかさんの炎系シンクロ値を、今の『１』から『30』に引き上げなさい。そうすれば学内予選への参加を認めます」

　萌もえ先生が、机の上の駄菓子に手を伸ばし、

「たとえ一瞬でも構わないです。『30』以上になった時にアプリで観測し、その画像をメールで私に送ること。期限は明日の土曜までなのです」

「明日ですか？」

「暗黒狂宴サバトの予選は来週開始なのです。遅すぎるくらいなのですよ」

　イスを回転させてこちらを向き、親指と人差し指で輪を作る。

「もしくは先生にお金を払えば、便べん宜ぎを図らんこともないのです」

「断ります」

　刀とう夜やは賄わい賂ろ要求を一いつ蹴しゆうした。良心のためではなく、予選に備えて羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスのシンクロ値を上げておきたいからだ。

「先生、何かアドバイスはないですか」

　編入初日、氷ひよう華かが萌先生を『土系の強力な異能者』と評していた。

　人間性はともかく、シンクロ値を上げる参考にはなるだろう。

「……まあ今日限定、特別に無料でアドバイスです。私を計測してみるのです」

　刀夜は萌先生を、腕時計型端末の異能観測アプリで計測した。

　羽瑠歩流祇栖と一ひ二ふ三みが、左右から画面を覗のぞきこんでくる。





　土系　Ａ級異能者

　シンクロ値　１１０






　刀夜は「おぉ」と思わず声をあげた。

（シンクロ値、高たけえ……１００を越えることもあるのか）

「エッヘンなのです。私たち土系異能者は『安定』などと相性がいいのです」

　ピンとこない刀夜に、萌先生が平らな胸を張る。

「私は教師──つまり公務員ですからね。実に安定してるのです」

「そんな理由で、強くなれるんですか!?」

「ええ。そのうえ先生は、世界有数の権力者・三さん千ぜん鴉がらす様の犬です。どんな不正に手を染めようが、あのお方かたの超ちよう権けん力りよくで何とかなるのです。まさに盤ばん石じやくの人生」

　ここまで腐っていると、いっそすがすがしい。

　萌先生が駄菓子を頰ほお張ばりながら、

「田中さんの系統である炎系シンクロ値をあげるには『愛』『照れ』『羞しゆう恥ち』などがいいです。参考にするといいのですよ」

　三人は萌もえ先生に礼を言い、職員室を出た。

　刀とう夜やの隣をしずしずと歩く羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスが、長いまつげを伏せて、

「申し訳ございません。わたくしのシンクロ値が低いせいで」

「まあ、明日までに何とかすりゃいいさ……ところで田た中なかさん、誰か好きな人いないの？」

「な、なぜですか!?」

　異様なほどに反応し、刀夜を見上げてきた。長い黒髪が跳ね、肩口でさらさらと流れる。

「萌先生が、炎系シンクロ値を上げるには『愛』がいいって言ってただろ？　だから好きな人に会えばいいんじゃないかと」

「……あ、あぅ」

　目を激しく泳がせて狼ろう狽ばいする。己おのれの足を踏んで転びかけたので、刀夜はあわてて支えた。

　一ひ二ふ三みが無表情のまま、まっすぐ手を挙げる。

「刀夜、マスターには愛する人がいらっしゃいマス」

「ひ、一二三！」

　羽瑠歩流祇栖が一二三の口を塞ふさぎにいくが、飛び上がってかわされた。

　足裏から火を吹いて、空中でホバリングしながら、

「それはデスね──夢で何度も会う人らしいデス！」

「え、夢!?」

　刀夜は思わず、素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　羽瑠歩流祇栖が人差し指をツンツンあわせ、背中を丸める。

「へ、変ですよね。高校生にもなって」

「……そ、そんな、こと、ないよ……うん……」

「気を遣つかってるのが、丸わかりです!?」

　うなだれる主あるじを見て、一二三が蒸気を噴ふん出しゆつして憤いきどおる。

「刀夜はデリカシーがないデス！　そういう時はドン引きしても『そういうこともあるよね』ってサラッと流すのが男の気き遣づかいというモノ」

「一二三、なにげにあなたが一番ひどいわ」

　羽瑠歩流祇栖がジト目を向けると、一二三は悲しげに窓の外を見た。

「申し訳ありまセン。私はロボットだから……人の心が、わからナイのです……」

（こいつ、ロボットの設定で言い訳してるようにしか見えんな……）

　刀夜はしみじみと思った。

　続いて、腕組みして首をひねる。

「でも、夢じゃどうしようもないなぁ」

『愛』以外で、羽瑠歩流祇栖の炎系シンクロ値を上げる方法を考えねばならない。

（氷ひよう華か姉さんは、氷系シンクロ値を上げるために色々やってる）

　冷れい徹てつな女おんな将しよう軍ぐんのような格好をしたり、冷たい口調で話したり。

　だから羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスも、炎系と相性のいい格好をすればシンクロ値が上がるはずだ。

　端末で軽く調べたところ、赤いドレスなどが有効らしい。

（ついでに、俺の闇系シンクロ値を上げるための服も買っておきたいな……よし）

　刀とう夜やは結論を出し、二人に告げる。

「明日買い物にいかない？　田た中なかさん、それに俺のシンクロ値を上げるための服や小物を買うんだ」

　羽瑠歩流祇栖が少し黙もつ考こうしたあと、緊張気味にうなずいた。

「わ、わかりました。どこへ参りましょう？」

　再び端末で調べると、学園都市中央にあるショッピングモールに、異能者向けの店が沢山あるらしい。

　三人はそこに集合することにした。

　ホバリングしていた一ひ二ふ三みが、羽瑠歩流祇栖の背におぶさる。

「わぁ、マスター。この学園に入ってから、お友達と出かけるなんて初めてデスね」

「ひ、一二三！」

　羞しゆう恥ちに震える黒髪の美少女。その肩に一二三が顎あごを乗せて、

「あと刀夜、マスターを『プル』と呼ぶことを、一二三は提案しマス」

「え、なんでだ？」

「萌もえ先生は炎系シンクロ値をあげるのに『照れ』がいいと仰おつしやってマシタ。マスターは異性から愛称で呼ばれたことがナイ──きっと『照れ』るに違いないのデス」

　確かに一いち理りあるかもしれない。

　刀夜は、羽瑠歩流祇栖に「いいかな」と尋ねた。

　彼女が視線をさまよわせたあと、決意を示すように豊かな胸を張る。

「し、仕方ありませんわね。どうぞ」

　一二三が羽瑠歩流祇栖へスマホを向けた。異能観測アプリを使うのだろう。

「さぁ刀夜、呼んでくだサイ！　今マスターのシンクロ値は『１』デス！」

「よし、呼ぶぞ……プ、プル」

　羽瑠歩流祇栖──プルの頰ほおが薔ば薇ら色いろに染まり、黒ニーソで包んだ脚をもじもじさせた。

　一二三がスマホを確認してから、無表情のままで万歳する。

「やった、シンクロ値が『４』に上がりまシタ」

「もう嫌、こんなルール」

　プルが唇に手の甲を当て、ぎゅっと目を閉じる。

（か、可愛かわいい……）

　なんかフワフワした雰囲気になってきた。

　刀とう夜やは気まずさを誤ご魔ま化かすように、明日のことを打ち合わせする。

　そして二人と電話番号、メールアドレスを交換したあと、帰き路ろについたのだった。




●




　刀夜は通学路を通り、屋敷へ戻る。

　自室で稽けい古こ着ぎに着替え、庭でトレーニングを開始した。

　ストレッチ、筋トレ、ダッシュで体を温める。

　続いて、漣気エーテルで肉体を強化しての素振りだ。

　基礎技の動きを確認しつつ、刀夜はもどかしさに奥歯をかみしめた。

（俺、ずいぶん弱くなっちまったな）

　昏こん睡すい前の方が、遙はるかに身体能力は高かった。

　それだけでなく、当時は莫ばく大だいな漣気を意のままに使うことができたのだ。

　だが『大転成パラダイム・シフト』により異能者のルールは変わり、いくら漣気があってもシンクロ値がなければ無意味。

　いま刀夜の闇系シンクロ値は10しかないため、ほとんど漣気を活用できない。

　灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆうの技は、強力なものになるほど大量の漣気が必要になる。

（これじゃ、絶ぜつ剣けんなんてとても無理……いや、シンクロ値のことは考えても仕方ない。今は体力を取り戻さないと！）

　焦あせりを抑えながら、素振りをこなしていく。

　二千回振ったあたりで、氷ひよう華かが屋敷に戻ってきた。体をいじめぬく刀夜を見て、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

「トー君、あまり無理しないほうが」

「いや、もう少しやる」

「……わかった。私ごはん作るから、三十分くらいしたら家に入ってね」

　うなずく刀夜に、氷華が背中を向け、

「あと、ごはん食べ終えたら、ちょっとお話したいことがあるの」

　学園で始まった、刀夜へのバッシングについてだろう。

　今日、氷華からは何度もＬＡＮＥレーンでメッセージが来ていたが『帰ったら話すよ』と返信していたのだ。

　刀夜はそれから庭で、三十分ほど汗を流した。

　そして家に入り、洗面所で手を洗ってから、茶の間に向かう。

　ちゃぶ台の上には、ふわふわの卵が乗ったオムライスと、コンソメスープ。

　刀夜の大きなオムライスには、ケチャップで『氷華』と無駄すぎる達たつ筆ぴつで書かれている。

　「いただきます」と言ってから、オムライスを口へ運んだ。

「ふわとろで美お味いしいよ」

「あぁぁ……氷ひよう華かのふわふわでとろとろな所、トー君に食べられちゃってるよぉ……」

　顔をふわとろにして興奮する姉。

　いちいち奇行に反応してはきりがない。刀とう夜やはオムライスを食べ進めた。

　そして二人とも完食したあと、刀夜は姿勢を正して、

「ところで姉さん、『話したいことがある』って言ってたけど」

「うん……今け朝さのアレはなんなの？　放送部も新聞部も、トー君を悪者にしようと一大キャンペーンを張ってた。昨日『八ヤ咫タ烏ガラス』で更衣室につっこんだけど、相手の子は許してくれたんでしょ？」

「うん」

「学校新聞みたら、Ｓ級のトー君が『最弱』なんて書かれてるし。データベースを調べたらＦ級異能者になってるし……」

　義ぎ姉しの神秘的な美貌が、憂いに満ちている。

　刀夜は正直に説明した。

　編入初日、学園長に『暗黒狂宴サバトへ参戦したい』と言うと『〝最弱〟のギミックを背負え』と命めいじられたこと。

　更衣室の事件をきっかけに『悪役ヒール』も追加された。

　この二つのギミックを浸透させるため、学園長はアプリやデータの改かい竄ざん、権力を利用した宣伝工作プロパガンダも行っていると。

　説明を聞くにつれ、氷華の表情がどんどん曇っていく。

「そんな！　それじゃ、トー君の学園生活は滅め茶ちや苦く茶ちやじゃない。暗黒狂宴なんて出ることないよ。そしたらそんな役割をする必要はないもの」

　首を振る刀夜を、義姉が懸命に諭さとす。

「学内予選は、そこそこ勝てるかもしれないよ。でも本戦で優勝できるとは思えない！　トー君、昔よりずっと弱くなってるもの！」

　氷華が立ち上がり、ちゃぶ台を回り込んできた。

　刀夜の両肩をつかみ、何度も揺らしてくる。

「暗黒狂宴は本当に危険なのよっ！　お姉ちゃんが優勝して借金を返す。だからトー君は、ゆっくり体を……」

「それじゃ、また姉さんだけが苦労するじゃないか。四年近くも一人で頑張ってきたのに」

　氷華が手を止め、藍玉アクアマリンの瞳を見み開ひらいた。

　刀夜は義姉の両手をつかみ、指を絡めあわせる。

「俺は暗黒狂宴で戦う。姉さんを守りたいから」

「……！」

　氷ひよう華かの頰ほおに朱がさし、感かん極きわまったように唇を引き結ぶ。

　だがすぐに、目をそらして怖い顔を作り、

「トー君、私に逆らうの？　あんなに素直だったのに」

「姉さん……」

「ついこの間まで、お姉ちゃんの言うことは黙って聞いてくれたでしょ？」

「俺、昏こん睡すいしてたからだよ!?」

　まさか昏睡してた時を、素直扱あつかいされるとは思わなかった。

「と、とにかく！　言うこと聞かないトー君なんて、お姉ちゃん嫌い。大っ嫌い！」

　冷たい言葉を浴びせてくる氷華。

　だがそれとは裏腹に、顔はめちゃくちゃ緩ゆるんでいる。

　それどころか、次第に口から本ほん音ねがダダ漏れし始めた。

「えへへ……トー君が私のために……やっぱり昔と同じ、ヒーローなんだ……」

　刀とう夜やが義ぎ姉しをジッと見つめると、慌てて咳せき払ばらいしてごまかす。

「と、とにかく私は反対！　絶対反対だからっ！」

「……うん」

　予想はしていたが、ここまで反対されるとつらい。

　ちょっとだけ落ち込んでいると、氷華が元気づけるように、

「い、一応聞くけど、誰と暗黒狂宴サバトに出るつもりなの？」

「姉さんも昨日会ってるけど──同級生の田た中なか羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスさん、あと山やま中なか一ひ二ふ三みって子」

　刀夜はプルを『四年前の子』と同一人物ではないかと思っていた。

　だがプル本人が否定したし、氷華も心当たりがないという。チームを組んでも、義姉のトラウマを刺激する心配はない。

　それを裏付けるように、氷華が言った。

「そう。一二三ちゃんは位い階かい10位の実力者らしいからね。いい子と組めたんだね……田中さんって子も、すっごく可愛かわいいし」

　頰を膨らませ、ツンと顔を背そむける。

　機嫌を直してもらうべく、刀夜はこう語りかけた。

「ま、まだ課題が多いんだよ。位階１位の姉さんからアドバイスを貰もらえたら、すごく助かるな」

「……も、もう～！　トー君は私がいないとダメだねっ」

　氷華が体を左右に揺らし、にこにこ笑う。

「仕方ないから一つだけ教えてあげる。異能観測アプリについてだけど、戦闘ではいちいち端末を操作してられないよね」

　刀とう夜やは頷うなずいた。敵の実力を知るのは大事だが、隙すきをつかれたらまずい。

「そんな時のために、『行動』をアプリに登録しておけばいいの。たとえば『右目のまばたきを素早く三回』にすると、アプリの情報が頭に流れこんでくるんだよ」

　氷ひよう華かの話によると、まばたきで設定している異能者はかなり多いらしい。

「私が設定してあげる。端末貸して」

　言われた通り、腕時計型端末を外して渡す。

　それを氷華が軽かろやかに操作しながら、

「トー君、アプリ起動のための〝行動〟はどうする？」

「『右目のまばたき三回』でいいよ」

「うん！　……あれ、私としたことが『〝俺は姉さんが大好きだ!!〟と腹の底から叫ぶ』って登録しちゃったよ」

「明らかにわざとだろ……」

　えへへ、と舌を出す氷華。

　刀夜は端末を取り戻そうとしたが、飛びすさって台所へ逃げられる。

「食後のお茶入れるね」

　氷華が鼻歌まじりに、ヤカンを火にかけた。

　刀夜は苦笑しつつ、食器を片づけるために立ち上がった。

（あ、そうだ。明日プルや一ひ二ふ三みと出かけるから、天気予報見ておくか）

　テレビのリモコンを手にとり、電源ボタンを押す。

　すると画面に大手菓子メーカーのロゴが表示され、明るいＣＭソングが流れる。

♪みんなだいすき　大たい正しよう製菓～♪

「え……きゃぁああああああ!?」

　氷華が漣気エーテルで身体能力を高め、台所から神速で戻ってきた。

　そして両手を広げてテレビ画面を隠す。先ほど貸した腕時計型端末が畳に落ちた。

「と、トー君、見ちゃだめっ!!」

　義ぎ姉しは長身だが、テレビはかなりの大画面であるため隠せるものではない。

　刀夜が画面を見ると……

　映ったのは、北極のような純白の世界。

　氷の上に、太った中年男性が四よつん這ばいになっていた。口にボールギャグをくわえ、フゴフゴと呻うめいている。

「な、なんだこれ？　本当にお菓子のＣＭか？」

　刀夜は啞あ然ぜんとしたが、驚くのはこれからだった。

　中年男性の背中に、いきなりヒールブーツが振り降ろされたのだ。

　続いて画面が脚から上に向かっていく。しなやかな肢し体たいを包むスカート、続いて軍ぐん服ぷく……そして、嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる氷ひよう華かが映った。

「姉さん!?　なんでテレビのＣＭ出てんの!?」

　画面内の義ぎ姉しが、容赦なく中年男性を踏みにじる。

『なぁ……貴様ごときの人生では、嚙かめるものはボールギャグと苦にが虫むしくらいだろう？』

　すさまじい罵ば倒とうのあと、胸ポケットからガムの包みを取りだした。

『そんな汚物入れにも等しい口に、刹せつ那なの癒いやしをくれてやる』

　男性にガムを食べさせるのかと思いきや……

　氷華は軍刀サーベルを抜き放ち、地で円を描くように一いつ閃せんし、氷に穴をあけた。

　そして凍いてつくような水中へ、ガムを放り込む。

　中年男性が微み塵じんも迷わず、そこへ飛び込んでいった。

　画面内の氷華が銀髪をかきあげ、カメラへ向けてゾクリとするような流し目を送る。

『貪むさぼれ──『アイスガム』新発売』

（貪れって……）

　おそらく食品のＣＭでは初めてだろう。

（この『アイスガム』が、ウチに段ボールで置いてある理由はこれか）

　ＣＭが終わると、部屋に気まずい沈黙が訪れた。

　氷華は女の子座りになっており、瞳がかすかに潤うるんでいる。

「ね、姉さん、もしかしてウチの生活費って、このＣＭで」

「うん、これ以上借金できないもん……私、去年の暗黒狂宴サバト本戦で一回戦負けしたんだけど、テレビで見てた人からオファーが来たの」

　義姉のスーパーモデル並の容よう貌ぼうなら、無理もないだろう。

「結構このＣＭ好評らしいけど、正直やりたくなかったよ。でも生活のため、やむなく……」

　目を人差し指で拭ぬぐい、不安げに刀とう夜やを見上げてくる。

「トー君……お姉ちゃんのこと、嫌いになった？」

「そ、そんなわけないよ！」

　その言葉で、氷華が一気に笑顔になった。

　続いて彼女は、畳の上の腕時計型端末をチラチラ見る。『さっき登録したこと言って』とあからさまに要求していた。

　刀夜は少しためらったあと、腹の底から叫んだ。

「『俺は姉さんが大好きだ』!!」

　氷華が「ひう！」という声とともに倒れ込む。

　異能観測アプリが起動し、脳内に義姉の情報が流れ込んできた。





　氷系　Ｓ級異能者

　シンクロ値　５






　氷系シンクロ値が、先日計測した時の『75』から、大幅に下がっている。

　顔を蕩とろけさせて気絶しているのだ。この様子では無理もない。

　刀とう夜やは氷ひよう華かの細い肩を揺すった。

「姉さん、姉さん……こりゃしばらく起きないな」

　布団へ寝かせるため、背中と膝ひざ裏うらに手を入れてお姫様だっこする。

　その軽さと、華きや奢しやさに息をのむ。

（こんなに細い体で、姉さんは頑張ってきたんだ）

　煉れん獄ごく学園最強といえども、やはり一人の女の子なのだ。

　それを示すように、先ほど彼女はこう呟つぶやいていた。

『えへへ……トー君が私のために……やっぱり昔と同じ、私のヒーローなんだ……』

　昔、というのは四年前のことだろうか。

　どんなに気き丈じように振る舞っても、義ぎ姉しは心の底で助けを求めている。

「俺、姉さんのために頑張るからね」

　眠り姫のように目を閉じる姉に、刀夜は微笑ほほえみかけた。




　──そして彼は、異能観測アプリの設定を直すのを、完全に忘れていたのだった。
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（……また、あのヒーローが出てくる夢）

　羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギス──プルは三年ほど前から、何度も同じ夢を見ている。

　登場人物は皆、顔に墨を塗られたように真っ黒。

　最初の場面は、木造の建物に十数人の人と一緒にいるところからだ。

　そのほとんどが大人だが、プルの他ほかに一人だけ少女がいた。その子は風呂に入ったばかりなのか、ほかほかと体が上気している。

　続いて……突然引き戸が破壊され、魔人のような威圧感を放つ大男が入ってくる。

　突然の襲撃者に、大人たちは連係して撃退にかかる。

　皆かなりの手て練だれのようだが、全まつたく通用しない。

　大男は恐ろしく強く、残ざん虐ぎやくで……次々と大人たちを殺してしまう。血と臓物と肉にく塊かいが、床を埋め尽くすように散らばる。

　いつしか建物には火がつき、惨劇の模様を赤あか赤あかと照らしていた。

　あまりの恐怖に声も出ないプルを、少女が元気づけるように抱きしめてくれた。

　少女はとても気き丈じようだが……大人たちを率いていた男女二人が殺されたとき、絶望の声をあげる。

「お父さん、お母さん！」

　そして血の匂においを撒まき散らし、大男がプルと少女へ迫ってきた。

　絶望したそのとき……

　壁をぶち破って、ヒーローがやってきた。

　背中から長大な剣を抜いて、プルと少女を守るように立ちはだかる。

　そして。

　大人が束になっても敵かなわなかった襲撃者と、真っ向から戦い始めた。

　人の限界を、遙はるかに超えたような力と剣技。

　斃たおれた人たちを思ってか、とめどない涙が顎あごへ伝っていた。

　何度も襲撃者に打ちのめされ、血みどろになりながらも、剣を杖つえ代わりに立ち上がる。

　そしてプルと少女へ、優しく言ってくれるのだ。

「大丈夫。守ってみせるから……」

　あまりに壮絶な姿に、プルも──隣の少女も、魅み入いられていた。

　そして、ヒーローはついに襲撃者を撃退する。

　だがその代償は大きく……生命を燃やし尽くしたように、力なく仰あお向むけにくずおれた。

　体中が鱠なますのように切り刻まれている。肉を骨ごと抉えぐられた箇所もあった。生きている事さえ不思議な有様だ。

　プルは彼を助けようと、手を伸ばした。

　そしていつもそこで──目が覚める。

「……！」

　眼鏡をしていないため、木の天井がぼやけて見えた。

　築三十年ほどのアパートだ。薄いカーテンから、朝の光が射さし込こんできている。外からは新聞配達らしきバイクの音が聞こえてきた。

　隣の布団では、一ひ二ふ三みがすやすやと寝息をたてている。

「はあ……はぁ……！」

　体が熱くてたまらない。胸の谷間を汗が伝っているのがわかる。

　まぎれもない悪夢なのだが……

　心臓が激しく高鳴っているのは、恐怖のためだけではない。

　両手を天井へ伸ばし、何度目かもわからない問いかけをする。

（貴方あなたはいったい、誰なのですか？）

　夢に現れるヒーロー。

　いつしかプルは彼に、心奪われていた。

　思えば『医者になりたい』という夢も、傷だらけの彼を何度も見たからだろう。

（わたくし自じ身しんの手で治したいと思うなんて……相手は夢の人なのに）

　自分の愚かさに苦笑する。しかも煉れん獄ごく学園を出なければ医者になる事すらできないのだ。

（……現実に目を向けなくては。休みの日だからって、愚ぐ図ず愚ぐ図ずしていられません）

　プルは普段の休日、在ざい宅たくで翻訳のアルバイトや、医者になるための勉強などをしている。

　だが今日は、一ひ二ふ三みや刀とう夜やと買い物へ出かけるのだ。

（灰はい咲ざき君は『あの人』のせいでヒドい目に遭あっています。わたくしがお助けしなければっ）

　使命感とともに両拳こぶしを握り、凜りんと表情を引き締しめる。

「まずは朝食の準備です」

　眼鏡を取るため枕元をさぐるが……手て応ごたえがない。

（ど、どこでしょう？　困りました……）

　あせあせしながら、十分ほど手を動かした後。

　一二三が体を起こし、可愛かわいく「うぅん……」と寝ぼけ声を出しながら、

「マスター、眼鏡なら額にあるのデスよ」

　額に手を当てると、確かにあった。

　そういえば昨夜、本を読んだまま眠ってしまった。寝ている間にズレたのだろう。

　恥ずかしさで頰ほおが火ほ照てっていく……だがプルは豊かな胸を張り、言い放った。

「……こ、これはボケなの！　額にメガネという、一周回って新しいボケなのよ！」

「さ、さすがマスター！　ロボの私には絶対理解できないユーモアという感情……尊敬しマス!!」

　幼女からの純粋な羨せん望ぼうを受け、プルはちょっと泣きたくなった。
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　ここ学園都市──三千世界の中央にある、巨大ショッピングモール。

　刀夜は多くの車が停とまる駐車場を歩きながら、懐かしさに目を細めた。

（小さい頃、氷ひよう華か姉さんとよく来たなあ）

　このショッピングモールへ来れば食品、本、服など大抵のものは揃そろったし、映画館などレジャー施設も充実していた。

　建物自体は、四年前と変わっていない。

　だが外がい壁へきを飾るテナントの看板は、見覚えのないものが多い。このショッピングモールも『大転成パラダイム・シフト』後に変へん貌ぼうしてきたのだろう。沢山いる外国人客は、他校の異能学園の関係者だろうか。

　駐車場の隅には『伝説の木』と呼ばれる神しん木ぼくが見える。『木の下で告白が成じよう就じゆしたカップルは、永遠の愛が約束される』という噂うわさが昔からあるのだ。

　だがそれは今、刀とう夜やには関係のないことだ。今日中にプルのシンクロ値を30以上にしなければならない。

（ついでに、俺の闇系シンクロ値を上げる服とかも買わないと……ん？　なんだあれ）

　店舗入り口近くに、木材や石が積みあがっている。どうやら円形のバリケードのようだ。

　大砲や銃が飛び出しており、実に物々しい。客が遠巻きに視線を送っている。

　気になった刀夜が、バリケードへ近づいていくと……一ひ二ふ三みの無機質な声がした。

「あっ、刀夜、こんにチワ」

　バリケードや武器が一瞬で消えた。

　どうやら一二三が固有異能で具ぐ現げん化かしていたらしい。

　トテトテ歩いてきた自称ロボ幼女は──相変わらずスク水のような服にパワードスーツという、尖とがりまくった格好である。

　どことなく得意げに胸をそらし、

「一二三は円形防御陣地を構築し、マスターをストーカーやナンパからお守りしてまシタ」

　明らかに過剰防衛だ。ナンパどころか一個大隊くらい撃退できそうである。

「今日もストーカーの視線を感じたノデ……一二三が演算したところによるト、実に50パーセントの確率デス」

「五分五分じゃねーか」

　刀夜はそう言いつつ、バリケードがあった場所でしゃがむプルをみた。

　恥ずかしくてたまらないのか、眼鏡の向こうは涙目だ。

「一二三、いくら何でも大げさよ……」

　豊かな胸を包むブラウスに、ジャケットを羽は織おっている。スカートから見える美び脚きやくが眩まぶしい。

「何を仰おつしやっておられマス。マスターは自分の美しさがお分かりになっておられナイ！」

　一二三がプルの前でひざまずき、真剣極きわまりない声で、

「一二三は己おのれの体──そしてマスターの羞しゆう恥ち心しんを犠牲にしても、貴方あなたの身をお守りいたしマス」

「どうせなら、羞恥心も含めて守って欲しいわ!?」

　身さえ守れればいいらしい。

　一二三が立ち上がり、刀夜の手を『早く早く』と促うながすように引っ張ってくる。

「マスターが新しい服を着るの、楽しみデス。実家にいる頃、政せい財ざい界かいのパーティに出れば注目の的でしたカラ──」

「一二三、その話はよしなさい」

　プルの鋭い声に、一ひ二ふ三みがしゅんとした。

「……あっ、ご、ごめんなさい声を荒げてしまって。中に入りましょうね」

　少し気まずい雰囲気になりつつ、三人は建物内に入った。

　刀とう夜やは、プルのほっそりした後ろ姿を見て、

（『実家にいる頃』ってことは、プルは家を出て暮らしてるのか？　それに政せい財ざい界かいのパーティってことは……）

　かなりの良りよう家け──または資産家の出であることを窺うかがわせる。プルの丁寧な言葉遣づかい、滲にじみ出る品位はそのためだろう。

　刀夜の隣を歩く一二三は、うつむいたままだ。

　元気づけるため、軽い調子で語りかける。

「なんだ、プルに怒られて落ち込んでるのか？」

「ノー。私はマスターが軽けい薄はくな輩やからに絡まれないか心配なのデス。例のストーカーもまだ捕まえていませんカラ」

　色々と残念な子だが、プルを想おもう気持ちは凄すごいものがある。

「刀夜、先ほども言いましたケド、変な視線を感じたのは本当なのデス。私の杞き憂ゆうであればいいデスが、マスターを一人にしないようにしまショウ」

「わかった。気をつけよう」

　そう応じつつ、前方にいるプルを見ると──

　彼女の前で、見覚えのない西洋人がひざまずいていた。

「美しいお嬢さん、私とご一緒しませんかな？」

「はええ!!」

　早速絡まれている。

　古代ローマ人のような外衣トーガを着、サンダルを履いた十代後半ほどの男性である。

　美男というわけではないが、自信と精気に満ちあふれた顔立ちだ。

「お嬢さん、私は欧州・ロシアの異能学園──第四帝国学園、ガイウス・ユリウス・カエサルと申す者です」

（カエサル？）

　古代ローマの英雄の名だ。

　戦場に立てば常勝不敗。政治的手腕も大変なもので、危機的状況にあったローマを立て直したという。

　刀夜は、どことなくオロオロしている一二三に尋ねた。

「なぁ、あいつも厨ちゆう二に？　ローマ人のコスプレしてるのかな？」

「い、いえ──あの方かたは本物。ユリウス・カエサルの転生者デス」

「転生者!?」

　一ひ二ふ三みが手て短みじかに説明してくれたところによると……

　四年前の『大転成パラダイム・シフト』以降、異能のルール以外にも世界に変革が起きた。

　竜などの空想上の生物、それに……過去の偉人の転生者が突然現れたのだ。

　彼らは当初、精神病の類たぐいと思われた。

　だが生前の記憶の確かさ──それに彼らの一人一人が強力な異能者だった事もあり、だんだんと信じられるようになったという。

「そうだったのか……でも、このままにはしておけない」

　刀とう夜やは毅き然ぜんとした足取りで、プルとカエサルのもとへ歩いていく。

　そして二人の間に、割って入った。

　表情をこわばらせていたプルが、黒こく曜よう石せきの瞳を輝かせて、

「は、灰はい咲ざき君、助けに……！」

「あのカエサルさん、俺ファンなんです！　サインお願いしていいですか？」

「灰咲君!?」

　プルの悲鳴をよそに、刀夜は熱っぽくカエサルを見つめた。

　歴史上、もっとも偉大な男の一人が目の前にいる……その興奮に身が震える。

「あ、サインするには油ゆ性せいペンがないと……一二三！　後で金返すから、そこの百円ショップで買ってきてくれないか！」

「ははは、大丈夫だ。書くものなら私が持っている」

　カエサルはサイン慣れしているらしい。外衣トーガの中から油性ペンを取り出した。

　刀夜はパーカーを脱いで背中を向ける。白いＴシャツを着てきて良かったと思った。

「『灰咲刀夜くんへ』ってお願いします」

「ハイザキ……？　君はもしや《絶ぜつ対たい零れい姫き》灰咲氷ひよう華か殿の縁えん者じやかね？」

「は、はい。義あ姉ねをご存じなんですか!?」

　大英雄に名を知られているとは、さすが氷華だ。

　無邪気に喜ぶ刀夜。その腕を一二三がくいくい引っぱってくる。

「刀夜、刀夜！　カエサルは去年の暗黒狂宴サバトでベスト４になったチームのメンバーです！」

「な、なんだって……!?」

　背中にサインされつつ、刀夜は戦せん慄りつした。

「しかも《絶対零姫》たちを一回戦で撃破したチームを、準々決勝で一いつ蹴しゆうしたのデス！　暗黒狂宴本戦に出れば、立ちはだがるであろう強敵デス！」

　立ちはだかるであろう強敵が、サインを終えたらしい。

　刀夜が振り返ると、カエサルは油性ペンのキャップを締しめながら、

「では灰咲刀夜君、今年の暗黒狂宴で私が優勝したら……」

　大英雄にふさわしい、傲ごう岸がん不ふ遜そんな顔で言い放つ。

「『なんでも願いを叶かなえる権利』で、君の美しいお姉さんを貰もらおう」

「な!?」

　刀とう夜やはわずかにのけぞった後、カエサルへ指をつきつけた。

「この俺がいる限り──姉さんは絶対に渡しません！」

「いや、私にサインもらったＴシャツ着ながら言われてもな……」

　もっともな意見である。

　カエサルが外衣トーガの裾を翻ひるがえし、去っていく。

「ではまた会おう。願わくば暗黒狂宴サバト本戦でな。くれぐれもそのＴシャツをネットで売り、小銭を稼がぬようにな」

「そ、そんなことする訳がないでしょう！」

　カエサルが高笑いをしつつ、去っていった。

　うつむく刀夜へ、プルが心配そうに寄り添ってくる。

（ますます暗黒狂宴で負けられなくなったぞ……こうしちゃいられない。俺とプルのシンクロ値を上げないとな）

　気合いを入れ直すように、ポケットからメモを取り出す。

　炎系異能について、ネットで調べたものだ。

「ええと、今日の課題『プルのシンクロ値を上げる』方法だけど……炎系異能と相性がいいのは、炎えん髪ぱつらしい」

「炎髪──赤い髪ですよね。わたくし、染めるのはあまり気が進まないのですけれど……」

　プルの髪は黒くろ絹ぎぬのように艶つややかだ。ためらうのも無理はない。

　刀夜は「もしもよかったら」と前置きしてから、

「ヘアカラーワックス、というのを使ってみたらどうかな」

　髪の色を変えられるが、洗えば簡単に戻せるらしい。

「今日の課題とか、暗黒狂宴とか──一時的にシンクロ値を上昇させる為ためにやってみたら？」

「は、はい」

　あまり乗り気ではないようだが、プルが頷うなずく。『卒業するためには仕方ない』と思っているのだろう。

（でもなんで、ここまで俺に協力してくれるんだろ？）

　刀夜の目的は『姉を救う』。

　プルは『煉れん獄ごく学園を卒業する』。

　利害が一致しているとはいえ、知り合ったばかりなのに協力的すぎる気がする。

　何か理由があるのだろうか、と考えていると……

　一ひ二ふ三みがまっすぐ手を挙げた。

「赤い瞳にするためのカラーコンタクト、あと赤い服とかもいいデスね。そして紅あかい口紅。これは炎系異能者の不可欠アイテムなのデス……今までマスターはそういう格好をしなかったカラ、楽しみデス」

　若干興奮気味のようだ。パワードスーツ部分から蒸気を出している。

　刀とう夜やはその様子を微笑ほほえましく見ながら、ふと思った。

（そういえば、氷ひよう華か姉さん以外の女子と買い物するのって初めてだな）

　少しワクワクしつつ、プル、一ひ二ふ三みと手近にあった店に入るのだった。




　しかし。

（なげえ……）

　刀夜は二十分ほどで飽きた。

　プルと一二三は『ああでもないこうでもない』と仲良く買い物を楽しんでいる。まだまだ終わる気配はない。

　女性向けの店なので、刀夜が見るべき商品もない。

（プルのストーカーは気になるが、一二三がいればそれほど危険はないだろう）

　刀夜は、ワンピースを体に当てているプルに声をかけた。

「プル、俺も闇系シンクロ値を上げるための服を買ってくるよ」

「あ、はい。承知いたしました」

　一二三が両手いっぱいに服を抱え、自信ありげに豪ごう語ごする。

「服の見立ては、この一二三にお任せくだされば安心デス」

（スク水みたいな服が普段着の幼女だから、かなり不安だが……）

　刀夜はそう懸念しつつ、二人に手を振って別れた。

　沢山の人が歩く通路へ出る。

　ぶらぶらと店を物ぶつ色しよくしていると、手書きの看板が目にとまった。

『異能ファッションショップＯＢＯＲＯオボロ閉店セール!!　驚異の全品70％オフ!!』

『この機会にシンクロ値を上げて、漣気エーテルいっぱい出しちゃおう!!』

　と書いてある。

　店内を見れば、異能者のあらゆる系統に対応した商品が売られているようだ。

　刀夜が髑どく髏ろのＴシャツを手にとっていると、若い女性店員が話しかけてきた。

「いらっしゃいませー。なにをお探しですか？」

「あ、闇系シンクロ値を上げる服を探してるんですけど」

「闇系ですか！　取り揃そろえてございます！　そうですね……その髑髏のシャツとか、おぞましい形のシルバーアクセサリー、あと漆黒のコートがおすすめですよ」

　確かに漫画などの闇系キャラは、黒っぽい格好をしていることが多い。

「コートには『ダメージジーンズ』ならぬ『ダメージコート』もございます」

　店員が、壁に掛けられた黒いコートを手で示す。

　全体的に色がくすんで、裾はボロボロにほつれていた。

「いかがです、この人工的とは思えないくたびれ具合！　『闇の世界を生き抜いてきた感』をお出しになれます。普通のコートより、闇系シンクロ値が５は高くなりますよ」

「な、なるほど」

　アドバイスを受けつつ、しばらく品物を吟ぎん味みして……

　勧められたダメージコート、逆十字リバースクロスのペンダント（アルミ製）、ブーツとズボンと指無し手袋（いずれも合ごう皮ひ）に目め星ぼしをつけた。

　全すべて試着し、店員のスマホでシンクロ値を計はかってもらう。

　すると『10』から『30』に上昇していた。

　その数値を裏付けるように、体に漣気エーテルが湧いてくるのを感じる。

　しかも全品70％引きだ。優勝賞金五百億のための投資と考えれば、実に安い。

「これ買います。少しでも慣れておきたいので、着ていきますよ」

　店員が深々と頭を下げてきた。

　そして刀とう夜やが着てきた服や靴を、レジで袋詰めしてくれながら、

「サービスに、サングラスをお付けいたしますね」

「え、いいんですか」

「はい、すっごく沢山売れ残ってますので、遠慮せずにどうぞ～」

　切ない事情に絶句していると、店員が虚うつろな笑顔で、

「あと、当店のポイントカードお作りしま～す！　今日閉店するから、明日にはゴミと化しますけど！」

　自じ虐ぎやくネタが重すぎてつらい。

　刀夜は会計をすませ、逃げるようにそそくさと店を出た。

（あの人も大変なんだな。でも暗黒狂宴サバトに向けて、いい買い物ができたぞ）

　そんな満足感を覚えていると……

　突然にお腹なかが痛くなってきた。どうやら、もよおしてきたようだ。

（……あ、やばい。トイレトイレ）

　通路を早足で歩く。

　男子トイレへ入ると個室が二つあり、一つが故障中だった。

　もう片方は使用中らしく、ドアが閉じている。

（早く出てきてくれ）

　必死に念じていると、個室から男の声が聞こえてきた。

　どうやら電話をしているらしい。

「遂ついに見つけたのだ。己おれの悲願、アウローラを……ああ、その心配は無用だ。『黄金の暁會ゴールデンドーン』のボンクラどもには知られていない」

　珍ちん妙みような発言だが、刀とう夜やは何とも思わない。煉れん獄ごく学園にはこんな会話をしてる奴やつが山ほどいるのだ。

（電話だったら外でやってくれ……）

　そんな願いをよそに、中の人物は意味不明の会話を延えん々えんと続ける。

「……そう。アウローラだ。『終わりの向こう』へ己を誘いざなうモノ」

（今すぐ、貴様を終わりの向こうに送ってやろうか）

　思わず、天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリの柄つかに手をかけた時。

「さらばだ。そろそろ出る」

　ジャアー、と水を流す音がした。

（ようやく個室から出てくれるのか）

　ほっと息をついたが……いっこうにドアは開かない。

　しばらくして、ウォシュレットが動く機械音が聞こえてくる。

（もしかして──さっきの水音、音おと姫ひめか!?）

　出る、というのは排はい泄せつ行為の方だったらしい。

（くっ、一いつ旦たんホッとしたから余計につらい……だがもう少し耐えれば出てくるはず）

「すまぬ己だ。さっきは言い忘れたが……」

（電話かけ直しやがった!!）

　刀夜の心に、激しい憎悪が燃え上がる。

　すると全身に漣気エーテルが湧いてきた。憎しみで闇系シンクロ値が上昇しているようだ。

（こ、これは利用できる）

　増幅した漣気を臀でん部ぶに集中し、筋肉を強化した。

　それで何とか漏れないようにして、脂あぶら汗あせをかいて悶もん絶ぜつすること十分……

　ようやく個室から男が出てきた。忍しのび装しよう束ぞくを着て、口くち元もとを布で覆おおっている。

　昏くらい瞳で刀夜を一いち瞥べつし、乱暴に肩をぶつけてきた。

「邪魔だ小僧」

　その衝撃で、危あやうく漏れそうになる。

「お、おのれぇえ……！　畜生……！」

　刀夜は涙ぐみながら、よろよろと便座に座った。

　そしてこれが、後のちに死闘を繰り広げる男との邂かい逅こうになるとは──彼は思ってもいなかった。
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　刀とう夜やは何とか無事に用を足し、男子トイレを出た。

（ふう……プルの買い物も、そろそろ終わったかな？）

　プルたちとのグループＬＡＮＥレーンで質問すると、一ひ二ふ三みから返事がきた。

『先ほど完了しまシタ。一階のエントランスで落ち合いまショウ。刀夜は座って待っていてくだサイ』

　刀夜は『了解』と送り、言われた場所に向かう。

　そこには椅子とテーブルが沢山あり、休憩所のようになっていた。

　刀夜が腰を下ろし、ふうと息をつくと……

　後ろから、プルの澄んだ声がした。

「あの、灰はい咲ざき君ですよね？　随分雰囲気がお変わりになりましたね」

　振り返る──一瞬呼吸が止まった。

　ヘアカラーワックスで、紅ぐ蓮れんに染まった赤い髪。

　赤いドレスはホルターネックというのだろうか。首の後ろでストラップを結ぶ形式のものだ。きれいな鎖骨が見えていて、豊かな胸がさらに強調されている。

「あ、あまり見ないでください……」

　恥ずかしそうに、長手袋ロンググローブで包んだ手で胸元を隠した。

　眼鏡の代わりに赤いカラコンをしたのか、紅あかい瞳が落ち着きなく揺れている。

　普段のプルが白しら百ゆ合りなら、今は大たい輪りんの薔ば薇らだ。すさまじい変へん貌ぼうぶりに、刀夜はあんぐり口をあけた。

　一二三がプルの後ろから顔を出し、鋭く咎とがめてくる。

「刀夜、何をしているのデスか。誉ほめなサイ！　照れさせてシンクロ値を上げるのデス。今は『25』デス。ノルマの『30』まで、もう少し！」

（そういえば昨日職員室に行ったとき、萌もえ先生が言ってたな）

　炎系シンクロ値をあげるには『愛』『照れ』『羞しゆう恥ち』等であると。

（ここはカッコよく誉めて、プルを照れさせよう）

　そう決意した刀夜だが、改めてプルを見ると綺き麗れいすぎて固まってしまう。

　頭をかきながら、途切れ途切れに告げた。

「に、似合って、ます」

「なんだか言わされた感が凄すごいです……」

　拗すねたように頰ほおを膨らませるプル。

　一二三がスマホを見つめ、かすかに眉をひそめる。

「……シンクロ値が逆に下がってしまいまシタ」

「ごめん」

　刀とう夜やは立ち上がって、プルに告げた。

「歩きながら、数値を上げる方法を考えよう。プルの荷物を持つよ」

「あ、ありがとうございます」

　刀夜は両手に紙袋を持ち、二人と歩き始めた。

　すれちがう人々がプルを見て、驚いた顔をしたり立ち止まったりしている。

　この都市では奇抜な格好をしている者は珍しくない。純粋に美しさに見とれているのだろう。

「プル、カラコンだけじゃなく、髪も染めてきたんだね」

「はい。化粧品店の方かたにカラーワックスを塗るのを手伝っていただきました」

　買ってすぐにシンクロ値を上げたい客もいるので、そういうサービスも行われているという。

「課題の提出期限は今日ですから、シンクロ値を底上げしませんと」

「そうか。でもこれ以上は、どうすれば……」

　一ひ二ふ三みが二人の前に回り込み、薄うす水みず色いろの髪を揺らして見上げてきた。

「そうデス！　二人で手を繫つないでくだサイ」

「「え？」」

「マスターは男性に免めん疫えきがナイ。つまりかなり『照れる』はずデス」












　確かに一いち理りあるかもしれない。

　互いに視線をかわしあい、モジモジしたあと……刀とう夜やはプルのほっそりした手を握った。

　プルが頰ほおを染め、気まずげに上を見て、

「じ、実にいい天気ですね」

「そうだね」

　刀夜には『ここは室内だよ』とつっこむ余裕もない。

「程良くあたかたい、あたたた、暖かい日です」

　嚙かみまくるプルに、一ひ二ふ三みがスマホを向ける。

　だがその表情を見れば、まだシンクロ値が『30』に届かないようだ。

　これでもダメか、と刀夜がうつむいた時──一つのひらめきが生まれた。

　一二三を手て招まねきして、ひそひそ耳打ちする。

　自称ロボの幼女はうなずいて、足裏から火を噴射して飛んでいった。

「な、なんですか灰はい咲ざき君。二人だけでずるいです」

「ちょっと待ってて」

　刀夜がプルを手で制し、一分ほど経たつと……

　ピンポンパンポン、という電子音が店内に響いた。

　続いて、スピーカーから女性の声が流れてくる。

『ご来場のお客様に、迷子のお知らせを致します。年齢は、十歳くらいの女の子』

（きた）

　刀夜は一二三にお願いして、迷子になったフリをしてもらったのだ。

　そして、プルを迷子センターに引き取りに行かせる。

　これはかなり『羞しゆう恥ち』を伴ともなうはずだ。

『特徴は、肩口で切りそろえた髪に、二つの髪飾り……』

（うんうん）

『スクール水着のみを、お召しになって、おられます』

（なんで、パワードスーツ部分を消してるんだよ!?）

　どうやら一二三は、刀夜が指示した以外の行動をしているようだ。

　放送を聞いた周りの客が、苦笑している。

「どういう家庭？」「いくらこの都市でもねぇ」

　そして、スピーカーから女性が慌てる声が聞こえてきた。

『あ、ちょっとお嬢ちゃん、マイク摑つかんじゃ駄目！』

『パパー、ママー、寂しいデス。ちなみにパパとママは見た目がすごく若く、高校生くらいに見えマス。着ている服は……』

　一二三が刀夜とプルの特徴を列れつ挙きよしていく。

　すると周りの客たちが──手を繫つなぐ二人をみてきた。

『パパとママは所ところ構かまわずイチャイチャしていマス。私の教育上悪いノデ、勘弁して欲しいのデス』

「ひ、一ひ二ふ三み、何を言っているの……！」

　プルが桜色の唇をふるわせ、しゃがみこんだ。

　間違いなく『羞しゆう恥ち』で炎系シンクロ値が上がっている。

（今だ！　今測定すれば『30』を超えられる！）

　刀とう夜やは異能観測アプリを使おうとしたが……。

　腕時計型端末をつけた左手は、プルと繫いでいる。

　右手には刀夜とプルの荷物。女子の荷物を地面に置く事には、ためらいがある。

　手で操作ができないため、『登録している行動』をしてアプリを起動させるしかない。

（よし、右目のまばたきを三回！）

　だがそれを実行しても、端末は反応しなかった。

（あ……そうだ！　姉さんが設定をイタズラしてから、変えてない！）

　どんな羞恥プレイだと思いつつも、イタズラ通りの行動をするしかない。

　それは、腹の底からこう叫ぶことだ。

「『俺は姉さんが大好きだ!!』」

「灰はい咲ざき君、なんですか突然!?」

　腕時計端末の異能観測アプリが起動し──プルを測定した。
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　プルがその表示を見て、ハッと我われに返った。

　刀夜の手がふさがっているのを見て、代わりに腕時計型端末を操作し、画面を保存してくれる。

　刀夜は破は顔がんした。

「プル、やった！　合格だ！　これで暗黒狂宴サバトに出れる！」

「やりましたわ！」

　二人で思わず抱き合った。

　その姿を、周りの客がいぶかしげに見つめてくる。

「確かにあの二人、所構わずイチャイチャしてるが……」

「でも『俺は姉さんが大好きだ!!』ってなんだ？　どれだけ爛ただれた男だ？」

　二人は息がかかるほどの距離で、真っ赤な顔を見合わせ……再び手を繫いで駆けだした。
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　その後二人は迷子センターに行き、一ひ二ふ三みを引き取った。

　プルは一二三を叱しかりはしたが、彼女の功績は大きいのでその舌ぜつ鋒ぽうも鈍にぶり気味だ。

　そのあと、異能観測アプリの画面を保存したものを、萌もえ先生にメールで送信する。

　先生からは『合格なのです。がんばりましたね』と返信がきた。

『プルのシンクロ値を上げる』という目的は達した。これで暗黒狂宴サバト学内予選に出られる。

　三人でショッピングモールを出たとき、一二三がハタと立ち止まった。

「あ、帰る前に、使用済み燃料を廃棄してきマス」

「え？」

「人間風にいうナラバ、トイレです」

　そう言って、再び建物内に入っていく。

　刀とう夜やとプルは並んで壁に背をあずけ、一二三を待った。

　近くには、伝説の木と呼ばれる神しん木ぼくがある。『木の下で告白が成じよう就じゆしたカップルは、永遠の愛が約束される』というものだ。

　沈黙を埋めるように、プルが尋ねてくる。

「灰はい咲ざきくん、先ほどの『俺は姉さんが大好きだ!!』とは一体……どうやら、異能観測アプリを起動させるための行動のようですけれど」

「まあ、手違いで」

「どんな手違いですか!?」

　ざっくりすぎる言い訳にプルが驚いた後、足下に視線を落とした。

「お姉さんが──生徒会長のことが、好きなのですか？」

「うん」

　刀夜は空を見上げ、冷たい美貌の義ぎ姉しを思い浮かべた。

「世界で一番大切な人なんだ。借金のカタにとられるなんて耐えられない。暗黒狂宴学内予選を勝ち抜いて、本戦で優勝して……その賞金で、借金を返すんだ」

「優勝する自信があるのですか？」

　刀夜は、腰の天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを軽くたたく。

「これは灰咲家の遠い先祖が、神より与えられた伝説の剣なんだ。その継承者として選ばれた俺なら──困難だろうけど、きっとできる」

　プルが首をかしげると、紅ぐ蓮れんの髪が肩口を流れた。

「プル、『古事記』は読んだことある？」

「ええ。たしなみ程度ですが」

「じゃあ『神産みの儀ぎ』も知ってるね」

　日本の国土を作ったといわれる、イザナギとイザナミの夫婦。

　ある時、イザナミが火神カグツチを産んだために大おお火傷やけどを負い、亡くなった。

　怒いかり狂ったイザナギは、カグツチを斬きり殺し──その死体から、雷神タケミカヅチなどの神が生まれた。

　これを『神産みの儀』という。

「この剣は、その時使われたやつなんだ」

「はい？」

　刀とう夜やは剣を抜き放ち、刀身の真ん中あたりを指さした。

　少しだけ刃こぼれしている。

「ほらここ。火神カグツチを斬った時に欠けたらしい」

「……申し訳ありませんけれど、物もの凄すごくうさんくさいです」

　まあね、と刀夜は苦笑した。

「でも間違いなく本物さ。その何よりの証拠が、この剣の特殊能力で──『神が宿っているもの』を斬ると、神を産み出せるんだ」

「『神が宿っているもの』？」

「沢山の人の願いや、強い想おもいが込められたものだよ……まあ、論より証拠だ。ちょっと神を産んでみよう」

　刀夜は軽い調子で言い、そばに立つ木に歩あゆみ寄った。

『木の下で告白が成じよう就じゆしたカップルは、永遠の愛が約束される』という神しん木ぼくだ。

「我が愛剣にして天てん剣けん、十じゆつ拳けん剣けん、天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリよ」

　左手で複雑な印いんを組み、祝詞のりとを口ずさむ。

「天あめの八や重え雲くもを厳いづの道ち分わきに道分きて、聞こし召さん…………っ!?」

　刀夜は動揺した。体から急激に漣気エーテルが抜けていく。

（昏こん睡すい前には一度もこんなことはなかったぞ。なんだ？）

　どうやら、闇系シンクロ値が急落しているらしい。

（そうか、祝詞を口ずさむのは聖なる行為。『闇系っぽくない』からなんだ）

　これでは大きな隙すきができてしまう。『大転成パラダイム・シフト』のために実戦では使いづらい能力になってしまった。

　刀夜は何とか集中し直して、剣の柄つかを握りしめる。

「今こそ神産みの儀、願い祓はらい奉たてまつる！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに抜剣し、伝説の木から落ちてきた葉を切った。

　すると地に落ちた葉が変化し……

　緑色の埴はに輪わのような姿になり、歩き始める。

「ほら、神が生まれた。これが天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリの能力なんだ」

「す、凄すごいです。それにとっても可愛かわいい」

　プルが感嘆の声をあげ、口くち元もとをほころばせた。

　二人を木の神が見上げてきて、厳おごそかに口を開ひらく。

『人間たちよ　我が言葉ことのはに　耳を傾けよ』

　何か大切なことを伝えようとしているようだ。

　思わず背筋を伸ばす刀とう夜やとプルに、神はこう告げた。

『貴様ら人間　許すまじ　何なに故ゆえわざわざ我われのそばで　告白する　雷いかづちよ　神しん木ぼくに落ちよ　恋人どもを焼き殺し　道連れにしたし』

「ひでぇ神だな」

　むしろ悪霊に近い。

『何なに故ゆえ　我ら樹木　花粉を飛ばすのみ　我は　人間の如ごとく　交尾やりたし　只ひた管すら　それを　希こいねがう』

　プルが神を見る目が、不審者へ向けるものに変わった。

『人間たちよ　自然と　共に生きよ　皆　この宇宙船地球号の　乗組員』

　とってつけたようにイイ事を言って、神は消えた。

　プルが嫋たおやかに嘆たん息そくし、

「はぁ。わたくしもいつか、好きな人にここで告白しようと思っていたのですが」

「ははは、プルもそういうとこあるんだな」

「か、からかわないでください」

　プルが薔ば薇ら色いろに染まった頰ほおに、両手を当てて恥じらう。

　刀夜は微笑したあと、愛剣に目を落とした。

（本当は、天之尾羽張にはまだ能力があるが……）

　四年前ですら全まつたく使いこなせなかったのだ。その時より弱い今では、絶対に無理だろう。

　己おのれの未熟さに歯は嚙がみしていると、トイレに行っていた一ひ二ふ三みが戻ってきた。

　ストーカーのこともあるので、家までプルを送っていくことにする。

「お気き遣づかいありがとうございます。わたくし共のアパートはこちらです」

　案内を始めたプルを、一二三がなぜか不安げに見上げている。

　そして、あっという間に道に迷った。

　スマホのナビを見てオロオロするプルに代わり、一二三が先頭になった。

「マスター。ロボの私にナビはお任せくだサイ」

「ごめんなさい一二三。うぅ、わたくしとしたことが」

「恥じることはないデスよ──もしも私がロボでなく只ただの幼女なら、とっても恥ずかしいデスけども」

「はうっ!?」

　十一歳の幼女の言葉が、プルの心をえぐったようだ。

　穴があったら入りたい、という様子でトボトボと歩いている。

（プルを元気づけなきゃ）

　刀とう夜やは必死に頭を回転させた。

　彼女の得意分野について聞けばいいと思い、話を振る。

「プル、俺は四年間休学してたから、英語や数学とかが苦手なんだ。いい勉強法を教えてくれない？」

「は、はい！　語学のオススメの勉強法は、自分の声をスマホのアプリで録音して聞くことです。この利点は──」

　プルが得意げに、指で眼鏡を押し上げるような仕草をしたが……スカッと空振りした。

　どうやらコンタクトであることを忘れていたようだ。

　プルは慌てて顔をそらしたものの、肩のあたりが真っ赤に染まっている。

　類たぐい稀まれなる美貌と全国一位の頭脳を持つ少女だが、弱点も多いようだ。

（今日は、いろんな一面を見れたなぁ）

　収穫は大きい。プルや一ひ二ふ三みと仲良くなれたし、シンクロ値も上げられた。

（これから更にリベリオンズの力を高めるには、どうすればいいだろう）

　刀夜が考えているうちに、マンションやアパートが多い地区にたどり着いた。

　プルが両手を前で組み、ふかぶかと頭を下げてくる。

「一二三もいますし、ここまでで大丈夫です。今日はありがとうございました」

「俺もシンクロ値を上げられてよかったよ。あと、提案があるんだけど」

　プルが首をかしげると、きれいな鎖骨を紅ぐ蓮れんの髪が撫なでた。

「姉さんに、リベリオンズの稽古をつけてもらわないか？　俺、頼んでみるからさ」

　プルが顎あごに人差し指を当て、思案する。

　そして一二三と顔を見合わせ、うなずきあう。

「わかりました。ではお姉さまに承諾をいただいたら、ご連絡ください」

　プルが長い髪をひるがえし、半はん身みになって刀夜を見てきて、

「ではご機嫌よう灰はい咲ざきくん。今日は楽しかったですわ」

　可か憐れんな唇が、花が咲くようにほころぶ。

　刀夜はその美しさに、思わずぞくりとした。




　二人と別れ、漆黒のダメージコートをなびかせつつ自宅屋敷に戻る。

（姉さん、俺の格好を見てどんな反応するかな）

　期待と不安……そして、ちょっとしたイタズラ心がわいてきた。

（少しビックリさせてみよう）

　庭を歩いて玄関の近くまでくると、買い物袋からサングラスを出して装着した。服屋からサービスで貰もらったものだ。

　一度深呼吸し、乱暴な音を立てて玄関の引き戸をあけた。

　廊下の奥から、氷ひよう華かがフリフリのエプロンを揺らして駆けてくる。

「おかえり～トー君ってうぉおおおぁぉおあああああ、トー君が不良に!?」

　双そう眸ぼうから涙の粒をまき散らし、すぐそこの仏間に飛び込んでいった。

　仏壇の鈴りんを連打しながら、

「お父ざんお母ざんごめんなざい！　きっと私の介護の仕方が悪がっだの!!」

　あまりの悲しみっぷりに、刀とう夜やは慌ててサングラスを外した。

「違う違う！　この服を買ったのは、闇系シンクロ値をあげるためだよ！」

　氷華の体から力が抜け、仏壇の前でへたりこんだ。

「姉さん、驚かせてごめんね」

「いいんだよ。確かにちょっとビックリしたけど……あっ、そうだトー君！」

　がばっと顔を上げ、胸の前で両手を組む。

「闇系シンクロ値を、さらに上げる特訓してみない？」

「それはありがたいな。お願いするよ」

「よーし、この《絶ぜつ対たい零れい姫き》がビシバシ鍛えるよ。覚悟してね」

　煉れん獄ごく学園の位い階かい１位による特訓だ。どんなに厳しいものだろうと、学内予選に備えて頑張らねばならない。

　気を引き締しめる刀夜に、義ぎ姉しがこの上ない真顔で告げてくる。

「私に、壁ドンして」

「は??」

「ヤンキーっぽく壁ドンで迫るのっ。そうすれば、闇系シンクロ値が一時的に上がると言われているんだよ」

「つくづく、イカれた世界になったもんだぜ」

　しみじみと思う刀夜。

　氷華が立ち上がり、ジリジリ後ずさっていく。

　そして壁を背にして、藍玉アクアマリンの瞳を期待に輝かせ、

「さぁトー君、きて！」

「わ、わかった」

　刀夜は荒々しい足取りで近づき、両手で──ドン！　と義姉を挟み込んだ。

　白い頰ほおに口くち元もとを寄せ、低い声で囁ささやく。

「な、なんていい女だ。よだれが出るぜ」

　ほんのり上気した氷ひよう華かが、スマホを向けてきた。

「はぅう、トー君いいよー、闇系シンクロ値あがってる。きっと実戦でも役立つよっ！」

（実戦でどう使えばいいんだ？）

「今度は床ドンして！　もちろんヤンキーっぽく！」

　氷華が畳へ横たわった。エプロンごしの胸が、荒い息とともに上下している。

　刀とう夜やは義ぎ姉しの腹をまたいで座り、顔を挟むように──ドン！　と両手をついた。

「……てめーは俺のモノだ。逃げられると思うな」

「は、はぅう」

　氷華が表情を蕩とろけさせた。

　刀夜は間ま近ぢかで見る美貌と、魅惑的な香りにクラクラしながら、

「ね、姉さん。次はどうヤンキーっぽくすればいいの？」

「私との婚姻届けに判はん子こドンして、生まれた息子にＤＱＮドキユンネームをつけて、その襟えり足あしを伸ばすんだよっ」

「急にスパンが長い!!」

　学内予選には到底間に合わないだろう。

　それはともかく、これ以上くっついてると刀夜の理性が崩壊しかねない。

　歯を食いしばって何とか離れ、高鳴る胸を押さえながら、

「ね、姉さん。話は変わるんだけど」

「ほふぅ……なにかな？」

　頰ほおに両手を当てる義姉に、買い物帰りに思いついたことを言う。

「今度俺たちのチーム──リベリオンズに、稽古をつけてくれないかな？」

　蕩けていた氷華の瞳が、一瞬で厳しくなる。

　刀夜にとって、駄目もとの頼みだった。

　義姉は心しん中ちゆうはどうあれ、刀夜が暗黒狂宴サバトに出場することに反対している。

「トー君、どうしてかな？」

「姉さんと稽古すれば、大事なものを摑つかめるんじゃないかと思ってさ」

　なるほど……と氷華が頷うなずいて、

「け、稽古の際ラッキースケベで、私のおっぱいを摑むとか？」

「摑みたいのは、チームとしての大事なものだよ!?」

　ラッキースケベでプルの胸を摑んでいるため、強く反論できないが。

「そ、そうだよね」

　氷華はコホンと咳せき払ばらいしたあと、鋭い目で見つめてきた。

「いいよ。稽古で私とのレベル差を見せつけて、暗黒狂宴に参加する意志をへし折ってあげるから」

「姉さん……」

「それに私……いや、なんでもない。ちょっとコロシアムの利用状況を調べてみるね」

　氷ひよう華かが何か言いかけてから、スマホを操作しはじめた。

「明後日あさつての月曜、放課後に空きがあるね。予約してたチームがキャンセルしたみたい。その日でいいかな？」

「うん。ありがとう」

　刀とう夜やは氷華に頭を下げる。

　義ぎ姉しの思おも惑わくはともかくとして、有意義な稽古ができれば儲もうけものだ。

　それから二人でハンバーグを作り、夕食をとった。

　皿を洗ったあと、刀夜は庭に出て訓練をする。

　今日買った服でシンクロ値が上昇し、使える漣気エーテルが増えた。そのため、制服や稽けい古こ着ぎの時よりかなり肉体を強化できる。

　刀夜は手て応ごたえを感じつつ、ふと思った。

（そうだ、プルと一ひ二ふ三みに特訓について教えよう）

　腕時計型端末で、グループＬＡＮＥレーンに書き込みをする。

　すぐに『既読』になってプルの返事が返ってきた。そういえば、彼女からのメッセージは初めてだ。

『拝啓　灰はい咲ざき様

　お姉様にお取り計はからいいただき、誠に有り難うございます。

　糧かてに出来るよう精進いたします』

「ＬＡＮＥとは思えない文だな」

　丁重な手紙のようだ。刀夜は啞あ然ぜんとしつつ、返信した。

『どういたしまして。ところでプルのメッセージ、ちょっと変わってるね』

　すぐにプルから、返事がくる。

『私としたことが失礼を。

　文末に〝かしこ〟をつけるのを忘れておりました』

「そこじゃない」

　今日は本当に、プルの色々な一面を知ることができた一日となったのだった。






†五章　懼おそれ









　姉弟きようだいで壁ドンによる特訓をした、翌々日の早朝。

　灰はい咲ざき氷ひよう華かは自室で目をさましたあと、布団をきっちりと畳んだ。

　パジャマからメイド服に着替える。外では軍ぐん服ぷくだが、本来彼女は可愛かわいい服の方が好きなのだ。

　部屋から出て、廊下を歩き……刀とう夜やの部屋の襖ふすまをそっと開ける。

　窓際のベッドに近づき、刀夜の寝ね姿すがたをのぞきこむ。

　彼は安置された死人のように微み塵じんも動かず、仰あお向むけで目を閉じていた。

「トー君っ……!?」

『また昏こん睡すい状態に陥ったのでは』という恐怖が、氷華を襲う。

　手を伸ばし、髪を少し強めに撫なでる。

　すると刀夜が気持ちよさげに体をよじった。

「あ、あぁ。良かったよ……」

　安あん堵どのあまり、大きく大きく息を吐いた。

　刀夜の額に軽く口づけたあと、部屋を出る。

　台所へ入って手を洗い、包丁をとる。

　そして朝食と弁当の支度をしながら、刀夜が長い眠りについた日のことを思い出す。




　四年前──少女を護衛する任務で、父母や門下生が皆殺しにされた時。

　氷華は悲しみと恐怖のあまり、護衛対象の少女を抱きしめる事しかできなかった。

　そんな二人のもとへ、襲撃者が迫ってくる。

『もうダメ』と絶望した時──刀夜が飛び込んできた。

　まだ十二歳の小さな体で、圧倒的な暴力へ立ち向かう。

　氷華はそれまで刀夜を『可愛い義ぎ弟てい』としか思っていなかったが……その勇ゆう姿しに、どうしようもないほど心を鷲わし摑づかみにされた。

　刀夜は襲撃者を撃退したものの、昏睡状態に陥る。

　それから氷華はこの屋敷で一人、彼の介護をしてきた。

　体をケアしながら、学校での出来事、日々の変化……他た愛あいのないことを話しかけた。

　だが全まつたく反応はなく──むなしさに襲われるたび、こう詫わびた。

『ごめんね……ダメなお姉ちゃんで。私がトー君を守らなきゃいけなかったのに」

　襲撃事件のとき何も出来なかった後悔で、何度も心が壊れそうになった。

　そして一年、二年が過ぎ……四年近い時を越えて遂ついに、刀夜は目覚めてくれた。

　あの事件以来ずっと白黒だった世界が、一気に色づいたようだった。




「ふたり～ぶん　ごはん作るの　たのしいな～♪」

　氷ひよう華かは鼻歌まじりに朝食を作る。味み噌そ汁しるの具の大根を切る手も軽かろやかだ。

　だが、弾んだ気持ちになったのも束つかの間ま。

　湧きあがる恐怖に、体がこわばってしまう。

（きっと、この生活は長く続かない）

　借金をしている『ダークネス金融』は今のところ何も言ってこない。だが返済期日になれば容赦なく氷華をカタにとるだろう。

　あの金融会社は──Ｓ級異能者の氷華でさえ抗あらがえない、恐ろしい組織なのだ。

（カタにとられないため、暗黒狂宴サバトで優勝しなきゃいけないけど……）

　学内予選はまだしも本戦は化け物ぞろいだ。転生した歴史上の豪ごう傑けつすら出場してくる。しかも彼らは転生の際に異能者となっており、その多くが生前より遙はるかに強い。

　むろん氷華は、チームメイトとともに全力で戦う。だが優勝の公算はかなり低いだろう。

　昏こん睡すい前より弱い刀とう夜やなら、なおさらだ。

　だが彼なら……四年前のように、命を燃やし尽くすほど戦うはず。大いに傷つくのは目に見えている。ましてや『最弱』、『悪役ヒール』の役割で苦しませたくない。




『俺は暗黒狂宴で戦う。姉さんを守りたいから』




　刀夜がこう言ってくれた時は、涙が出るほど嬉うれしかったが……

（甘えちゃダメ）

　氷華は、今日リベリオンズと特訓の約束をしている。そこで力の差を見せつけ、出場を辞退させるつもりだった。

（暗黒狂宴に出るのは、私だけで充分……でも）

　最近現れた少女──羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスが、氷華をさらに不安にさせるのだ。

　髪は長くなり、妖よう艶えんな体つきになっているが、顔はあまりによく似ている。




　四年前……灰はい咲ざき家がこの屋敷で護衛し、瀕ひん死しの刀夜を治療してくれた少女に。




　襲撃事件後、少女は氷華が礼を言う間もなく姿を消してしまった。

　名前はわからない。灰咲家への依頼者には素す性じようを隠したがる者もいたため、名を伏せられるケースもあったのだ。

　当時灰咲家の当主はすでに刀夜だったが、依頼を受けるのは父母の役割だった。

　氷ひよう華かは少女の行方を探すべく、父母が残した記録を調べた。

　しかし仕事を受けた経緯や、少女を預けた依頼者は不明。

　足取りは全まつたく摑つかめなかった。

　だからこの前──羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスが刀とう夜やと一緒にいるのを見た時は、心臓が止まるような思いだった。煉れん獄ごく学園の生徒は千人以上いるので、生徒会長の氷華でも全員の顔を知っているわけではなかったのだ。

　刀夜から、彼女について聞かれた時は思わず『知らない』と噓うそをついた。

　もう、あの事件は思い出したくなかったし……

　何より同一人物だったならば、羽瑠歩流祇栖は刀夜の命を救った人ということになる。

（トー君がそれを恩に感じて、あの子を好きになったらどうしよう……とんでもない美人になってるし……）

　しかも刀夜は羽瑠歩流祇栖たちとチームを組み、暗黒狂宴サバトに出るという。

　二人の距離は更に縮まるだろう。

（トー君を取られたら、私……）

　想像するだけで、目眩めまいさえ覚える。

　だが妙なのは──羽瑠歩流祇栖が、姉弟きようだいとは最近出会ったように振る舞っていることだ。

　四年前の子とは、別人なのだろうか。

（同一人物なのか確かめなきゃ。何か手がかりはないかな）

　氷華は四年前の記憶をさぐる。

　この屋敷で刀夜と父母、少女、門下生と一緒に過ごした。

　少女はひどく無口だったが、時折見せる笑顔が素敵だった。

　そして、彼女と一緒に風呂に入ったことを思いだし……ハッとする。

　背中を流してあげた時、やけに記憶に残ったものがあるのだ。

（そうだ。首の後ろに、三日月みたいな形の痣あざがあった！）

　羽瑠歩流祇栖の首の後ろは、長い黒髪で隠れている。簡単に確認はできないだろう。

（でも、何とかしてあの子の首の後ろを見よう）

　そう決めた時──

　突然、刀夜が慌てる声が聞こえた。

「ね、姉さん姉さん！　何してるの!?」

　氷華は我われに返り、手元を見た。

　ぼうっとしたまま包丁を動かしていたため、大根ごと、まな板まで切ってしまっている。

「あっ、このまな板もう使えないね。勿もつ体たいないことしちゃった」

　うつむく氷華に、刀夜が優しく笑いかけてくる。

「姉さんにしては珍しいミスだ。弘こう法ぼうも筆の誤りだね」

『弘こう法ぼうのような書しよの名人でも、書き損じをする事がある』という意味だ。

「そんな、弘法だなんて……ほめ過ぎだよトー君」

　氷ひよう華かは照れ笑いしつつ、まな板の代わりになる物を探した。

　戸棚にチラシがあった。それを調理台に敷き、皮をむいたネギをのせる。

　端からリズムよく包丁を入れていく。

　ネギは綺き麗れいなみじん切りになっていくが、チラシには傷一つつかない。

　それを見た刀とう夜やが、感嘆のため息を漏らし、

「さすが姉さん。まな板を使わずとも、こんな見事なみじん切りを……」

「うん、弘法筆を選ばずだからね」

「やっぱり、弘法だね!?」

　氷華は微笑して、刀夜に肩をすりよせた。

　彼とこうして過ごすことができる……なにより幸福なことだ。

　それは、四年前に治療してくれた子のおかげ。

（ちゃんと、お礼を言わなきゃ）

　彼女を護衛するため家族や門下生は死んだが、職務上仕方ないと氷華は思っている。

（羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスさんと同一人物か、はっきりさせようっ）

　氷華はそう誓ったのだった。




●




　灰はい咲ざき刀夜は、義ぎ姉しと向かい合って朝食の席についた。

　テレビをつけて天気予報を見ると、今日は長袖では暑いくらいらしい。

　茶ちや碗わんと箸を持ったとき、氷華がおずおずと言った。

「あのね。私が今日の放課後、トー君たちに稽古をつける件だけど……」

「うん？」

「圧倒的な力の差を見せつけて、トー君に暗黒狂宴サバト出場を諦あきらめさせたいの。だから氷系シンクロ値を上げるために、学校ではいつにも増して冷たく当たるから」

　氷華が、気合いを入れるように両こぶしを握って、

「トー君だけでなく、Ａ級異能者の一ひ二ふ三みちゃんも警戒しなきゃいけないしねっ」

　現代の異能者の戦いにおける、大ざっぱな目安として……一段階ランクが下の者と戦うには、相手の半分ほどのシンクロ値が必要らしい。

　Ｓ級50≒Ａ級１００

　といった具合だ。

　Ｓ級である氷華の学校でのシンクロ値は75。Ａ級の一二三は１００。

　あくまで目安の上でだが、氷ひよう華かのシンクロ値が25下がれば互角の勝負になってしまう。

　氷華が、叱しかられた子供のような上目遣づかいで、

「だから私、学校でヒドいことを言うかもしれないけど、嫌わないでほしいな……」

「俺が姉さんを嫌うなんて、絶対ありえないよ」

「はぅう!?　だから氷系シンクロ値が下がっちゃうよぉ!!」

　氷華が胸を押さえて、あおむけに倒れ込んだ。

　なんとか彼女を落ち着かせたあと、朝食を食べ終え、二人で後かたづけをする。

　そのあと氷華が包みを差し出してきて、

「はいお弁当。おかずのハンバーグは『氷結地獄コキユートス』で凍らせてあるからね。今日の気温なら、丁度お昼頃に解凍されているはずだよっ」

「強力な固有異能なのに、相変わらず家庭的に活用してるな……」

　刀とう夜やはありがたく受け取り、自室に戻った。

　今日着るのは制服ではない。合ごう皮ひのズボンに漆黒のダメージコート。逆十字リバースクロスのペンダントをかけて、ポケットにはサングラスを入れておく。

　学内予選に備え、この格好で動くこと──それに、シンクロ値が上がった状態に慣れておく必要があった。

　玄関へ行ってブーツを履きながら、ため息をつく。

「うぅ、今日はコートだと暑いなぁ。闇系の衣装にも、クールビズってないのかな」

「闇の者は、地球温暖化は気にしないと思うよ～」

　義ぎ姉しがもっともなことを言いながら、両手を振って見送ってくれた。

　門を出て、通学路を歩く。

　刀夜の前方に、煉れん獄ごく学園の女生徒が一人で歩いていた。彼女はふと振り返ると、みるみる顔面が蒼そう白はくになって、

「は、灰はい咲ざき刀夜……全裸で更衣室に突入した《淫獣ポルノビースト》!!　たすけてぇええええ!!」

　脱だつ兎とのごとく逃げていった。

（お、俺は姉さんを救えればいいんだ。でも、悲しすぎる二つ名をつけられたなぁ……）

　刀夜はサングラスをかけて涙目を隠しつつ、煉獄学園へ到着した。

　校舎の四階まで上がり、まだ人がまばらな教室へ入る。

　文庫本を読んでいたプルが目を丸くして、

「灰咲くん、昨日の格好をしてきたのですか？」

「うん。プルはあのドレス姿じゃないんだね」

「さすがにあれを普段着にするのは、恥ずかしいです……でも、今日の特訓のために持ってきましたわ」

　ちょっと得意そうに、指で眼鏡を押し上げる。

　その仕草を見て、刀とう夜やは少し意地悪げに微笑ほほえんだ。

「今日は眼鏡押し上げるの空振りしなかったね。プルは意外とドジっ子なんだよな」

「わ、わたくしドジっ子なんかじゃありません！　しっかりっ子です！」

「……ところでね、しっかりっ子。ちなみにここ、俺たちの隣のクラスだよ」

　プルが目を見み開ひらいて、黒髪を振って周りを見回した。

　そしてうつむき、真っ赤になった顔を文庫本で隠す。

　まだそれほど生徒は来ていないとはいえ、自分のクラスを間違えるとは相当なものだ。

「ま、まだ今月は二回目ですっ！」

「前も間違えたのか……」

　珍ちん妙みような強がり方をするプルを連れ、自分たちの教室へ向かった。

　暗黒狂宴サバトの参考にする為ためしっかり授業を受け、休み時間は空き教室で剣の素振りをした。

　そして放課後……。

　刀夜はプルと教室を出て、別クラスの一ひ二ふ三みと合流した。

　昇降口まで行き、上靴からブーツに履き変えつつ、

「さて、姉さんと戦う前に準備をしないと」

「ストレッチなどでしょうか？」

「それもあるけど」

　刀夜は、学園の敷地を囲むブロック塀のそばへ二人を連れていく。

　塀の上部分をつかみ、懸けん垂すいの要領で向こう側を見る。

　そこには歩道があり、近くの中学校の生徒が下校していた。

「ここはこの前見つけた、闇系シンクロ値をあげるためのスポットなんだ」

　一二三がプルをおぶって、刀夜の隣でホバリングする。

「おお、さすが刀夜デス。戦いへの備えを怠おこたらないのデスね」

「まあな……おっ！　きたぞ！」

　刀夜が指さした方角から、中一くらいの男女が手を恋人繫つなぎにして歩いてきた。

　女子がウットリと男子を見て、

「ダイスケくん、ダイスケくん」

「なんだよ、サチ」

「えへへ、言ってみただけ～」

「バ、バーロー……」

　微笑ましいカップルだが──刀夜は歯ぎしりし、昏くらい眼光を向ける。

「おのれガキども……俺がまるまる棒に振った中学時代に、青春しやがって」

　憎しみの感情に比例し、漣気エーテルが湧いてきた。

　プルが頰ほおをひきつらせる。そして彼女を背負う一二三がスマホを向けてきて、

「……確かに、闇系シンクロ値が少し上がってマス。ところでそろそろコロシアムへ行きませんカ？」

「いや、もうすぐ自転車に二人乗りする中学生カップルが通るんだ。それを見て更なる憎しみを……」

「おお、さすが刀とう夜やデス」

　さっきと同じ言葉なのに、皮肉にしか聞こえない。

　刀夜は自転車カップルを見た後、ブロック塀から手を離した。

　そして氷ひよう華かとの約束の場所──煉れん獄ごく学園北側コロシアムに向かう。

　直径二百メートルほどの、楕だ円えん形けいのドームである。

　自動ドアを通って、中に入る。

　そこはエントランスとなっており、受付や自動販売機、通路、階段が見えた。

　人の気配はなく、シンと静まり返っている。この時間は刀夜たちが貸し切りにしているからだろう。

「私についてきてくだサイ。こちらが試合会場へ通じる、選手用通路デス」

　一ひ二ふ三みに先導されて受付の脇を通り、薄暗い通路へ入った。両側には沢山のドアがあり、中は選手用控え室になっているらしい。

　お守りがついたバッグを持つプルが、ドアの一つをあけて、

「わたくしはシンクロ値を上げるため、昨日の服に着替えます。先に行っていてください」

　刀夜と一二三はうなずいた。

　しばらく通路を進むと……やがて前方が明るくなってきた。

　試合会場へ入ると、視界が一気に広がる。

　思わず感嘆の吐息が漏れた。

「……すげえなあ」

　見上げれば、ドーム型の白い天井。

　会場中央には円形のバトルフィールドがある。高さ一メートル、直径五十メートル程だ。

　バトルフィールドから三十メートルほどの距離をおいて、すり鉢状に観客席が設置されている。五千人は座れそうだ。

　一二三が抑よく揚ようのない声で、

「煉獄学園には南側にもう一つコロシアムがありマスが、ここと同じ構造デス」

　それなら、今日ここで戦うのはいい予行演習になるだろう。

「いま私たちが出てきたのは東側ゲートの『青せい龍りゆうの門』。西側は『白びやつ虎この門』と呼ばれていマス。対戦するチームは、この二つの門から出てくる訳デス」

　確かに、それぞれのゲートへ青龍、白虎の彫刻が彫られている。

　刀夜はバトルフィールドへ近づき、飛びのった。

　足裏で感触を確かめていると……腕時計型端末が鳴った。

　見れば、氷ひよう華かからのメールである。




題名：トー君へ

『ごめんね。帰りのホームルームが長引いちゃったので、ちょっと遅れる。ダッシュで行くから待ってて

　追伸：今日は便所飯をしたよ。すっごく寂しかった──だから氷系シンクロ値はバッチリだよ』




　人としてはバッチリでない気がする。

「灰はい咲ざき君、一ひ二ふ三み、お待たせ致しました」

　赤いドレス姿になったプルが、裾をなびかせて駆けてきた。眼鏡をカラコンに変え、髪を紅ぐ蓮れんに染めている。

（改めて見ても似合うなあ……あれ？）

　ドレスの腰こし脇わきの部分に、一二三が作った四つ葉のクローバー入りのお守りがある。安全ピンでつけているようだ。

　刀とう夜やの視線に気づき、プルがはにかむ。

「これを見るだけで、わたくし凄すごく安心できるんです。それに試合で辛つらくなった時などに、勇気をくれるんじゃないかと」

「マスター！　嬉うれしいデス!!」

　一二三がプルに、思い切り抱きついた。

　そのまま一緒にコロシアム内を飛びまくり、プルが悲鳴をあげている。

　刀夜はそれを見上げて苦笑しつつ、

（あの二人、本当に仲がいいなあ……あっ、そうだ）

　異能観測アプリの起動設定を『〝俺は姉さんが大好きだ!!〟と腹の底から叫ぶ』から変えねばならない。

　腕時計型端末を操作し、アプリを立ち上げる。

　起動の設定を『右目で素早く三回まばたき』に変えた直後……

　ヒールブーツの靴音が、静かなコロシアムに響いた。

「待たせたな」

　東──青せい龍りゆうの門から《絶ぜつ対たい零れい姫き》灰咲氷華が悠ゆう然ぜんと歩いてくる。

　ここまでダッシュで来たはずだが、そんな様子は微み塵じんも感じさせない。

　刀夜は右目を三度まばたきして、異能観測アプリを起動する。

　義ぎ姉しの情報が頭に流れ込んできた。





　Ｓ級　氷系異能者

　シンクロ値　90






　ふだんの75より高い。便所飯は効こう果か覿てき面めんのようだ。

　威い風ふう堂どう々どうたる《絶ぜつ対たい零れい姫き》に圧倒されつつ、プルが頭を下げた。

「お、お忙しいなか訓練にお付き合いいただき、ありがとうございます」

　氷ひよう華かは「ふん」と鼻を鳴らした。

　たわわな胸の下で腕組みし、威圧感たっぷりに言い放つ。

「愚ぐ鈍どんな貴様らに教えてやる。これは訓練ではない。圧倒的な力の差を見せつけ、愚ぐ弟ていに暗黒狂宴サバト参加を思いとどまらせるためだ」

　凍いてつくような眼光で刀とう夜やを睨にらんできて、

「灰はい咲ざき家の名誉のため、すぐに負ける奴やつを出場させるわけにはいかんからな」

　口ではそう言うが、まだ本調子ではない刀夜の身を案じてのことだ。出場条件である『最弱』と『悪役ヒール』の役割からも解放させたいのだろう。

　だが氷華の真意を知らないプルが、端整な顔を曇らせて、

「そんな……灰咲君は生徒会長さんのため、陰で頑張っているのに」

「はっ。凡ぼん才さいの無駄な努力ほど、悲しいものはない」

　氷華が吐き捨てたあと、銀髪を指で弄もてあそぶ。

　頰ほおを染め、かすかに唇を尖とがらせながら、

「と、ところで参考までに聞くが、愚弟は私の陰でどんな努力をしているのか？　……ま、まあ参考にな！　愚かな努力を知るのも、笑い話にはなろうて」

　必死に取り繕つくろう《絶対零姫》。

　プルは姉弟きようだいの仲を取り持ちたいのか、一生懸命に説明する。

「灰咲君は休み時間、空き教室で特訓しておられます。あなたを借金から守るために」

　嬉うれしさをこらえているのか、氷華の頰がヒクヒクと動く。

　それを隠すためか、顔に掌てのひらを当てて天を仰いだ。

「学生は勉強せねばならぬ。そんな事をしているから、愚弟は三流なのだ」

「ひどいです！　灰咲君はこうも仰おつしやっていました。『俺にとって──』」

「も、もういいよ、そろそろ特訓しよう」

　刀夜は慌てて止めた。これ以上やると、義ぎ姉しのシンクロ値はダダ下がりになるだろう。

　それでは特訓にならない。刀夜はいかに力の差を見せつけられても、出場を辞めるつもりはないのだ。

「いいえ、よくありませんわ！」

　使命感にとりつかれたプルが、氷ひよう華かへ言い放った。

「灰はい咲ざき君は、あなたの事をこう仰おつしやっていました──『世界で一番大切な人なんだ』って！」

「はぅう!!」

「はぅう!?」

《絶ぜつ対たい零れい姫き》が発した可愛かわいい声に、プルがおののく。

（姉さん……！）

　刀とう夜やが計測すれば、氷華のシンクロ値は20──ダダ下がりだ。いかにＳ級といえど、これではＡ級でシンクロ値１００の一ひ二ふ三みに勝てるかどうか分からない。

　氷華もそれに気づいたようだ。

　慌てて咳せき払ばらいし、シンクロ値を上げるため刀夜を睨にらんでくる。

「こ……このバカ。愚ぐ弟ていはほんと、愚弟だなっ。バカッ。バカバカっ」

　どうもキレがない。悪口というより、じゃれついてくるような感じだ。

　それを示すように、氷華のシンクロ値は下降の一いつ途とをたどっている。もはや８しかない。

（姉さん、このままでは力を発揮できないぞ）

　刀夜がそう危き惧ぐしたとき、プルがドレスの胸元を撫なでた。

「灰咲君はとても優しくて……この服を買うのにも、つきあってくれたんです」

　氷華が口くち元もとをひきつらせた。












「ほ、ほう、愚ぐ弟ていと買い物に行ったのか。どこにだ？」

「三千世界の中央にある、ショッピングモールです」

「あそこに……ま、まさかっ」

　藍玉アクアマリンの瞳を見み開ひらき、怯おびえ混じりの声で、

「で、伝説の木には立ち寄ってないだろうな？」

「はい、灰はい咲ざき君に誘われて行きましたけれど」

「愚弟が、誘った？　さそさそさそ、さそさそったささささささささそったたたたた」

　壊れたラジオのような声を出す氷ひよう華か。

　瞳からは虹こう彩さいが失われていき、長い脚をガクガク震わせる。

「も、もうそのような関係に……早い早すぎる……やはりあのとき何も出来なかった私に、出る幕など……ふ、ふふ、ふふふふふふふふふふ」

　よくわからない事を呟つぶやいたあと──

　冥めい府ふの底から響くような声で、詠えい唱しようを始めた。

「回かい天てん太たい浮ふ諸しよ行ぎよう無む常じよう、一いつ切さい合がつ切さい招しよう魂こん明みよう星じよう、神の慈悲も、天の慈愛も凍りつかせる絶対零度の苦く界かい……」

　氷華の周囲に、氷の結晶にも似た魔法陣が現れる。

　そして軍刀サーベルを引き抜き、天へ突き上げた。

「我が元に顕けん現げんせよ『氷結地獄コキユートス』」

　次の瞬間、コロシアム全体が凍りついていく。

　刀とう夜やたちの足下も分ぶ厚あつい氷で覆おおわれ、まったく身動きがとれなくなった。

　アプリで氷華を測定すれば、氷系シンクロ値──実に１５０。

　おそらくヤンデレ化したためだろう。

　ロボット設定の一ひ二ふ三みも、その圧倒的な威圧感にガタガタ震えている。

「な……なんデショウ、この胸に渦巻く感情は……これが、恐怖なのですカ……？」

　氷華がコートをはためかせながら、ゆっくりと歩いてくる。

　どこまでも禍まが禍まがしい笑みを浮かべ、

「いいことを思いついたぞ。愚弟よ、これから一緒に冷凍睡眠コールドスリープしよう。科学が発展して、貴様の脳を改造できる未来が訪れるまで……」

「ひぃい!?」

　刀夜の瞳に浮かんだ涙も、瞬時に凍りついていく。

「プ、プル。炎を出して、俺たちの足下の氷を溶かしてくれ！」

　それは失言だった。

　氷華は軍刀で床を刺しまくり、壊れたように狂きよう笑しようする。

「『プル』だと。もうあだ名で呼ぶ仲に……伝説の木の下で告白後は、その魔ま性しようの肉体の虜とりこに……あ、あはっ！　あはははははははははははははははははははははははは」

　ヤンデレ化が加速し、シンクロ値が１６０にまで上がった。

　そして天狼フエンリルのように、音もなく突進してくる。

「させまセン──『絶対防衛壁マジノライン』！」

　一ひ二ふ三みが異能で、コンクリート状の分ぶ厚あつい壁を作って足止めした。

　その間に、プルが炎で皆の足下を溶かしはじめるが……。

「児じ戯ぎだな。灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆう奥義、氷ひよう鋭えい刃じん惨ざん壊かい剣けん」

　冷れい々れいたる声の直後『絶対防衛壁』に無数の直線が走った。

　そして積み木細ざい工くのように、がらがらと崩れ落ちる。

　残ざん骸がいの向こうに、軍ぐん帽ぼうを左手で押さえる氷ひよう華かが立っていた。

　右手には、刀身が氷で覆おおわれた軍刀サーベルを握っている。

『氷鋭刃惨壊剣』……刃やいばに漣気エーテルの氷をまとわせ、間合いと切れ味を格段に増す氷華の得意技だ。

（さ、さすが姉さん、ハンパじゃねえ!!　これが位い階かい１位の力か）

　だが『絶対防衛壁』による足止めは無駄ではなかった。プルの炎で、刀とう夜やと一二三の足が氷から解放されたのだ。

　刀夜は天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを抜き放ち、仲間二人に指示する。

「俺が姉さんを足止めする。一二三はバズーカなどで遠距離攻撃。プルは炎で、動きを阻そ害がいする氷を溶かしてくれ！」

「了解デス」「はい！」

「よし、ではリベリオンズ、かかれ！」

　そして刀夜たちリベリオンズは、《絶ぜつ対たい零れい姫き》に立ち向かっていった。




●




　刀夜は氷華と鍔つば迫ぜり合あいに持ち込んだ。

　だが完全に力負けし、一二三の援護射撃も氷の盾で阻まれる。

（ひ、ひとまず姉さんのシンクロ値を下げよう！　少し落ち着かせないと！）

　今の氷華の様子だと、負けたら本当に冷凍睡眠コールドスリープさせられかねない。

（そういえば、授業で聞いたぞ）

　現代の異能者同士の戦いでは、戦闘中の会話でシンクロ値を下げるのは常じよう套とう手しゆ段だんらしい。

　刀夜は義ぎ姉しと刃を押し合わせながら、『伝説の木』へ行った理由を説明する。

「姉さん姉さん！　告白したんじゃないよ！　神しん木ぼくの葉っぱを切って、プルに天之尾羽張の能力を教えるためだ！」

「……！　そ、そうだったんだぁ……！」

　氷ひよう華かの表情が和らぎ、ヤンデレ状態ではなくなった。

　シンクロ値もかなり下がったため、三人がかりでなら何とか戦えるようになる。

　そして氷華は、リベリオンズの欠点を的確に指摘してくれた。

「連係が未熟すぎる！」「一ひ二ふ三みは羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスを守るのに気をとられすぎだ。攻撃力を活いかし切れていない！」「愚ぐ弟てい、常に全員の位置を把は握あくしろ！」などの声が飛んできた。

　そして一時間後──

「では、これくらいにするか。私は生徒会の仕事があるのでな」

　へたりこむリベリオンズに対し、氷華は息一つ乱れていない。

　軍ぐん帽ぼうを深く被かぶり、早口で呟つぶやく。

「わ、私、なに普通に特訓につき合ってるのよぉ！　トー君に暗黒狂宴サバトを諦あきらめさせなきゃいけないのに……」

　面倒見の良さゆえだろう。本来の目的を忘れ、思わずアドバイスしてしまったらしい。

　刀とう夜やが感謝の視線を向けると、氷華は恥ずかしげに目をそらした。

「ふ、ふんっ！　ではせいぜい、本番まで無駄な努力をすることだな」

　毒づいて去ろうとした氷華が、足を止める。

　懸命に呼吸を整えるプルを見下ろして、

「田た中なか羽瑠歩流祇栖」

「は、はい」

　慌てて正座するプルに、意外なことを告げた。

「そのドレス、一人で脱ぐのが大変そうだな。着替えるのを手伝ってやろう」

「？　いいえ、特訓を続けようかと思うので、まだこのままでいます」

「すでに濃のう密みつな特訓をこなしている。無理は感心せんな」

「あの。お言葉は大変ありがたいのですが、もう学内予選まで時間がございませんし」

「……そうか」

　氷華は銀髪を一度梳すいたあと、モデルのような足取りで去っていった。

（なんだ？）

　刀夜は義ぎ姉しの様子に違和感を覚えた。少し唐突な申し出だった気がしたのだ。

　だが一二三が腕を引っ張ってきたので、そちらに意識がいってしまう。

「刀夜、刀夜、生徒会長が指摘してくれた欠点を克服すべく、特訓の続きをするのデス」

「あ、ああ。わかった」

　そして懸命に特訓をこなすうちに、刀夜はその違和感を忘れてしまった。




　氷華が去ってから約一時間後、三人は特訓を終了した。

　プルが更衣室で着替えるのを待ち、北側コロシアムを出る。

「プル、家まで送っていくよ。まだストーカーも捕まってないんだろ？」

「あ、ありがとうございます」

　プルが弾んだ声を出し、口くち元もとをほころばせた。

　刀とう夜やの通学路とは反対方向の道──アパートやマンションが多い通りを歩く。

　刀夜の背中に、一ひ二ふ三みが力なくおぶさりながら、

「特訓で、お腹なかがすいたのデス……」

「お前ロボットじゃないのかよ」

　刀夜は軽くツッコみつつ、飲食店がないか探した。

　少し前方に、ハンバーガーショップが見える。

「お、あそこにマッグがあるぞ。そういえば目覚めてから一度も行ってないな」

　プルが、眼鏡の奥の瞳を懐かしげに細める。

「わたくし少し前まで、あのマッグでアルバイトをしていました」

「え？」

　意外に思う刀夜を、プルが見上げてきた。

「店長さんも良い方かたでした。その、ドジもしましたが……わたくしなりに精進していたのですけれど」

　悔しそうに、ドレスが入ったバッグを抱きしめる。

「ある日の朝礼で、店長さんは苦しそうに仰おつしやいました。『今日から、販売スタッフは眼帯をつけてもらいます』と」

「眼帯？」

「接客マニュアルも変更されて『いらっしゃいませお客様』ではなく『クククよく来たな、同胞はらからよ』と応対するように言われました」

「マニュアルの転換が凄すごすぎるな……」

　なぜそんな突然、厨ちゆう二に的な経営方針になるのか。

「ネットで調べたら──マッグの株の過半数が、三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づるに買われていました」

「学園長に!?」

　経営方針を厨二的にしたのは、彼女の仕業らしい。

　刀夜はマッグに近づき、店内をのぞきこんだ。

　なるほど、カウンターのメニュー表を見れば『スマイル』が『嘲ちよう笑しよう』になっている。

　ドリンクのサイズはＳが『矮わい小しよう』Ｍが『中ちゆう庸よう』Ｌに至っては『弩ど級きゆう』に変更されていた。

　プルが桜色の唇をきゅっと嚙かみ、

「わたくしへの、嫌がらせですわ」

「え？　まさか。いくらなんでも生徒への嫌がらせで、ファーストフードチェーンの一いつ角かくを買い取らないだろ」

「あ、あの、実はわたくし……」

　刀とう夜やの真正面にプルが回り込んできた。

　黒こく曜よう石せきの瞳が不安げに揺れている。加か護ごを願うように、バッグについたお守りを軽く握っていた。

　すうっと息を吹い、かすかに声を震わせて告げる。

「学園長である、三さん千ぜん鴉がらす血ち鶴づるの娘なのです」

「なんだって……!?」

　刀夜は後ずさりし、唇を戦慄わななかせた。

　その反応を見て、プルが悲しげにうつむく。

「驚きますよね。あなたを宣伝工作プロパガンダで貶おとしめた女の娘なんですから」

「いや、プルの本名は『三さん千ぜん烏がらす羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギス』なのかとビックリした」

「そっちですか!?」

　プルは驚きつつも凄すごくホッとした様子だ。バッグを後ろ手に持ち、軽かろやかに歩き始める。

　弩ど級きゆうサイズの胸が突き出されるため、かなり危険な姿勢だ。

「『三千烏血鶴』というのは、母の闇系シンクロ値を上げるための仮の名。本名は『田た中なかよし子』といいます」

「ぜんぜん違うじゃねえか！」

　刀夜はそう叫んだあと、ハッとした。

「……もしかして、プルが俺に協力してくれるのは」

「はい。お母様の行いは最低です。灰はい咲ざき君に『最弱』だけではなく『悪役ヒール』の役割まで背負わせるなんて」

「お母さんがした事への、罪滅ぼしってこと？」

　うなずくプルの黒髪を、風がなびかせた。

　汗をかいたためか、どこか甘い香りが刀夜の鼻孔をくすぐる。

「でもそれだけではありませんわ。わたくしは本当にあの煉れん獄ごく学園から出たいのです。医者になるため──それに、母から離れるために」

　プルが夕焼け空を見上げながら、

「わたくしの『ヴァルプルギス』という名前は、母が『立派な厨ちゆう二にになるように』という願いを込めたらしいです」

「ひどすぎる願いだな」

　親の願い１００％である。

　プルは役所へ改名の申請もしているそうだ。だが母が超ちよう権けん力りよくで圧力をかけているため、受理される可能性はないらしい。

「わたくしは幼い頃から名前をバカにされ、ずっと厨ちゆう二にが嫌いでした。早く自立したくて勉強し、模試で全国一位にもなりましたが……異能が見つかってしまい、煉れん獄ごく学園に無む理り矢や理り入れられたのです」

「そうだったのか……」

　プルも、刀とう夜やや氷ひよう華かと同様──理不尽な運命に翻ほん弄ろうされてきたのだ。

　この少女を元気づけたいと思い、刀夜は軽い調子で告げた。

「でも学内予選を勝ち抜き、代表になれば単位は一億もゲット……晴れて卒業だ」

　以前の大会で代表になった上級生は、単位一億を得ても賞金目当てなどの理由から学園に留とどまっているという。予選ではそんな強敵にも勝たねばならない。

「そうですね。灰はい咲ざき君のお姉様を救うためにも頑張りましょう」

　刀夜はプルと微笑ほほえみあった。

　彼の背中を、おぶさっている一ひ二ふ三みがぽふぽふ叩たたいてくる。

「私もいるのを忘れないでくだサイ。あとお腹なかすいたデス～。お話に夢中で、マッグ通り過ぎちゃったデス……」

「ご、ごめんなさいね。わたくしマッグに戻って、ハンバーガーを冥めい土どの土産みやげしてくるわ」

　おそらく『お持ち帰り』という意味だろう。

　使い走ばしりのようなことはさせたくない。刀夜はマッグへ駆けるプルを追いかけた。

　夕日に輝く黒髪を見ながら、刀夜は考える。

（絶対、プルたちと暗黒狂宴サバトを勝ち抜いてみせる……姉さんを守るために）

　灰咲天てん凱がい流りゆうの若き当主は、強く気持ちを引き締しめるのだった。




　刀夜は翌日からも、放課後にプルたちと特訓した。

　そのため毎朝、氷華とこんなやりとりをする。

「姉さん、今日も俺、プルや一二三と特訓するから遅くなるね」

「うん……」

　義ぎ姉しが、不安でいっぱいの瞳で見つめてくる。

（暗黒狂宴に出させたくないんだな。いつも俺の身を案じてくれる……）

　深く感謝する刀夜に、氷華がおずおずと言う。

「トー君、あの子……たちと、随分仲良くなったんだね」

「うん。二人ともいい子だよ。プルは最初取っ付きづらかったけど、可愛かわいいところもあるんだ」

「よ、よかったねお友達ができて。お姉ちゃん嬉うれしいっ」

　そして。

　姉弟きようだいの気持ちは微妙にすれ違ったまま、暗黒狂宴学内予選の当日を迎えるのだった。






†六章　狂きょう宴えん開幕









　六月六日、土曜日。

　煉れん獄ごく学園の北側コロシアムで、暗黒狂宴サバト学内予選の開会式が開ひらかれていた。

　コロシアム中央──バトルフィールドの上には、刀とう夜やたち参加生徒が整列していた。

　総勢約１８０名、参加チームは64だ。トーナメント方式だが、一回戦ごとにコンピュータによる抽選が行われるため次の相手はわからない。

　決勝進出チームと、三位決定戦に勝利したチームが本戦出場だ。

　参加者のほとんどがＣ級以上。それ以下の生徒の多くは客席にいた。一般客も多く、席はぎっしり埋まっている。

　コロシアム最上段には貴き賓ひん室しつがあり、学園長が玉座に傲ごう然ぜんと座っていた。張られたガラスは防弾仕し様ようらしい。

　その隣には放送席があり、生徒が司会進行を行っている。

『では選手宣誓を行います。選手代表、灰はい咲ざき氷ひよう華かさん』

　氷華が、ヒールブーツを鳴らして参加者の前に歩あゆみ出た。

　大観衆に微み塵じんも臆せず、右手を斜め上に突き出す。

「選手宣誓。我われ々われ選手一同──いや、私は」

　回れ右して他ほかの選手を睨にらみすえ……親指を立て、それを下に向けて振り降ろした。

「貴様ら他たチームの選手一同を、虫ケラのように蹂じゆう躙りんし、殲せん滅めつすることを誓う」

　選手を代表してすらいない。

　宣誓というより、殺害予告である。恐怖のあまり気絶する選手もいた。

　だが会場からは盛大な拍手が送られている。どうやら好評のようだ。

（しかしいつもながら、凄すごい変へん貌ぼうぶりだ）

　刀夜は改めて感心する。氷華は昨夜『トーく～ん、宣誓不安だから練習つきあって～』と泣きついてきたものだが。

　司会の生徒が、式を進行させる。

『灰咲さん、ありがとうございました。続いて三千世界市長、山やま内うち源げん次じ郎ろう様のご挨拶」

　九十歳ほどの老人が、選手たちの前に出てきた。

　怪け我がをしているのか、片手に包帯をグルグル巻いている。

「こわっぱども、蟲こ毒どくのごとく互いに喰はみあうがよい。偉大にして唯一の絶対者・三さん千ぜん鴉がらす閣下を愉たのしませよ。ばんざーい、閣下ばんざーい!!」

　包帯を巻いた手でも万歳しているので、厨ちゆう二に的なファッションだったようだ。列席する国会議員も全力で万歳している。

　政治の腐敗を白はく日じつの下もとにさらしたあと、ようやく開会式が終了になった。

　参加者はぞろぞろと、選手用通路へ向かった。

　刀とう夜やもプル、一ひ二ふ三みとともにエントランスへ出る。

　掲示板には大きな対戦表が貼り出されていた。

　それを見て、刀夜は苦にが虫むしをかみつぶしたような顔になる。

「なんだよリベリオンズって。こんな名前、俺たちだけだったのか……」

　ほかのチームは全すべて『江え口ぐちチーム』『児こ山やまチーム』など、リーダーの名前に『チーム』をつけただけだ。『リベリオンズ』はかなり浮いている。

「うわぁ、恥ずかしい……なんで厨ちゆう二にの巣そう窟くつなのに、チーム名はみんな普通なんだよ」

　制服姿のプルが、くすくすと微笑ほほえむ。

「ごめんなさい。灰はい咲ざき君が『チーム名は──リベリオンズ』って仰おつしやったとき、キメ顔だったから何も言えませんでした」

　一二三が口の端をつり上げ、

「まったく、刀夜は恥ずかしいデス」

　自分をロボと思い込んでる奴やつに言われたくない。

「つうか一二三、お前『おお……かっこいいデス』って言ってたじゃねえか」

「私は優しいノデ、刀夜に気を遣つかったのデス」

『感情を持たない人型決戦兵器』という設定がブレブレだ。

　刀夜は一二三をちょこんと小突いたあと、改めて対戦表を見る。

　リベリオンズの一回戦の相手は、同じクラスの犬いぬ伏ぶしチーム。

　刀夜の編入初日『Ｆ級が、暗黒狂宴サバトで優勝だって!?』と馬鹿にしてきた三人組だ。

　リーダー犬伏嵐あらしは《緑りよく旋せん風ぷう》と呼ばれ、Ａ級で位い階かい25位。他ほかの二人もＢ級異能者と、なかなかの強豪チームだ。

　刀夜は腕組みして、プルの黒こく曜よう石せきの瞳を見つめた。

「どう戦うかを、しっかり打ち合わせしないとな」

「対策を練りませんとね」

「いや違う。どうやれば上手く苦戦できるかってことだ」

　刀夜はＳ級異能者である上に、剣の達人だ。まだ本調子ではないとはいえ、その気になれば一瞬で決着がついてしまう。

　だがそれでは『最弱』のギミックが看板倒れだ。

　しかも刀夜は『悪役ヒール』である。苦戦した上に悪あく辣らつな手段で勝たねば、学園長から暗黒狂宴出場権を剝はく奪だつされるおそれがある。

　一二三が華きや奢しやな肩をすくめ、

「難儀な設定を押しつけられたものデスね」

　刀とう夜やがうなずき、二人と話し合っていると……足音が近づいてきた。

　羽つきのトンガリぼうしと、マントを身につけた三人組。犬いぬ伏ぶしチームだ。

「よぅ、灰はい咲ざき」

《緑りよく旋せん風ぷう》犬伏が顔いっぱいに侮ぶ蔑べつを浮かべ、床に唾つばを吐き捨てた。

「ようやく引導を渡せるわけだ。貴様のようなＦ級──煉れん獄ごく学園の面つら汚よごしにな！」

　刀夜はポケットティッシュを出して床の唾を拭きとり、犬伏の頰ほおへなすりつけた。

「おぁあ!?　なにをする！」

「いや、俺は面汚しらしいんで、お前の面も汚そうと思ってな」

「物理的にはせんでいい!!」

　犬伏が頰をぬぐったあと、ビシッと指さしてきて、

「いいか灰咲、試合まで首を洗って待っていろよ」

「そうだな。氷ひよう華か姉さんに洗ってもらうか」

「うらやましいな!?」

　昏こん睡すいしている時は、全身を洗ってもらっていたのだ。

　調子が狂ったのか、犬伏は猿さる田た川がわ、雉きじ塚づかを連れて去っていく。

　丁度そのとき、天井のスピーカーから場内アナウンスが流れてきた。

『ではこれより、一回戦第一試合を開始します。光こう王おう院いんチームＶＳ江え口ぐちチームです』

「あ、光王院の試合だ。プル、一ひ二ふ三み、あいつの戦いぶりをよく見ておこう」

「警戒しているのですね」

「ああ。光王院は必ず強敵として立ちはだかる……俺の剣士としての勘が、そう告げているんだ」

　中庭で聞いた、光王院の言葉を思い出す。

『僕には譲れない願いがある！　必ず君を倒し、本戦で優勝し、それを叶かなえてみせる！』

　そしてあの、全身が総そう毛け立だつような威圧感……

（奴やつこそ、俺の宿命の好敵手ライバルに違いない）

　刀夜はそう信じ、二人を連れて競技者用通路を歩いた。

　試合会場の入り口西側──白びやつ虎この門へ行き、場内を見る。

　放送席を見上げれば、そこに二人の女生徒がいた。

　ショートカットの少女が口を開ひらくと、場内に声が響きわたった。

『さあいよいよ始まりました暗黒狂宴サバト学内予選。ここ第一コロシアムのアナウンスは私、放送部二年の兔と丸まる。そして解説は──』

　隣にいる、おさげ髪をした素朴な感じの女生徒が続ける。

『三年の土系異能者、亀かめ山やま土と岐きが担当するべ。兔丸と亀山〝ウサギとカメ〟って覚えでな』

『おぉ、覚えやすいですねー。癒いやし系けい口調の亀山さんですが、実は学内位い階かい８位にしてＳ級異能者！　そのギャップから人気が高いです』

『えへへ、照れるべよぉ』

　ほんわかした解説に、コロシアムの空気が和なごむ。

『さあ！　第一試合を前に、学内予選のルールを簡単におさらいしましょう』

　暗黒狂宴サバト学内予選は、二～三名のチームによるバトルロイヤル。

　相手チーム全員を戦闘不能にすると、勝利となる。

　戦闘不能条件はギブアップ、レフェリーが続行不可能と見なす、バトルフィールドの場外に体がついた場合……。

『あと、ダウン後に10テンカウントをとられた場合だぁ。目や金的への攻撃は、意図的と審判が判断すれば反則になるべ。反則を二回した選手は失格になるから、やっちゃダメだべよ～。オラとの約束、守れるかな～』

　ノリのいい出場者から「は～い」という声がする。

『うんうん。みんな素直で嬉うれしいべ。それに、試合開始時刻までにバトルフィールドに現れないとダメだべ。少しでも遅れると問答無用で失格になるから、注意するべよ～』

『はい亀かめ山やまさん。ありがとうございましたぁ！　では参りましょう。暗黒狂宴学内予選第一試合、選手入場です！』

　会場のボルテージが高まり、拍手や足踏みが起こった。

　アナウンサー兔と丸まるがマイクを握りしめて、

『東、青せい龍りゆうの門より江え口ぐちチームの入場！　そして西にご注目ください、白びやつ虎この門より光こう王おう院いんチーム！　《破は龍りゆう大たい聖せい》という恐るべき二つ名のＳ級異能者、光王院晴はる斗と君がどのような戦いを見せるか注目です！』

　東から女子三人、西からは何な故ぜか光王院だけが出てきてバトルフィールドに上った。

　二チームの間に立つ審判は、担任の萌もえ先生だ。

　刀とう夜やはバトルフィールドを見て、首をかしげる。

「あれ？　なあプル、光王院チームってどう見ても一人だよな」

「見た目はそうですが、彼は体内に邪じや龍りゆう王を封印しているそうです」

「邪龍王……!?」

　プルの話によると──一年前、突とつ如じよ世界に『イルルヤンカシュ』という邪龍王が現れたらしい。各地で暴れ回り、甚じん大だいな被害を出したという。

　光王院はそれを倒し、自分の体の一部分に封印した。

　そこへ呪じゆ印いんの書かれた包帯を巻きつけ、封印を強化しているらしい。《破龍大聖》という二つ名は、この功績を讃たたえてつけられたものだという。

「光王院君は特例として、邪龍王イルルヤンカシュをメンバーとして登録したらしいです。とても珍しい二人チームですわ」

　光こう王おう院いんは想像以上に凄すごい人間だったらしい。世界を救った勇者ではないか。

（さ、さすが俺の好敵手ライバル!!）

　刀とう夜やは声を弾ませて、プルに尋ねた。

「それで、光王院は体のどこに、呪じゆ印いんの包帯で邪じや龍りゆう王を封印してるの？　右腕？　左腕？」

「あ、あの……わたくしには申し上げられません」

　プルはなぜか、顔を赤らめてうつむいてしまう。

　刀夜が当惑していると……審判の萌もえ先生が、開戦を告げた。

「では──江え口ぐちチームＶＳ光王院チーム、ファイトッ！」

　いよいよ刀夜たちの運命をかけた、暗黒狂宴サバトの開始だ。

　まず江口チームの女生徒三人が、自分の上着の裾をつかみ……持ち上げた。

　ブラに包まれた、六つの胸がぷるんと現れる。

「??」

　刀夜はあんぐり口をあけた。

　そして次の瞬間──

「ぐぁあああああ!?」

《破は龍りゆう大たい聖せい》が股こ間かんを押さえてうずくまり、苦しみ始めた。

「な、なんだなんだ？」

　展開が全まつたく理解できない。

　プルは試合を見たくないのか、刀夜の後ろに隠れながら、

「その……光王院君は、こ、股間のアレに邪龍王を封印しているらしいのです」

「股間!?」

　つまりアレに、呪印が書かれた包帯を巻いているということか。

　性的に興奮すれば、アレが膨ぼう張ちようして包帯に締しめ付けられる……

　江口チームは、それを衝ついてきたのだ。

（だが、この戦法には弱点がある）

　刀夜の想像通り、光王院が不敵に笑い──目を閉じる。

　アナウンサー兔と丸まるが叫んだ。

『おーっとぉ！　解説の亀かめ山やまさん、これはどういうことでしょう？』

『これは心の目だべよ。肉眼に頼れば江口チームの乳を見てしまうからのぅ』

　だが、江口チームの三人は、ブラを露出させたまま踊り続ける。

『これはどういうことだ!?　江口チーム、光王院選手が目を閉じているにも関わらず、遠く離れたところで踊っています！　胸が、胸が激しく揺れている!!」

　次の瞬間──光王院は、股間を押さえてのたうちまわった。

「ぐぁああああ!?　鎮しずまれ邪龍王!!」

　どうやら光こう王おう院いんは、アナウンサーによる解説で興奮したようだ。

　外野も味方につけた、江え口ぐちチームの頭脳プレーといえよう。

「もう嫌です、この学園……」

　プルが両手で顔を覆おおい、かぶりを振っている。気持ちは実によくわかる。

「よし今よ、光王院を倒すわ！」

　江口チームが突撃し、うずくまる光王院を担ぎあげた。

　そして、ゴミのようにバトルフィールド場外へ放り投げる。

『《破は龍りゆう大たい聖せい》光王院晴はる斗と選手、場外！　股こ間かんに封印された邪じや龍りゆう王選手も勿もち論ろん場外──ゆえに、光王院チーム敗北です！』

「ええー……」

　刀とう夜やは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　江口チームの作戦勝ち……というより、光王院の弱点がデカすぎる。

　うつむく刀夜に一ひ二ふ三みがおぶさり、耳にスマホを当ててきた。

　試合前の、刀夜の真剣きわまりない声が聞こえてくる。

『光王院は必ず強敵として立ちはだかる……俺の剣士としての勘が、そう告げているんだ』

「やめろ!?」

　どうやら録音アプリを使ったらしい。

「つうか一二三。おまえロボット名乗るなら、内蔵機能的なもので録音しろよ……」

「私は純粋な戦闘用ロボ。それゆえ余計な機能は取り払われているのデス」

　だったらそもそも、幼女型にしないと思う。

　コロシアムが拍手と嘲ちよう笑しように包まれる中、光王院が立ち上がった。

　そしてよろよろと、刀夜たちがいる白びやつ虎この門へ歩いてくる。

　解説の亀かめ山やまが、優しいお婆ばあちゃんのような口調で、

『試合には負けたけども、光王院は立派だったべよ。彼はＳ級異能者。封印している邪龍王を解放すれば、敵を瞬殺できたっぺ。それをしないのは……邪龍王で観客席に被害が出るのを避けたんだべなぁ』

「光王院……！」

　刀夜の胸が熱くなる。嘲笑の中で退場する彼が、ひどく気け高だかく見えた。

　リベリオンズのもとへ《破龍大聖》が近づいてきた。

　そして自じ嘲ちようするように、

「灰はい咲ざき、すまない。君と戦う約束を果たせなかった。笑ってくれ……」

「フハッ」

「鼻で!?」

　愕がく然ぜんとする光王院。

　そんな彼に、刀とう夜やは微笑ほほえみかける。

「でもお前……邪じや龍りゆう王を解放すれば楽勝だったんだろう？　それを我慢して、観客を守ったんじゃないか。俺は立派だと思う」

「灰はい咲ざき……キミという奴やつは……」

　光こう王おう院いんの頰ほおが染まり、ぽーっと刀夜を見つめてきて、

「ぐぁああああ!?　鎮しずまれ邪龍王!?」

「やめろ!?」

『なぜ今興奮した』と聞きたかったが、怖いのでやめる。

「灰咲、なんだろうこの気持ち……僕、君を見ると胸がドキドキするんだ」

「言うな!?」

　知らない方がいい事もあるのに。

　一ひ二ふ三みが無機質な瞳で、刀夜を見上げてきた。

「刀夜。私が演算したところデハ──１００パーセントの確率で、光王院は男もいけマス」

「せめて99パーセントで、逃げ道を残せ!?」

　大騒ぎする刀夜たちを見て、プルが苦笑した。

「ではわたくしは、そろそろ更衣室で着替えてきますわ。髪も染めなければいけませんし」

「わかった。俺たちの試合は五戦目で、たぶん十二時くらいからだよ」

　一二三がパワードスーツから勢いよく蒸気を吹き出した。

「マスター。私は他ほかのチームを偵察していマス。必ず優勝しまショウ」

「ええ！」

　プルは一二三の頭を撫なでてから、更衣室のほうへ駆けていった。
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　羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギス──プルは、着替えのため女子更衣室に入った。

　十畳ほどの部屋で、他に生徒はいない。

　壁際に五つ設置された鏡きよう台だいの一つに座る。

　まず髪を紅ぐ蓮れんに染めねばならない。これが一番大変だ。

　制服に色がつかないよう、要いらないタオルでガードする。それから掌てのひらにカラーワックスを出して軽くなじませ、髪につける。ロングヘアーなので使用量が多いのが悩みだった。

　続いて眼鏡を外し、赤いカラーコンタクトを入れる。

（それに、これを忘れるわけにはいきません）

　バッグの持ち手から、お守りをはずした。軽く握ると、一二三が一生懸命集めてくれた沢山の四つ葉のクローバーの感触がする。

　心がじんわりと温かくなり、思わず微笑が浮かぶ。

　安全ピンをとり、お守りを丁寧にドレスの腰こし脇わき部分へつけた。

　続いて制服とニーソックスを脱ぐ。

　ドレスに袖を通し、首の後ろのストラップを結ぼうとした時……。

「大変だな」

　突然の声に、悲鳴を慌てて飲み込む。

　振り返れば……いつの間に入ってきたのか。

　まるで幽霊のように《絶ぜつ対たい零れい姫き》灰はい咲ざき氷ひよう華かが立っていた。

「そのドレスは首の後ろを結ぶのが大変だろう。手伝わせてくれないか」

「あ、ありがとうございます」

　もう慣れたため、別に難しくはない。

　だが思わず頷うなずいてしまったのは──氷華の声に、なぜか切せつ実じつなものを感じたからだ。

　氷華が近づいてきて、プルの背後に立つ。

　ドレスの首に巻くストラップを手にとり、

「そうだ。二つほど訊ききたいことがあるんだが」

「な、なんでしょう？」

「君は……私たち姉弟きようだいと、四年前に会ったことがないか？」

　同じことを、以前に刀とう夜やからも訊かれた。

　プルは困惑しながらも、

「いいえ、一度もありませんわ」

　なぜか氷華の口くち元もとが、ホッとしたようにほころぶ。

　だが彼女は続いて、更に奇妙な質問をしてくる。

「ではもう一つ──自分の周りで、十数人もの人間が殺されるような目に遭あったことはないか？」

「ま、まさか」

　プルは首を横に振った。そんな経験などあるはずがない。

　だが、ふと脳裏によぎる光景がある。

「……あっ。そういう夢は、よく見ます」

「ゆ、夢？　よかったら教えて欲しいのだが」

　異様なほどに食いついてくる。プルは当惑しつつ、説明をはじめた。

　夢の中でプルは、大人たちや少女と一緒にいる。

　突とつ如じよ現れた襲撃者が、人々を次々に手にかけていく。

　そんな時ヒーローがやってきて、傷だらけになりながらも助けてくれる。

　プルの話は当初たどたどしかったが、ヒーローのくだりになると一気に滑なめらかになった。

　恋人を自慢するように、声に熱がこもる。頰ほおが紅潮していく。

「とっても素敵な人なんです。鬼神のような強さなのに『大丈夫、守ってみせるから』って優しく言ってくれ……て……」

　プルは我われに帰り、言葉を止めた。

　氷ひよう華かからの反応が全まつたくないのだ。夢の男性を熱く語るなんて、引かれたに違いない。

「も、申し訳ありません」

「気にするな。その夢の人を……君は好すいているのだな」

「いえ、その──そろそろ首の後ろのストラップを留とめていただけますか」

　話のそらし方が下へ手たすぎて、情けなくなる。

　プルは居たたまれない気持ちになりつつ、紅ぐ蓮れんの髪をつかみ……

　首の後ろを露あらわにする。

　その瞬間、氷華が小さく声をあげた。

「この痣あざは、やはり……！」

（せ、生徒会長さんが何な故ぜ知っているのでしょうか）

　プルの首の後ろにある、三日月型の痣を。

　氷華は暫しばしの間沈黙したあと……ゆっくりと口を開ひらいた。

「あのね。さっきあなたが話した夢は、現実なんだよ」

　衝撃的な言葉に、心臓が大きく高鳴った。

　氷華の口調が突然変わったが、それすら気にならない。

「場所は、うちの道場。そのヒーローは、トー君なの」

「え!?　トー君って、もしかして灰はい咲ざき君──」

　思わずプルは体ごと振り返った。

　すると太ふと股ももの上に、氷華が倒れ込んでくる。

　懺ざん悔げするようにうずくまり、全身を震わせながら、

「私ね、トー君が命がけで戦っていたのに……怯おびえるだけで、何もできなかった」

　顔をあげ、プルを見つめてくる。藍玉アクアマリンの瞳には涙が浮かんでいた。

「その罪滅ぼしに、この四年間頑張ってきたの。トー君を救ってくれた、貴方あなたへの引け目を感じながら」

「わ、私が救った？　灰咲君を？」

　懇こん願がんするように、プルのドレスの胸元を握ってきて、

「でもお願い、トー君を取らないで。私を一人にしないで……」

　氷華は不意に口くち元もとを手で押さえ、立ち上がった。

「ご、ごめんなさい、こんなことを言うつもりじゃ──」

　頼りない足取りで、プルから離れていく。

　そして、ドアをあけて出ていった。

（あの夢が、現実にあったこと？）

　残されたプルは、呆ぼう然ぜんとした。

（だとしたら何な故ぜ、わたくしはそんな大事件を忘れているの……!?）

　ありえないことだ。だが灰はい咲ざき家の道場など、本当に行った記憶がない。

　うずくまり、早はや鐘がねのように鳴る胸に手を当てる。

　すると……またしても声が聞こえた。

「如何いかがなされました？」

「きゃああっ!?」

　反射的に周りを見る。

　いつの間に入ってきたのか、ドアの近くに若い男が立っていた。

　忍しのび装しよう束ぞくを着て、口は布で隠している。腰には短刀を差していた。

　明らかに高校生ではないし、こんな教師も見たことがない。

（不審者!?　まさか最近わたくしの周りをうろついていたストーカー？）

　このコロシアムには、万全の警備体制が敷かれているはずだ。部外者がどうやって入ってきたのか。

　プルは立ち上がり、ストラップを留とめながら後ずさりした。

「あ、あなたは誰ですか!?」

　不審者が片膝ひざをつき、深く頭を下げてくる。

「お迎えに参りました、さあ己おれと共に参りましょう──アウローラよ」

　意味不明な発言に、さらなる恐怖がこみ上げてくる。

　プルは必死に不審者を見み据すえ、炎で迎え打つべく身構えた。
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　灰咲刀とう夜やは、選手用通路で軽く体を動かしていた。

　プルたちと別れてから暫しばらく経たっており、今は第四試合……リベリオンズの出番は、次の第五試合だ。刀夜の傍そばには、光こう王おう院いんが座っている。リベリオンズの応援をしてから帰るらしい。

「……ん？」

　刀夜は動きを止めた。廊下の奥から轟ごう音おんが聞こえてきたからだ。

　一ひ二ふ三みが猛スピードで飛んでくる。刀夜の間ま近ぢかで停止し、珍しく焦あせった顔で、

「あの、マスターがどこにもいないのデス」

「え？　第四試合も終わりそうだし……多分、俺達の試合まであと十分くらいしかないぞ」

「マスターがいたはずの、更衣室の様子がおかしいのデス！　ちょっと来てくだサイ！」

　刀とう夜やは一ひ二ふ三みに手を引かれ、廊下を駆けた。後ろから光こう王おう院いんもついてくる。

　天井のスピーカーから、放送部の女子による場内放送が流れてきた。

『第四試合が終了しました。リベリオンズと犬いぬ伏ぶしチームは、試合会場へ入ってください』

　刀夜はひとまず無視し、更衣室へ急いだ。

　室内に入ると、何らかの事件が起きたのはすぐにわかった。

　壁が焼け焦げている……プルが漣気エーテルで炎を放ったのかもしれない。

　制服が畳まれているところを見ると、着替えてから何かが起こったのだろう。

「一二三、プルに電話したか？」

「……あ、ごめんなサイ。焦あせっていて……」

「俺がかけてみる」

　刀夜は腕時計型端末で、プルの携帯にかけた。

『出てくれ』と祈る間もなく、更衣室の中で着信音がした。

　音の出で所どころをさぐると……鏡きよう台だいの下に、プルのスマホが落ちていた。

　拾い上げてみると、アプリが起動している。

　録音アプリのようだ。プルが語学の勉強のために使っているものだろうか。

　まだ録音中になっている。刀夜はアプリを止めて、最初から再生してみた。

　すぐに、プルの声が聞こえてくる。

『あなたは誰ですか!?　アウローラって何なんですか!?』

　どこかわざとらしい会話だ。スマホに録音させようとしているのかもしれない。

　そして、どこか聞き覚えのある男の声がした。

『教える必要はありません。さあ、共に来ていただきます』

　続いて炎が発せられる音、プルの苦く悶もんの声──それからドアが閉まる音。

　明らかな異常事態だ。刀夜の全身を強い寒気がおそった。

「プルが危ない……！　襲われた時、俺か一二三に電話はできなかったのかな」

　一二三が暗い顔で部屋をウロウロした。額には微かすかに汗が浮かんでいる。

「マスターは友達が刀夜以外いないため、通話をほとんどした事がナイのです。だから咄とつ嗟さに使い慣れた録音アプリを起動し、せめてもの手がかりを残しておいたのでショウ」

　プルがスマホを持ったままだったら、誘拐犯に奪われただろう。悪くない判断だったといえる。

　一二三が縋すがるような目で、刀夜を見上げてきた。

「刀夜、あなたの固有異能『八ヤ咫タ烏ガラス』で、マスターの側そばにいけないのですカ？」

『八咫烏』は『一度触り、顔を覚えている相手の所へテレポートできる』というものだ。

「前も説明したけど──あの固有異能は、同じ相手には一ヶ月の間隔を置かないと使えないんだよ」

「あ、そうでしたネ……」

　前回プルに使ってから、まだ二週間ほどしか経たっていない。

　困り果てる二人に、光こう王おう院いんが腰の刀『蛍ホタル丸マル』を叩たたいて言った。

「彼女を救うため、もちろん僕も協力するよ」

　一ひ二ふ三みが深々と頭を下げる。

　刀とう夜やも礼を言ってから、もう一度スマホの録音を最初から聞いてみた。何か引っかかるものを感じたのだ。

「この男の声……それにアウローラって、どっかで前に聞いたような……」




〝ついに見つけたのだ。己おれの悲願、アウローラを〟

〝そう。アウローラだ。『終わりの向こう』へ己を誘いざなうモノ〟




　刀夜はハッとした。

「そうだ。プルや一二三と買い物にいった時のトイレ！」

　腹が痛くなり、トイレの個室があくのを懸命に待っていた時……

　ドアの向こうで、忍しのび装しよう束ぞくの男が使った言葉だ。

（あの忍装束の男が、誘拐犯なのか？）

　いずれもアウローラという聞き慣れない言葉を使っている。そして何より……声が非常によく似ている。同一人物の可能性はかなり高いだろう。

　そういえばショッピングモールで、一二三が『ちょっとストーカーの気配を感じた』と言っていた。それは、あの忍装束の男によるものだったのではないか。

（俺は忍装束の男に触っている。だから『八ヤ咫タ烏ガラス』で奴やつのもとに行けるぞ）

　トイレを必死で我慢している時にぶつかってきたから、よく覚えている。

　刀夜は部屋を歩きながら、プル救出の段取りを考えはじめた。

　まず刀夜が『八咫烏』で犯人のもとへテレポートする。

　身につけたものは持っていけないので、丸腰で犯人と戦うことになる。

（プルは着替えていた。つまりシンクロ値がそこそこある状態のＢ級異能者がさらわれたんだ）

　プルはまだあまり漣気エーテルを使いこなせていないが、並の賊なら追い払えただろう。

（相手は手て練だれの可能性が高い。となると丸腰では勝てないかもしれない）

　一二三と光王院に、援護に来てもらうことが必要だ。

　しかし刀夜自じ身しん『八咫烏』でテレポートする場所がわからない。そのため『ここに来てくれ』ということはできない。

（テレポートしたあと、二人に俺の居場所を伝える方法はないか？）

　刀とう夜やはこれまで『八ヤ咫タ烏ガラス』を使った時のことを思いだし、問題解決の糸口を探す。

　懸命に頭を回転させていると、ふと閃ひらめいた。

（そうだ！　中庭で一ひ二ふ三みに襲われて『八咫烏』を使ったけど……）

　あの日『八咫烏』について一つの発見をした。それを利用すればいけるかもしれない。

　刀夜はジッと腕時計型端末を見つめる。

　そして、なんとかいけそうだという結論に達した。

「一二三、光こう王おう院いん、聞いてくれ」

　思いついた策を、二人に説明する。

　しかしその最中も、心が壊れそうなほどに苦しかった。

　その理由は……誰よりも慕したう義ぎ姉し。

　刀夜の気持ちを更にかき乱すように、放送部の女子による館内放送が響く。

『リベリオンズ！　試合会場へ来てください！　すでに犬いぬ伏ぶしチームは準備を終えています』

「う……！」

『あと十分──十二時までこなければ、失格になります！　一秒の遅れも認めません。急ぎなさい！』

　それに続いて、男子生徒による罵ば声せいも聞こえてきた。別の放送部員だろうか。

『灰はい咲ざき刀夜！　この卑ひ怯きよう者もの！　負けて恥をかきたくないから逃げるつもりだな？』

『やっぱりＦ級だ！』

　刀夜は奥歯を嚙かみ、両拳こぶしを握りしめた。

（暗黒狂宴サバトに出場しないと、借金が返せなくなる。そうしたら姉さんが！）

　プルを助けにいけば、試合開始時刻にはおそらく間に合わない。

　暗黒狂宴に優勝して氷ひよう華かを救うために、昏こん睡すいから目覚めてから努力してきたのだ。

　だが……プルは、あの綺き麗れいでドジな女の子は、今この瞬間も危険な目に遭あっているかもしれない。

　あの忍しのび装しよう束ぞくの男は、恐ろしく昏くらい目をしていた。長期間プルへのストーカーをしており、異常なほどの執着を抱いだいているようだ。プルをどうする気なのか、考えるだけで恐ろしい。

　暗黒狂宴に出るか、プル救出か。どちらかを選ばねばならないのだ。

　苦悩のあまり目眩めまいがする。刀夜は膝ひざをつき、床を強くたたいた。

　事情を知る一二三が、刀夜の前にしゃがむ。

「刀夜、なぜ苦しんでいるかはわかりマス。でも……」

　いつもは無機質な瞳を、必死さでいっぱいにして、

「マスターを救ってくだサイ！　お願いデス、お願いデス！　誘拐犯から助けてくれたら私、何でもしマスから！」

　その言葉も耳に入らず、刀とう夜やは考え続けた。

　今まで生きてきた中で、一番苦しい選択……

　そして一ひ二ふ三みの懇こん願がんから三秒もかけず、刀夜は決断を下す。

　わずかな時間だが、その結論に至るまで無限に思えるほどの煩はん悶もんがあった。

「俺は──」

　その時、ドアノブが回る音がした。

　刀夜が反射的にそちらを見ると、ゆっくりと扉が開ひらかれる。

　そして、呆ぼう然ぜんとした様子の氷ひよう華かが入ってきた。

「あの子が誘拐された？　そんな。私がさっきまで一緒にいながら……」

　ショックを受けたらしく、おぼつかない足取りで歩いてきて、

「愚ぐ弟ていよ、あの子は四年前に灰はい咲ざき家が護衛した子だ……」

「え!?　俺が聞いた時『知らない』って言ったじゃないか」

「もう思い出したくなかったから、あの時は噓うそをついてしまった」

　それなら燃え上がる道場で、瀕ひん死しの刀夜を漣気エーテルで治療したのはプルという事になる。

　だが、プルは本当に心当たりがないようだった。

　この認識のズレは、一体どういうことなのか。

　刀夜の胸に氷華がすがりつき、二人きりの時のような口調で、

「そ、それに私、怖かったの。あの子が恩人だとわかったら、トー君を取られちゃうんじゃないかって……」

「取られる？」

　刀夜は戸惑いながらも、義ぎ姉しの背中をなでた。

　姉弟きようだいを、一二三が祈るようなまなざしで見つめている。

　そして刀夜は血を吐くような思いで──先ほどの決意を告げた。

「プルを助けに行ってくる。危機の真まっ只ただ中なかにいる仲間を、見捨てられない……！」

　一二三の瞳が希望に輝き、何度も頭を下げてくる。

　氷華はわずかな間、沈黙していたが──

「……うん。それがいいよ」

　顔をあげ、にこっと微笑ほほえみかけてきた。

「『最弱』と『悪役ヒール』は暗黒狂宴サバトに出場するためだから、もう演じなくて済むしね。友達もいっぱいできるよ。お姉ちゃん嬉うれしいっ」

　刀夜は義姉の様子にハッとした。

　言葉とは裏腹に、体が小刻みに震えている。

　やせ我慢をしているのだ──刀夜を送り出すために。

　氷華が両拳こぶしを握って、

「お姉ちゃん、しっかり暗黒狂宴サバトで優勝してみせるからね。トー君に守ってもらわなくても大丈夫だよっ」

（姉さん）

　氷ひよう華かは、心の中ではヒーローを求めているはずだ。

　その証拠に、刀とう夜やが『暗黒狂宴に出場する』と告げた時、思わずこう呟つぶやいていた。

『えへへ……トー君が私のために……やっぱり昔と同じ、ヒーローなんだ……』

　そんな本ほん音ねを押し殺し、刀夜の身を案じて暗黒狂宴に出ることを止め続けている。

「トー君、行って──」

　氷華は一度声を詰まらせたあと、凛りんと表情を引き締しめる。

　そして気合いを込めるように、刀夜の胸を軽くたたいた。

「さあ、行ってらっしゃい！　私、あの子にまだ四年前のお礼を言ってないんだから！」

「……ああ！」

　刀夜は深くうなずいた。

　忍しのび装しよう束ぞくの男の顔を思い出し、テレポートの固有異能『八ヤ咫タ烏ガラス』を発動させる。

　テレポートする寸前に氷華の両肩をつかみ、力強く言い放った。

「行ってくるよ、姉さん！」

　そして刀夜の体は──その場から消失した。






†七章　アウローラ









　プルは意識を取り戻した。

　力なく目をあけ、ぼんやりと周りを見る。

　体育館ほどの広さの建物だ。ホコリをかぶった機械が散さん在ざいしていて、鉄と錆さびのにおいが鼻をつく。

　建物の隅には、プロジェクターが置いてあった。すでに作動していて光が壁に当てられているが、なぜか何も映っていない。

（こ、ここは廃工場か何かでしょうか？　なぜこんな所に……）

　自分の姿を見て、ぞっとした。

　大きな十字架に磔はりつけにされている。

　腕や足を動かしてみたが、太い鎖で縛られている。脱出は不可能のようだ。

　十字架の周りには、ペンキなのか血なのか──巨大な赤い魔法陣が描かれている。

　正気の沙さ汰たではない。激しい恐怖がこみ上げてくる。

「どうして!?　どうしてこんな事……！」

「それは貴方あなたが、アウローラだからです」

　突然、前方に忍しのび装しよう束ぞくの男が現れた。

　更衣室に侵入して、プルを誘拐した不審者。

　特に不気味なのは、その目だ。闇を凝ぎよう縮しゆくしたようにドス黒く、世界の全すべてを憎んでいるかのよう。

　プルは体を強こわばらせ、問いかけた。

「わたくしが最近、ずっと視線を感じていたのは……」

「そう己おれです。実に幸運でした──『黄金の暁會ゴールデンドーン』の馬鹿どもをさしおいて、アウローラを見つけることができたのですから」

　全まつたく理解できないことを、得意げに語ってくる。

　怯おびえる自分を叱しつ咤たし、プルは言い放った。

「な、何なんですかアウローラというのは！　わたくしはそんなもの知りません！」

「そんな筈はずないでしょう。あんな途方もない事をしておいて」

「え？」

　いったい何を言っているのか？

　全くわからない。

　だが──生徒会長の話によれば、プルが夢だと思っていた悲劇は、実際に起きた事件だという。あの切実な姿からすると、噓うそを言っていたようにはとても思えない。

（わたくしには、記憶障害のようなものがあるの!?）

　自分の記憶にないことを経験している。その感覚はひどく恐ろしいものだった。

　その不安から、夢で何度も助けてくれた恋するヒーローを思い出す。

　彼はプルに、こう言ってくれるのだ。

『大丈夫。守ってみせるから……』

　そして氷ひよう華かの話を思い出し、ハッとする。

（ヒーローの正体は、灰はい咲ざき君だったんだわ！）

　刀とう夜やが四年近くも昏こん睡すいしていたのは、プル達を守った為ためらしい。

　命の恩人ではないか。なのに、プルはその奮ふん戦せんを夢だと思いこんでいた。

（わたくし、酷すぎます……）

　プルは力なくうなだれ、誘拐犯に問いかける。

「い、今……何時ですか？」

「む？　あと三分ほどで十二時だが」

　そろそろ、自分たちリベリオンズの試合開始の時間だ。

　刀夜ならたとえ一人でも、犬いぬ伏ぶしチームに遅れはとるまい。

　彼は莫ばく大だいな借金を返済し、姉を助けるために戦わねばならないのだ。

（助けに来るはずがない……）

　この上ない寂しさが、プルの心を満たしていく。

　そんな彼女へ、誘拐犯が恐ろしいことを口走った。

「さてアウローラよ。これから貴方あなたには、とびきりの絶望を味わっていただきます」

　瞳は情欲に溢あふれ、嘗なめ回まわすようにプルの肢し体たいを見つめてくる。

「…………!!」

　全身に怖おぞ気けが走った。

　激しく暴れても、鎖はびくともしない。

「それが発動条件らしいですからね」

　またも意味不明のことを言いながら、ゆっくりと近づいてくる。

　嫌悪感と絶望で、涙がにじんだ。

「一ひ二ふ三み……！」

　ドレスの腰こし脇わきに留とめた、大切なお守りを見下ろす。

　その中には一二三がプルの幸福を願い、一生懸命集めてくれた四つ葉のクローバー。

　それをあざ笑うかのように、誘拐犯のおぞましい足音が迫ってくる。

「アウローラよ、貴方はなんて美しいのでしょうか！　己おれにとって最高の時間になりそうです！」

　プルは唇をかんだあと……顔をあげ、魂を絞り出すように絶叫した。




「灰はい咲ざき君っ……と、刀とう夜やくんっ!!」




　──そのとき視界の一部分が、歪ゆがんで見えた。

　溢れる涙のせいなのか。

　いや……あれは空間が歪んでいるのだ。

　仲良くなるキッカケとなった、女子更衣室の時と同じように。

（ああ、あれは……!!）

　絶望に満ちていた心が、一気に晴れ渡ってゆく。

　そして、夢で恋焦がれたヒーローが……

　四年前に守ってくれた少年、灰咲刀夜が現れた。




●




　灰咲刀夜はコンクリートの床に降り立った。

『八ヤ咫タ烏ガラス』を使ったため何も身につけておらず、足裏から冷たい感触が伝わってくる。

　いまの彼は丸腰……そのため、戦闘能力は大幅に下がっている。

　目の前には、罪人のごとく十字架へ磔はりつけにされたプル。

　怒いかりに震える間もなく、後ろから殺気を感じた。

（──！）

　刀とう夜やは咄とつ嗟さにしゃがんだ。次の瞬間、頭があった場所へ短刀がなぎ払われる。

　振り返り、誘拐犯の姿を視界におさめた。

　ショッピングモールの時と同じ格好──忍しのび装しよう束ぞくを着て、口くち元もとを布で隠している。

　突然現れた刀夜に驚いたはずだが、すぐに攻撃してきたのは一流の証あかしといっていい。技も相当のキレだ。

（強いな……だがすぐに倒してやる！）

　刀夜は、誘拐犯が短刀を持った腕を摑つかみ──固有異能を発動させる。

（『破は獄ごく』ッ！）

　その上着に、漣気エーテルをそそぎ込んだ。

「う……な、何だッ!?」

　誘拐犯の上半身が、硬直する。

　刀夜は彼の上着を硬化させ、動きを封じたのだ。

　続いて右手を自分の頭に添え──ブチブチと数十本の髪を引き抜く。

　指の間に挟まった髪に、再び『破獄』……漣気をそそぎ込んで硬化させる。

（喰くらえ──！）

　剣けん山ざんのように髪が突き出た拳こぶしを、誘拐犯の首めがけ放った。

「!?」

　誘拐犯はその一撃の危険性に気づいたらしい。

　咄嗟に脚を振りあげ、おそるべき柔軟さで刀夜の目を狙ってくる。

　刀夜は瞼まぶたに漣気を込め、強化し──目を閉じた。

　相打ちの形になり、衝撃で二人は離れる。

　刀夜は瞼の痛みに耐えながら、悔しさにうめいた。

（仕し留とめられなかった……！）

　誘拐犯の喉のどにはいくつか髪が刺さったようだが、決定打にはなっていない。

　刀夜の狙いは初しよ撃げきで敵を倒し、プルの安全を確保することだった。

　それができれば『八ヤ咫タ烏ガラス』ですぐ第一コロシアムに戻り、学内予選に出場できたかもしれない。

（テレポートした位置が悪かった！　こいつの不意をつける形だったら……！）

　誘拐犯が不思議そうに腕を動かしている。刀夜が手を離すとすぐに『破獄』は解除されてしまうのだ。

　そして誘拐犯は短刀を構え、昏くらい声で言った。

「己おれは業ごう魔ま。この世の闇より生まれ出いでし者」

　黙って構える刀とう夜やをみて、

「貴様はＦ級異能者、灰はい咲ざき刀夜か。一体どうやって現れた──というか、なぜ全裸……」

　言葉の途中で轟ごう音おんが響きわたり、天井に巨大な穴が空あいた。

　そこから一ひ二ふ三みが飛び込んでくる。小さな背中には光こう王おう院いんがおぶさっていた。

（来てくれたか！）

　刀夜は口の中に手をつっこみ、腕時計型端末を取り出す。

　以前刀夜が、プルがいる更衣室へテレポートした時──嚙かんでいたガムも、ともに転送されていた。

　つまり『刀夜が身につけているもの』ごとテレポートはできない。

　だが『刀夜の体に入っているもの』なら出来るということだ。何かを食べながら『八ヤ咫タ烏ガラス』を使ったのは初めてだったので、その事に気づけたのである。

　一二三はここへ、腕時計型端末のＧＰＳ反応を見て来たのだ。この廃工場は学園から相当近いらしい。

　光王院が軽かろやかに着地しつつ、叫んだ。

「灰咲、田た中なかさんは僕が助ける！　だから君は予選会場へ戻──」

　だが無情にも……その時、刀夜の腕時計型端末が十二時を示す。

　暗黒狂宴サバトで優勝し、賞金で氷ひよう華かを救う道は絶たれた。

　誘拐犯を瞬殺し、すぐに戻れればと思ったが──甘かったようだ。

　刀夜はギリギリと歯を食いしばり、血が滴したたるほどに拳こぶしを握りしめる。

　そして、瞳に殺意をみなぎらせて業魔を睨にらみつけた。

「貴様は、完かん膚ぷなきまでにブチのめす……！」

　増大する憎しみともに、漣気エーテルが溢あふれてくる。

　かなり闇系シンクロ値が上昇しているようだ。

「刀夜、天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリデス。どうぞ！」

　一二三が投とう擲てきしてきた愛剣を、刀夜は受け取る。

　業魔へ向けて右目を三回瞬まばたきし、異能観測アプリを起動させた。





　Ａ級　闇系異能者

　シンクロ値　１００






（Ａ級……しかもシンクロ値１００か！）

　一二三と同等クラスの、かなりのシンクロ値だ。敵は相当な異能者である。

　だがこちらにはＳ級の刀夜に加え《破は龍りゆう大たい聖せい》光王院、Ａ級の《機き工こう妖よう精せい》一二三……頼もしい仲間がいる。

　まず勝てるはずだ。

　光こう王おう院いんが『蛍ホタル丸マル』を抜刀し、八はつ双そうの構えをとる。

「誘拐などこの光王院晴はる斗とが許さない！　大丈夫か田た中なかさん──」

《破は龍りゆう大たい聖せい》がプルに視線を移す。

　ただでさえ大胆なホルターネックのドレス。

　しかも磔はりつけにされたことにより、豊かな胸が布地を突き破らんばかりに強調されていた。

「くっ暴れるな、暴れるな邪じや龍りゆう王……！」

　光王院は深呼吸し、股こ間かんに封印した邪龍王を鎮しずめようとする。

　しかし彼が目をそらした先には……全裸の刀とう夜やがいた。

　ついに耐えきれなくなったのか、股間を押さえて悶もん絶ぜつする。

「ぐぁあああああ!?　鎮まれ邪龍王!!」

「お前、役に立たなさすぎだろ!?」

　早くも仲間が一人、戦闘不能になった。

　だがこちらにはまだ、位い階かい10位の実力者一ひ二ふ三みがいる。

　にもかかわらず、業ごう魔まの態度は余裕だ。

　嘲ちよう笑しようとともに、言い放つ。

「俺が、アウローラを護衛する《機き工こう妖よう精せい》一二三に何の対策もしていないと思うか？　すでに弱点は把は握あく済みだ」

　プルへのストーカーをした際、得た情報だろうか。

　業魔が一二三を指さして、

「一二三、貴様はロボットではない──紛まごうことなき人間だ！」

「はっ、何を馬鹿ナ」

　一二三は表情一つ変えない。

「信じぬか？　これがその証拠だ。探すのに苦労したぞ」

　業魔が懐からリモコンを取りだし、操作した。

　工場の隅に置いてあったプロジェクターが反応し、壁に大きな画像を映し出す。

　それは──一二三の写真だった。

　三歳くらいのようだが、間違いない。

　若い男女に挟まれて、楽しげに笑っている。女性は一二三にそっくりだ。

　写真は次々に何枚も映り、だんだん幼いものに変わっていく。

　そして最後の一枚は、赤ん坊の一二三だった。

「こ、これは、私……!?」

　一二三が両膝ひざをつき、愕がく然ぜんとした声を出す。

「こ、この一ひ二ふ三みがロボットではナイ!?　私が信じてきたものは、いったイ……」

（信じてたというより、勝手に信じ込んでたんだが）

　一二三は『自分がロボだという思いこみ』により、ロボ系異能との高いシンクロ値を得ていた。

　今やそれが、崩壊してしまったのだ。

　刀とう夜やは異能観測アプリで一二三を計測する。





　Ａ級　特殊系（ロボ系）異能者

　シンクロ値　40






　常に１００だったシンクロ値が、もう見る影もない。

　しかも40から30、15……どんどん下がり続けている。

「一二三は……マスターを……守……ル……」

　バズーカを具ぐ現げん化かさせるが、すぐに雲うん散さん霧む消しようしてしまう。

　一二三は歯を食いしばり、磔はりつけにされたプルを見た。

「でも一二三はたとえ人間だろうト、マスターを──！」

「シンクロ値が低いお前に、何の価値がある！　貴様は自分がロボだと勘違いをしてただけの、痛いガキにすぎないのだッ！」

　業ごう魔まのその声がトドメになったか、一二三が纏まとうパワードスーツも消えてしまう。

　シンクロ値も、０になってしまった……今の一二三は、ただの無力な少女だ。

　業魔はそれを鼻で笑い、刀夜へ短刀を向ける。

「残るは灰はい咲ざき刀夜、貴様だけだ。先ほどの攻撃は驚いたが、今度は油断せん。剣を持ったからといってＦ級がＡ級に勝てるわけがない」

　プルが、紅ぐ蓮れんの髪を振り乱して叫ぶ。

「気をつけてください灰咲君！　この男は、大きな心の闇を抱えているようです。それで高い闇系シンクロ値を保っているのです！」

「ああ……わかってる」

　業魔と対たい峙じしているだけで、この世の全すべてを恨むような途と轍てつもない怨念が伝わってくる。

「己おれの闇の根こん本ぽんが知りたいか──ならば、教えてやろう」

　業魔が、自分の顔に掌てのひらを当てる。

　別に誰も聞いていないのだが、暗い過去を語り始めた。

「己は──就職に失敗した。そして、家にひきこもった」

「……それで？」

「以上だ」

　終わりらしい。

　闇系シンクロ値の高さは、ひきこもりのためであった。

「貴様にはわかるまい……正月に親戚が来たときに『息子さんはまだ就職されないんですか』と聞かれる気持ちが！」

　続いて、自分の言葉に陶とう酔すいするように、

「『黄金の暁會ゴールデンドーン』の馬鹿どもはもう要いらぬ。己おれは彼女に眠るアウローラの力で、だれも傷つかない、平等な世界に変えるのだ」

「政治家にでもなれよ……」

　刀とう夜やは吐き捨てた。

（そんなものが、不幸であるものか！）

　義ぎ姉しの氷ひよう華かは、両親や門下生を皆殺しにされた。

　だが自じ身しんを闇金の担保にしてまで刀夜の医療費を捻ねん出しゆつし、四年近くも介護してくれた。

　それに。

「プルは……全国模試で一位にもなったのに、無む理り矢や理り厨ちゆう二にの巣そう窟くつに入れられた」

　天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリの切っ先を業ごう魔まに向ける。

「そんな理不尽な扱あつかいを受けても、医者になる夢を諦あきらめてない。俺や一ひ二ふ三みと前へ進もうとしている！　そんな人間を邪魔するな！」

「灰はい咲ざき君……！」

　プルの頰ほおが紅潮し、熱い瞳で刀夜を見つめてくる。

「貴様のような小僧には、まだわかるまい！」

　業魔が襲いかかってきた。

　就職失敗によるひきこもり……ひどすぎる理由だが、それが業魔の闇系シンクロ値を上げている。

　だがそれでも──剣を持った灰咲刀夜の敵ではない。

　業魔が繰り出してくる短刀、体術、その全すべてをさばいて受け流す。

　埒らちがあかないと思ったのか、業魔が後ろへ宙返りして間合いをとった。

　右手を刀夜へ向けてきて、詠えい唱しようする。

「オンキリキリバサヤシビクウタヤ──受けよ、我が呪じゆ弾だん！」

　掌てのひらから、漆黒の弾が打ち出される。その直径は一メートルはあるだろう。

　刀夜は漣気エーテルを足に流し込み、脚力を上昇させた。

　連発される呪弾をかわすたび、その後ろでコンクリートの壁が陥かん没ぼつする。相当の威力だ。

「ちょこまかと……ではこれではどうだ。我が最強の奥義、轟ごう來らい呪弾！」

　業魔が、今度は両手で呪弾を放ってきた。

　大きさ、速度ともに、さっきまでの倍以上。

　だが刀とう夜やは微み塵じんも動じず、迫りくる巨大呪じゆ弾だんを一いつ閃せんする。

「灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆう奥義、裂れつ果か山茶花さざんか」

　業ごう魔ま最強の奥義を、あっさりと消滅させた。

　以前に一ひ二ふ三みから襲撃された際も使った、灰咲天凱流の防御技である。

「な……何だとッ!?」

　業魔が愕がく然ぜんとした様子で、後ずさりする。

　激しく瞬まばたきしているのは、異能観測アプリを使っているためだろうか。

「……き、貴様は真まことにＦ級異能者なのか!?　信じられぬッ！」

「異能の権威、三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づるが作ったアプリで観測したんだろ？　なら、間違いなく俺は最弱……Ｆ級さ」

　まさか制作者自じ身しんが、改かい竄ざんしているとは思うまい。

「プルを──俺の仲間を、返してもらうぞ」

　刀夜が迫ると、業魔の瞳からフッと力が抜け……

　そして、さらなる狂気が宿る。

「他ほかの者にアウローラを奪われるくらいなら……要いらぬッ！」

「な……まさか!?」

　刀夜の全身から、冷や汗が噴き出した。

『やめろ』と叫ぶ前に、業魔の両手から巨大な呪弾が飛び出す。

　その先には──磔はりつけにされたプルがいた。

「プル！」

　刀夜は振りかぶり、渾こん身しんの力で天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを投とう擲てきした。

　業魔の嘲ちよう笑しようが聞こえる。

「無駄だ。剣を投げた程度で、己おれの呪弾が防げるものか！」

　刀夜は耳を貸さず、両手で次々に印いんを組む。

「我が愛剣にして天てん剣けん、十じゆつ拳けん剣けん、天之尾羽張よ！　天あめの八や重え雲くもを──」

　祝詞のりとを口ずさむと、体から急激に漣気エーテルが抜けていく。

　闇系異能者にはふさわしくない行為のため、シンクロ値が一気に下がっているのだろう。

　だが、今はそんなことを気にしている場合ではない。

「──天の八重雲を厳いづの道ち分わきに道分きて、聞こし召さん！」

　天之尾羽張が、プルの体スレスレに突き刺さった。

　紅あかいドレスの腰こし脇わき部分……そして、お守りを斬きり裂さく。

　一二三がずっと集めてきた、大量の四つ葉のクローバーが舞い散った。

（強い想おもいがこもったものには、神が宿る）

　あのお守りには、プルの幸福をひたすらに願う一二三の想いがこもっている。

　刀とう夜やは柏かしわ手でを打ち、裂れつ帛ぱくの気迫とともに叫んだ。

「今こそ神産みの儀ぎ、願い祓はらい奉たてまつる！」

　そして──お守りから神が生まれた。

　一ひ二ふ三みと瓜うり二ふたつの、少女の姿だ。

　囚とらわれの主あるじを守るかのように、小さな両手を広げて立ちふさがる。

　プルが涙混じりの声をあげた。

「一二三……！」

　刀夜は、心から懇こん願がんする。

「頼む──プルを守ってくれ！」

　一二三そっくりの少女が、業ごう魔まの呪じゆ弾だんを受け止める。

　せめぎあう少女と呪弾。

　少女は苦く悶もんの表情を浮かべながらも……呪弾を打ち払った。

　そして一二三そっくりの少女は『後は頼みマス』とでもいうように刀夜を見つめ……

　消えてしまった。

　刀夜は安あん堵どの吐息を漏らしたあと、プルに声をかける。

「プル！　いま鎖を外すから」

「灰はい咲ざき君、ありが……」












　プルが向けてきた笑顔は──一瞬で絶望に染まった。

「逃げてください！」

　背後から、不気味な足音が聞こえる。

　振り向けば業ごう魔まが短刀を構え、刀とう夜やめがけて突っ込んできていた。

（漣気エーテルで身体強化して回避、最悪でも防御……！）

　だが『神産み』の儀式で、刀夜の闇系シンクロ値は激減している。

　どちらの行動もとれない刀夜の胸に──

　業魔が深々と、短刀を突き刺した。

「……ぐ、ううッ……!!」

　胸が灼やかれたように熱くなり、遅れて痛みがやってきた。

「死ね」

　業魔の声とともに短刀が引き抜かれ、噴水のように血が吹き出す。

　刀夜は、コンクリートの床に背中から倒れ込んだ。

　立ち上がろうとしても、体がまるで言うことをきかない。

　肺はい腑ふを抉えぐられた激痛ともに、喉のどに大量の血がせりあがってきた。うまく呼吸ができず、激しくせき込む。

　間違いなく致命傷だった。

　血ち溜だまりでもがく刀夜を、業魔が見下ろしてくる。

「アウローラを守った技は、一体……まあよいわ。間もなく貴様はくたばるのだからな」

　短刀を血ち振ぶりして、高らかに嘲ちよう笑しようする。

　歯を食いしばって痛みに耐える刀夜。その耳に、鎖の音……そして足音が聞こえた。

　プルが駆けてきて、傍かたわらへくずおれるように座る。

「灰はい咲ざき君……な、なんてひどい傷……！」

「く、鎖は……？」

「光こう王おう院いん君に、切っていただきました」

　見れば、光王院は十字架の近くで苦しんでいる。

　まだ邪じや龍りゆう王は鎮しずまっていないようだが、這はいずりよって刀で鎖を切ってくれたらしい。

　プルが止血のために、刀夜の胸へスカート部分を押し当ててくる。

「灰咲君！　しっかり──」

　だが業魔はそれさえ許さず、プルの髪を鷲わし摑づかみにし、強く引っ張った。

「ぁくっ……！」

「灰咲刀夜！　貴様の屍しかばねの前でアウローラを陵りよう辱じよくし、彼女を絶望の底にたたき落としてやる。そうすれば発動条件は充分に満たされるはずだ」

　この上なくおぞましく、意味不明なことをほざいている。

「マスター！」

　一ひ二ふ三みが業ごう魔まに飛びつく。

　腕に強く嚙かみついたが、虫を払うように殴りとばされる。シンクロ値は依然として０ゼロのままのようだ。

　だがその拍ひよう子しに、業魔がプルの髪を離した。

　その隙すきに、刀とう夜やは懸命に口を動かした。

「プル。来てくれ……」

「は、はいっ……！」

　プルが足をもつれさせ、こちらへやってきた。

　とめどなく涙を流す紅あかい双そう眸ぼうを、刀夜は見上げて、

「胸の血を止めるため……傷口を、君の炎で焼いてくれ」

　凄すさまじい指示に、プルが絶句した。

　だが次の言葉を聞き、さらに驚きよう愕がくする。

「そして俺は、奴やつをブチのめす」

「ま、まだ戦うのですか!?」

　業魔がプルを毒どく牙がにかけんと、こちらへ近づいてくる。

　刀夜は焦しよう燥そうと激痛の中で、精一杯プルへ微笑ほほえみかけた。

「当たり前だ……」

　彼には未いまだ尽きない闘志があった。

　四年前、どんなに打ちのめされても──プルと氷ひよう華かを守るため戦った時と、変わらないものが。

　そして刀夜の口が、当時と同じ言葉をつむぐ。

「大丈夫。守ってみせるから……！」

「……!!　やはり貴方あなたは紛まぎれもなく、何度も夢で見た、あの……！」

　次の瞬間。

　プルからいきなり、瀑ばく布ふのごとく大量の漣気エーテルがほとばしった。

　長い紅ぐ蓮れんの髪が、鳥がはばたくように広がる。

　瞳はカラコンよりも遙はるかに深い、紅玉ルビーのように輝いている。

　その神秘的な美貌は、人じん知ちを超越した存在のようにすら見えた。

「な、なんだ……？」

　刀夜は右目を三度まばたきさせた。

　アプリが起動し、脳内にプルのデータが流れ込んでくる。





　炎系　Ｂ級異能者

　シンクロ値　　２８０






（１００を、遙はるかに越えてる……!?）

　炎系と相性のいい何かが、プルのシンクロ値を増大させているのだ。

　そして……刀とう夜やとプルは突然、激しい炎に包まれた。

　業ごう魔まの忍しのび装しよう束ぞくに火がつき、飛びすさる。悲鳴をあげて転がり、消火しようとしている。

　だが刀夜は火傷やけど一つ負わない。まるで母に抱かれているように、心地よい温かさだ。

　炎は次第に膨ぼう張ちようし、形を変え……優雅で美しい、巨きよ鳥ちようの姿をとった。

（……ふ、不ふ死し鳥ちよう？）

　倒れている一ひ二ふ三みが、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「……まさかマスターは、炎系シンクロ値と最も相性がいい、愛の力で……」

　雛ひな鳥どりを守るように、不死鳥が紅ぐ蓮れんの翼で刀夜とプルを包み込む。

　すると刀夜を苛さいなんでいた激痛が、少しずつ治まりはじめた。

　胸を見れば何と……傷口が塞ふさがりつつある。

（これはっ!?）

　刀夜は、瀕ひん死しの重傷を負った四年前を思い出した。

　昏こん睡すいする直前に見た炎は、焼け落ちる道場のものだけではない……

　この不死鳥の炎も、刀夜は見ていたのだ。

　見下ろしてくるプルと、記憶の少女の顔が一致する。

　やはり同一人物だったのだ。

「この固有異能で、君は俺を助けてくれたんだな」

　不死鳥が消え……力を使い果たしたのか、プルがよろめく。

　刀夜は慌てて起きあがり、しっかりと支えた。

「ありがとう、プル」

「はい……」

　紅あかい瞳には、絶対の信頼がこもっていた。

　感かん極きわまったように刀夜にすがりつき、頰ほおをすりよせてくる。

　プルの背に刀夜が手を回した時──業魔の笑しよう声せいが聞こえてきた。

「ふ、ふははははは……今のは不死鳥か!?　そんな固有異能も持っていたとは！　さすがはアウローラだ！」

「アウローラアウローラうるせぇよ。プルには羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスっていう……その、立派な名前があるんだ」

「その名前も、好きではありません……」

　刀夜に抱かれるプルが、弱々しくつぶやく。

　業ごう魔まが短刀を再び抜き放ち、嘲ちよう笑しようした。

「だが、今のお前は丸腰！　この業魔とどう戦うのだ！」

　確かに天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリは、プルを救う際に投とう擲てきしてしまっている。取りに行こうにも、彼女を守りながらでは難しい。

　奥歯を嚙かむ刀とう夜や……その腕の中で、プルがささやいた。

「灰はい咲ざき君、これを」

　腰こし脇わきで破れたドレスから布を引きちぎり、握らせてくる。

　刀夜はすぐにプルの意図を察した。

　布を握りしめ、漣気エーテルを全力でそそぎ込む。

「『破は獄ごく』ッ！」

　すると垂れ下がった布が──ビシィッ！　と音を立てて棒状になった。

　それを携たずさえ、刀夜はゆらりと立ち上がった。殺意で煮にえ滾たぎる瞳で、憎き敵を睨にらみ据すえる。

「ひっ!?」

　業魔が本能的に恐怖を感じたのか、大きく飛びすさった。

「貴様には」

　刀夜は、黄よ泉みの底から響くような声で、

「徹底的に、完かん膚ぷなきまでに……生き地獄を味わわせてやるぞ……」

　脳裏に、業魔の行いが駆けめぐる。

　先ほどはプルがいなければ殺されていた。

　学内予選の邪魔をし、氷ひよう華かを借金から救う道を閉ざされた。

　プルをさらった上に、陵りよう辱じよくして絶望を与えようとした……。

　刀夜の心に、ドス黒い憎しみが地獄の業火のように燃えあがっていく。

　そのさまに業魔が戦慄おののき、何度も瞬まばたきする。異能観測アプリを起動しているのだろう。

「闇系シンクロ値……１１０……１３０……１６０!!　相当に高いが、Ｆ級でこの威圧感など有り得ない!!」

　アプリでは計はかれない圧倒的な力が、業魔にもわかったらしい。

　高まったシンクロ値が、刀夜の莫ばく大だいな漣気を一気に噴ふん出しゆつさせていく。

　それを全身に充みたし、身体能力を爆発的に強化させた。

「久々だな……この感覚は……」

　そう呟つぶやく刀夜の体は、溢あふれ出した漣気により闇色に輝いている。

　その姿は、まるで魔王。

　彼を中心に空気が鳴めい動どうし、廃工場の壁や天井が音を立てて軋きしんだ。

　座り込んだプルが、魔ま性しようのものに魅み入いられた美び姫きのように刀夜を見つめてくる。

（これなら絶ぜつ剣けんが使える）

　灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆうの頂点をなす、七つの殺さつ戮りく奥義。

　体が本調子でないため、今は『壱いち』しか使えないようだが……

　それでも、業ごう魔まを蹂じゆう躙りんし尽くすには充分である。

　プルから託された布に、さらに漣気エーテルを込めて硬化する。

「『破は獄ごく』、『破獄』、『破獄』ッ!!」

　その周りには黒い電でん光こうが爆はぜ、魔剣のような禍まが禍まがしい気配を発しはじめた。

　そして刀とう夜やは、悠ゆう然ぜんと構えをとり──処刑宣告のように告げる。

「その身に刻め。灰咲天凱流七つの絶ぜつ剣けん・其その壱……」

　業魔が敗北を悟ったのか、両手を前に出して後ずさりする。

「ま、待て……お願いだ許してくれ！　己おれが悪かった!!」

「まあ、仏の顔も三度までというからな」

　刀夜は構えをといた。

　業魔がホッとして、大きく息を吐く。

「だが俺は──仏ではないため、一度たりとも許さん!!」

　刀夜が爆ばく速そくで飛び出した。

　一瞬で、業魔との間合いを詰める。

「絶剣其の壱・鏖おう刃じん乱らん塵じん雪せつ月げつ花か」

　下から顎あごを強烈に突き上げる。

　天井近くまで舞った業魔に──なんと刀夜は先回りし、剣を振り降ろす。

　そこからは目にも止まらぬ連撃だ。空中で竜巻のように機動しながら、袈け裟さ切り、逆さか袈げ裟さ、刺突、唐から竹たけ割わり、薙なぎ払はらい……業魔が着地することも許さず、無情なまでに蹂躙し続ける。

「うげげがががぁらおぼあぁららおぼぁぇしぬしぬしぬしぬしぬしぬしぬぅぁゆるしああぎゃあぉゆるしたすけすみませんゆるじでぇごめんなさガボバベババババギェゴいっそ殺しでバババギギギぁあああああぁああぁげぎぇあああぁぁああえああああああ」

　身の毛もよだつ業魔の絶叫が響きわたる。地獄の亡者でさえもっとマシな声をだすだろう。

　プルも、一ひ二ふ三みも、光こう王おう院いんも……啞あ然ぜんとした様子で暴れ狂う刀夜を見つめた。

　灰咲天凱流当主の力を目の当たりにし、声も出ないようだ。

　刀夜は裂れつ帛ぱくの声とともに、最後の一撃を放つ。

「滅めつ殺さつッ！」

　業魔を下にたたきつけると、床のコンクリートが爆ばく砕さいした。

　その破片の中で、業魔が踏みにじられた虫のように痙けい攣れんしている。口を覆おおっていた布は千ち切ぎれ飛び、この上ない苦痛と恐怖の顔が露あらわになっていた。

　そして刀夜は、音もなく降り立った。

　さっきまでの猛たけ々だけしさが噓うそのように、穏やかにプルに話しかける。

「『鏖おう刃じん乱らん塵じん雪せつ月げつ花か』──空中で１１１発の斬ざん撃げきをブチ込む技だ」

「すごい……」

「真剣を使った場合、二発目くらいで死ぬけどな」

「ただの死体蹴りですわ!?」

　そんな技だが、憎い奴やつを徹底的に痛めつけたい場合は効果的だ。

　刀とう夜やは全身から漣気エーテルを抜き、大きく大きく息を吐く。

（プルは救った。誘拐犯である業ごう魔まも倒した）

　それは喜ばしいことだが……深い絶望感が心を満たしていく。

　暗黒狂宴サバトにはもう、出られないのだ。

　テレポートする寸前の、氷ひよう華かの姿が脳裏に浮かぶ。

　義ぎ姉しは本当は助けを──ヒーローを求めていた。

　だが刀夜の身を案じ、暗黒狂宴に出させまいとしたのだ。

『お姉ちゃん、しっかり暗黒狂宴で優勝してみせるからね。トー君に守ってもらわなくても大丈夫だよっ』

（姉さん……！）

　刀夜は胸を強く押さえ……そして、新たな決意をした。

　氷華のチームが暗黒狂宴で敗北し、優勝賞金が貰もらえなかったなら。

（俺が借金を返す。たとえどんな汚れ仕事をしても）

　そう覚悟を決めた時。

「フフフ、フハハハハハハハハハハハ!!」

　聞き覚えのある嘲ちよう笑しようと、ハイヒールの靴音が響いた。

　そして廃工場の入り口から、漆黒のドレスを着た美女が入ってくる。

　煉れん獄ごく学園学園長《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》三さん千ぜん烏がらす血ち鶴づるだ。ボロボロになった業魔を、ゴミでも見るように一いち瞥べつする。

「やはりこの男では、灰はい咲ざき刀夜の相手には力不足か」

　刀夜はハッとして、言い放つ。

「学園長、その口振りは……まさか、まさか、あんたがプルをさらったのか!?」

「そうだ。人の子よ」

　相変わらずの超ちよう越えつ者しや目線で、告げてくる。

　プルが悲鳴混じりに叫んだ。

「どうして……どうしてですか！　お母様！」

「知りたいか、人の子よ」

「おめーの子だよ!!」

　プルがキレ気味につっこむ。

　倒れていた業ごう魔まが、蚊の鳴くような声で、

「い、いや……お前の指示なんかまったく受けてなげふぅうううう!?」

　学園長が彼のもとへ神速で駆け寄り、サッカーボールのように蹴飛ばした。

　分ぶ厚あつそうな壁をぶち抜き、上半身がめり込む。

　漣気エーテルで肉体強化したのだろうが、とんでもない攻撃力だ。さすがＳＳダブルエス級異能者である。

「ふん、使えない駒に用はない……だが妾わらわを『知らない』と言い張った忠ちゆう義ぎだけは、誉ほめてつかわす」

（いや、いま学園長のこと、本当に知らなかったように見えたが……）

　疑念を抱いだく刀とう夜やをよそに、プルが涙混じりで問う。

「まさか……わたくしたちは、あなたの掌てのひらの上で踊らされていたというのですか!?」

「そう、この《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》の意のままにな！」

　学園長が口くち元もとに黒こく扇せんを当てて、高笑いする。

　その様子を刀夜はジッと観察しながら、

（ひょっとして……業魔は、本当に学園長と無関係なのか？　学園長は単たんに『黒幕ポジション』をやりたいだけじゃねーのか？）

　超絶の厨ちゆう二にである学園長なら、充分ありえる。

　刀夜はそれを確かめるべく、質問を投げかけた。

「学園長！　誘拐犯が言ってたんですけど、アウローラってなんですか？」

「アウローラ??　うぅん……そう……アレだ。ものすごく重要な……その、円えん環かんの理ことわりとか、シュレディンガーの猫的な、アレ……」

　片眼鏡モノクルに手を当て、虹彩異瞳オツドアイを思い切り泳がせながら、

「お、お前たちが知るにはまだ早い。聞けばそう……運命の螺ら旋せんに入り、後戻りできんのだ。それを言わぬのが……妾に唯一残った人の心かもしれんな……」

　自分に酔うように、うっとり虚こ空くうを見つめる。

　グダグダの回答を聞いて、刀夜は確信した。

（学園長は『黒幕ポジション』をやりたいだけだ）

　そのためなら、娘のプルから更に嫌われることも厭いとわないとは……想像以上に頭がおかしい。

（でもこれを逆用すれば、暗黒狂宴サバトにもまだ……）

　刀夜が考え始めた時──

　学園長が、壁の一いつ角かくをジッと見つめた。そこにはまだ、幼い一ひ二ふ三みの写真がプロジェクターで映し出されている。

《開闢の女帝》は何かを察した様子で、プルのドレスを握る一二三を見た。

「愚かなロボット、一ひ二ふ三みよ……我が部下の捏ねつ造ぞうに踊らされおってからに」

「ご、業ごう魔まの捏造ですッテ!?」

「業魔??　……おぉ業魔、業魔か。この《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》が手駒の名前など、いちいち覚えていると思うてか？」

　学園長は巧みな理論武装をしつつ、壁に突き刺さったままの業魔に歩あゆみ寄った。

　片手で引っ張りだしたあと、業魔の頭をギリギリと踏みつけながら、

「なぁ貴様？　妾わらわの指示で、捏造したんだよなぁ？」

「は、はい、捏造です!!　一二三さんは、立派なロボットでございます!!」

　業魔は、学園長に完全に服ふく従じゆうしている。

　一二三がホッとしたように、薄い胸をなでた。

「そう……だったデスカ。やはり私はロボット」

　異能観測アプリで観みれば、一二三のシンクロ値が０から上昇──やがて、１００まで戻った。

「それならマスターを守ることができマス。嬉うれしいデス」

　どこまでもひたむきな言葉に、プルの顔がふにゃっと崩れた。

　一二三が瞳を潤ませ、ふるえる声で、

「でも私、さっきは何もできませんでシタ」

「違う！　一二三が想おもいを込めたお守りがなければ、わたくしは死んでいたわ」

「マスター……！」

　しゃくりあげる一二三の背を、プルが優しく撫なでる。

　二人の姿に、刀とう夜やは目を細めた。

　そして頭の中で段取りを確認してから、ひらめきを実行に移す。

　まず両膝ひざをつき、悔しげに床をたたいた。

　続いて《開闢の女帝》を睨にらみつけ、こう言い放つ。

「学園長、貴方あなたが……いや、てめぇが全すべての黒幕だったのか！　実の娘をさらった上に、俺たちを暗黒狂宴サバト予選にも出させないよう仕組むなんて、許せねぇ!!」

「フハハハハハハハ、その通りだ。嘆なげくなら、おのれの無力を嘆くがいい!!」

　刀夜は少し間をおいてから、首をかしげる。

「あれ？　じゃあなんで俺に『最弱』や『悪役ヒール』をやらせたんだ？　失格にするんなら意味ないだろう」

　うっ、と学園長が言葉に詰まる。

　広げた黒こく扇せんで口くち元もとを隠しながら、

「ええと、そ、それはだな──」

「そ、そうか……！」

　刀とう夜やは学園長が理論武装する前に、プルに告げた。

「プル、今回の誘拐劇は『悪役ヒール』の演出の一つだったんだ」

「ど、どういうことでしょう？」

　プル──そして学園長が、親子そろって興味ぶかげに見つめてくる。

「まずプルを誘拐し、俺たちリベリオンズを時間切れで失格にする。そして学園長はこう言うのさ。『灰はい咲ざき刀夜が、暗黒狂宴サバト最高責任者である妾わらわを脅迫した。苦く渋じゆうの決断だが、要求を飲んで出場を認めざるを得ない』ってね」

「「??」」

「試合開始時間厳げん守しゆは、校内予選の大事なルール。俺たちリベリオンズはそれを破っただけでなく、脅迫という卑劣な手段でムリヤリ出場することになる……更なる『悪役』の完成というわけさ」

　多少強引な理屈だが、学園長は『その手があったか』みたいな顔をしている。

　プルはそれに気づかず、口に両手をあてた。

「ひ、ひどい!!　でもいくらお母様でも、そんなことをするはずがありません」

　そして、縋すがるように母親を見る。

「フフフ……よくぞ見破ったな灰咲刀夜!!　まったくもって、その通りだ!!」

「そんな!!」

　愕がく然ぜんと膝ひざをつく娘。

「ひどい……ひどすぎる！　あなたは人間ではありません!!」

「え……えへへ……」

「はにかむな!!」

　さすがは超絶の厨ちゆう二に。人じん外がい扱あつかいされるのはやはり嬉うれしいらしい。

「憎むがいい、恨むがいい！　妾は三さん千ぜん鴉がらす血ち鶴づる。貴様らなど妾の掌てのひらの上で踊る、道どう化けにすぎぬわッ！」

　刀夜が自分から掌の上に乗って踊ったようなものだが、なにも言うまい。

　学園長が胸の谷間からスマホを取りだし、通話を始める。

　どうやら相手は萌もえ先生のようだ。

「……そういう訳なので、ルール無視してねじ込め……ああ、わかった。今回は月給二千五百円上げてやる」

　学園長が裏工作を済ませたあと、刀夜たちリベリオンズへ嗤わらいかける。

「これで貴様らは再び、参加資格を得たわけだ」

　そして黒こく扇せんを広げ、前へ突き出す。その姿は兵士を送り出す女帝のようだ。

「さあ征いくがいいッ！　叛はん逆ぎやくの徒、リベリオンズよ!!」

　刀夜は表情を引き締しめ、プルと一ひ二ふ三みを見つめた。二人とも、力強く頷うなずき返してくる。

　再びコロシアムへ──戦いの舞台へ向かうのだ。

　懸命に強がっても、心の奥で助けを求めている義ぎ姉し……

　四年前から一人で頑張ってきた少女の、ヒーローになるために。




●




《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》三さん千ぜん鴉がらす血ち鶴づるは、静かになった廃工場内でたたずむ。

　刀とう夜やは先ほど、羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギス、一ひ二ふ三み、そして十字架のそばで倒れていた光こう王おう院いんと共に出ていった。

「ふふふ灰はい咲ざき刀夜、面白い男よ……む？」

　血鶴は怪け訝げんな顔をした。床に妙なものが落ちているのを見つけたのだ。

「なぜこれが、こんな場所に？」

　首をかしげていると、倒れている業ごう魔まのうめき声が聞こえてきた。

　業魔はいま下着姿。刀夜が忍しのび装しよう束ぞくを剝はいで着ていったためだ──あの少年はなかなかの鬼である。

　血鶴はハイヒールで業魔の腹を小突き、

「おい、アウローラとは何じゃ？　教えろ」

「やっぱり、知らねーのかよ!!」

　業魔の叫びが反響した。

　彼は激痛に顔をゆがめ、息を荒げながら、

「い、いや待て。貴様がアウローラを知らぬなど有り得ないではないか……」

「汝なんじは一体、何を言っているのかのう？」

「もしかして、忘れているのか？」

　業魔の昏くらい瞳が、大きく見み開ひらかれた。

「そうだ。聞いたことがある！　アウローラの副作用……当事者達に起こる、記憶の欠落……！　そういえば、アウローラ本人も覚えていないようだった……！」

　何を喋しやべっているのか、血鶴には全まつたく理解できない。

　だが『専門用語を使った思わせぶりな話』は、血鶴の大好物だ。実に厨ちゆう二にっぽくて、わくわくする。

　目を輝かせる血鶴を見て、業魔が卑いやしい笑みを浮かべた。

「よし。ではアウローラについて教える。だが交換条件として……」

「交換？　異いなことを言う家畜じゃな。家畜とはただ、奪われるものなのだぞ？」

　血鶴は『本当に理解できない』という風に首をかしげる。

　続いて黒こく扇せんを前へ突き出し、詠えい唱しようを開始した。

「下げ劣れつな太鼓、呪われたフルートのかぼそき音色の中で微睡まどろむ、盲もう目もく白はく痴ちの邪神よ！」

　血ち鶴づる自ら考え、何度も練りあげた文だ。

　言葉の響きに恍こう惚こつとしながら、天を仰ぐ。長い髪が堕だ天てん使しの翼のようにうねった。

「無限に壊せ、永えい劫ごうに啜すすれ、悠ゆう久きゆうの果てまで貪むさぼり尽くせッ！　妾わらわがもとへ顕けん現げんせよッ！　混沌の魔皇アザトース!!」

　その声とともに──血鶴の背後に、異形の巨大な怪物があらわれた。

　ありとあらゆる動物の臓物をかき集め、無む理り矢や理りまとめたような胴体。

　そこから蛇のような触手が無数に伸び、冒ぼう瀆とく的な言葉をまき散らす。

『惨殺しろ犯せ殺せ狂死させろ虐殺抉えぐれ縊くびり殺せ破壊せよ絞殺轢れき殺さつ惨殺圧殺嬲なぶり殺せ……』

　クトゥルー神話に登場する、見ただけで発狂するという絶対最強の邪神──アザトースだ。

　これこそＳＳダブルエス級闇系異能者・血鶴の固有異能『痴ち愚ぐ神しん礼らい讃さん』。

　漣気エーテルをあらゆる邪神の形にして具ぐ現げん化かするのだ。

　業ごう魔まは根こん元げん的な恐怖にかられたのか、口をこれ以上なく広げて叫ぶ。

「あ……あああ、ああぁぁあああ!!　たす、たすけ──なんでも話す。己おれが所属していた『黄金の暁會ゴールデンドーン』についても教える!!　だから命だけは──」

「おぉ『黄金の暁會』とな。実に面白そうよのう」

　その言葉により、業魔が媚こびるように笑った。

　血鶴は黒こく扇せんを閉じ、ピシリと己おのれの掌てのひらを叩たたく。

「じゃがなぁ、妾の座右の銘を教えてやろう。『全すべての希望を捨てよ』じゃ」

「え……」

《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》は、三日月のような嗤わらいを浮かべる。

「正気を保っているうちに、汝なんじの知っていることを吐け。死んだら家畜らしく、肉も骨も余すことなく活用してやる」

　大量の触手が蠢うごめき、業魔の間ま近ぢかで鎌かま首くびをもたげる。

「こ、この『三千世界』は極きわめて危あやうい！　『黄金の暁會』が転てん覆ぷくを狙っているからだ！」

「ほぉ？　それで？」

　血鶴はアザトースの胴体に座り、長い足を組む。

「そのための鍵が、アウローラの固有異能だ！　俺の情報は役に立つから、助けてくれ!!」

「アウローラとは我が娘のことじゃな。しかし『希望を捨てよ』と言ったのにのぅ……やはり家畜には、その身に教えねばわからないのじゃな」

　無慈悲な宣言のあと、血鶴はアザトースをけしかける。

　業魔が絶叫した瞬間──鋭い風切り音がした。

「ぐあッ！」

　業ごう魔まの胸にナイフが深々と突き刺さり、すぐに事こと切きれる。

　アザトースの触手の間を縫って投げたらしい。見事な腕だ。

　廃工場から何者かが去っていく音が聞こえたが、血ち鶴づるはあえて追わなかった。

（『黄金の暁會ゴールデンドーン』のメンバーかのぅ？　妾わらわに逆らうとは、いい度胸をしておるわ）

　この三千世界は、血鶴にとっての理り想そう郷きよう。世界中から異能者が集い、暗黒狂宴サバトでぶつかりあう。

　だが──それを破壊しようという者どもがいるとは。

　血鶴は全身を震わせ、黒こく扇せんを力任せにへし折った。

　怒いかっているのではない。その表情は、歓喜の絶頂といっていいほどだ。

「なんと……なんと胸むね躍おどることか!!」

『黄金の暁會』は、暗黒狂宴とは違うスリルと興奮を味わわせてくれるだろう。

　家畜から全すべてを聞けなかったのは残念だが、ものは考えようだ。

　秘密は、小出しにされた方が愉たのしいではないか。

《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》はアザトースの胴体に横たわり、壊れたおもちゃのように笑い続けるのだった。






†八章　三千世界の英雄王レイズナー









　煉れん獄ごく学園の北側コロシアムは、大変な熱気に包まれていた。

　客席は全てが埋まり、立ち見客すら出ている。購こう買ばい部が声を張り上げて菓子や飲み物を売っていた。

　刀とう夜やたちリベリオンズは、試合会場西側──白びやつ虎この門で待機していた。

　刀夜は忍しのび装しよう束ぞくでコロシアムへ戻ってから、漆黒のコートやズボンなどに着替え、逆十字リバースクロスのネックレスを首にかけた。

　プルのドレスは廃工場での『神産み』の際に腰こし脇わきの部分が切れてしまった。今は応急処置として、安全ピンで留とめている。

　一緒に切れたお守りの破片や、四つ葉のクローバーはリベリオンズの三人で拾い集めた。一ひ二ふ三みは「今日帰ったら直しマス」と張り切っていた。

　アナウンサー席の兔と丸まるが、興奮気味に実況をはじめる。

『ここ第一コロシアムでは、前代未聞の事態が起こっています。試合開始時間に現れず失格となったリベリオンズですが、なんと……』

　声に力がこもる。

『Ｆ級の『最弱』灰はい咲ざき刀とう夜やが、暗黒狂宴サバト最高責任者である学園長を脅迫し、無む理り矢や理り参加にねじこんだとのこと！　彼の評判に違たがわぬ鬼畜の所行ですが……解説の亀かめ山やまさん、いったい灰咲は、どう脅したのでしょうか』

『いっや～、わっかんねえなあ』

　わかるはずがない。脅迫なんて無かったのだから。

『しかし亀山さん、時刻が遅れたにも関わらず、大変な客の入いりですね』

『んだな。これは残酷な期待だべよ』

『と、言いますと』

『灰咲は入学早々、女子更衣室に全裸でつっこんだ《淫獣ポルノビースト》。そんな外道がどうブチのめされるか……これからの公開処刑に、みな胸を高鳴らせているんだべ』

『なるほど～。ちなみに対戦相手の犬いぬ伏ぶしチームは《緑りよく旋せん風ぷう》犬伏嵐あらし君がＡ級異能者で位い階かい25位。残る二人もＢ級と好選手ぞろいです』

『んだ。Ｆ級の灰咲が戦える道理はねぇ。観客の望み通りになる可能性が高いべよ』

　アナウンサー兔と丸まるが頷うなずき、マイクを両手で握った。

　すうっと息を吸い、声を張り上げる。

『では東、青せい龍りゆうの門！　全員が風系異能者、犬伏チームの登場ですッ！』

　試合会場東側から、犬伏、巨体の猿さる田た川がわ、瘦せ型の雉きじ塚づかが出てきた。

　手を振る犬伏に、客席から黄色い声が上がる。

『いや～、リーダーの犬伏君はイケメンですね～。いかがですか、解説の亀山さん』

『オラ、旦那いるので興味ねえべ』

『亀山さん、学生結婚してたんですか!?』

『オラは土系異能者だべ。何かを生み出すのと相性がいい……妊娠するとシンクロ値上がるから結婚したんだぁ。今年こそ優勝して、賞金五百億円で死ぬまで遊びたかったんだぁ』

『木ぼく訥とつな口調と裏腹に、ひどい動機だ!!」

　亀山ファンの嘆なげきが、リベリオンズがいる白びやつ虎この門まで聞こえてくる。

　愛剣の目め釘くぎを確かめる刀夜の傍かたわらで、プルが嘆たん息そくした。

「フリーダムな解説ですね」

「まったくだ……じゃあ、試合は打ち合わせどおりに。そうすればイイ感じで勝てる」

「はい……」

　プルが微笑し、甘くとろけた瞳で見上げてくる。目が合うと、頰ほおを薔ば薇ら色いろに染めてうつむき、もじもじする。

　さっきの廃工場での戦い以降、どうも様子がおかしい。熱に浮かされたようにぼうっとして、片かた時ときも刀夜の側そばを離れないのだ。

　炎系シンクロ値は『２８０』ほどではないがずっと高く、１００前後をキープしている。

　刀とう夜やはプルの様子に少し狼ろう狽ばいしつつ、一ひ二ふ三みに告げた。

「ひ、一二三も頼むぞ」

「了解デス。刀夜はマスターを救ってくれまシタ。御ご恩おんに報いるべく、私はこの体が壊れるまで貴方あなたのために戦いマス」

　相変わらず抑よく揚ようのない声だが、断固たる決意を感じる。

「リベリオンズ、ファイト、おーデス」

　一二三のかけ声で、三人が右手を合わせたとき……アナウンサーの声が響いた。

『対して西──白びやつ虎この門からは、リベリオンズの入場ですッ！』

　そして刀夜たちリベリオンズは、試合会場へ足を踏み入れた。

『さあ亀かめ山やまさん、解説をお願いします！』

『オラ、妊娠目当てで結婚したけどよぉ、一緒に暮らしてみると優しくて素敵な人だべ』

『お前の旦那の解説はいらん!?』

　役に立たない解説を無視し、アナウンサーが叫んだ。

『灰はい咲ざき刀夜は、世界最低のＦランク！　しかも、入学早々更衣室に突入した《淫獣ポルノビースト》にして、学園長も脅迫した外道です!!』

　バトルフィールドへ向かう刀夜に、嵐のようなブーイングが浴びせられる。

　聞くに耐えない罵ば声せい、それに空き缶などのゴミも投げ込まれた。

　チラリと貴き賓ひん室しつを見上げれば……防弾ガラスの向こうの氷ひよう華かと目があった。

　だが、すぐに顔をそむけられてしまう。

（姉さん）

　刀夜は氷華の気き遣づかいを無にして、学園長を舌した先さき三さん寸すんで丸め込み、暗黒狂宴サバトへ戻ってきたのだ。

　結果が、この大バッシングである。優しい義ぎ姉しはこんな光景を見たくなかっただろう。

（俺のやっていることは、独ひとりよがりかもしれない。でも……）

　四年も寄り添ってくれた義姉のために、戦いたいのだ。

　氷華の向こうには、学園長の姿が見える。

　玉座で傲ごう然ぜんと足を組み、薄笑いを浮かべて刀夜を見下ろしていた。

　アナウンサーが実況を続ける。

『灰咲刀夜に続くは、学園長の娘でありながら反旗を翻ひるがえした《叛逆の皇女リベリアス・プリンセス》羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギス！　炎系シンクロ値をあげるためか、今日はいつもと雰囲気が違います！　なんという美しさでしょう。観客の視線は釘くぎ付づけです！』

　プルも、いつの間にか二つ名をつけられていたらしい。

　恥ずかしいのか一度うつむいたが、唇を引き結び──前を見み据すえて進む。

『そして心を持たぬ戦闘ロボット一二三！　Ａ級にして位い階かい10位の《機き工こう妖よう精せい》！　新聞部からの情報では、灰はい咲ざき刀とう夜やにコンピュータウィルスを注ぎ込まれ、操られているとのこと！　まさに哀かなしみの殺人人形！』

「ギギギ……ガガガ……一ひ二ふ三みハ……刀夜サマが命めいずるママニ……」

　一二三は操られたロボットっぽく、おぼつかない足取りで歩いている。

『悪役ヒール』を演出するためか、いつのまにかパワードスーツを黒こく色しよくに変えていた。

（こいつ、ノリノリだな）

　刀夜は苦笑を嚙かみころした。

　そして二チームはバトルフィールドに上がり、中央で向かい合った。

　刀夜に、犬いぬ伏ぶしチームが侮ぶ蔑べつの視線を浴びせてくる。

「よぉＦ級。逃げたと思ったが、戻ってきたのか」

　そんな彼らを、一二三が無機質な瞳で見上げた。

「ふん。刀夜様の力を知らないとは愚かナ……この一二三とマスターは、試合終了まで動きまセン。刀夜様が一人で戦われマス」

「な、なんだと!?」

　いきりたつ犬伏チーム。

　大胆な挑発に、客席から「おおっ」と歓声がわいた。

「はいはい、それくらいにするのです」

　レフェリーである萌もえ先生が、手を叩たたいて止めに入る。

　そして、注意事項を伝えてきた。

「目、金的への意図的な攻撃は反則。我が学園の生徒に恥じぬ、正々堂々とした戦いをするのです」

「はい」「わかりました」

　刀夜と犬伏は同時にうなずき、萌先生と握手した。

　そして萌先生が、一歩後退し……

「ではリベリオンズＶＳ犬伏チーム……」

　小さな拳こぶしを突き上げ、試合開始を宣言する。

「レディ──ファイトッ！」

　そして刀夜は──

　いきなり犬伏の股こ間かんを全力で蹴りあげた。

「ぐげっ!?」

　犬伏が股間を押さえ、うずくまる。

　アナウンサー兔と丸まるの絶叫が響いた。

『な、なんと灰咲刀夜、金的蹴りだー!!　正々堂々を誓って五秒もたたず、いきなり反則!!』

　刀夜の──否いな、リベリオンズの暴ぼう虐ぎやくは止まらない。

「《虐殺破壊銃砲ジエノサイドレーザー》」

　冷たい声とともに、一ひ二ふ三みの手に巨大な銃が出現した。

　その銃口を、猿さる田た川がわに向ける。

　猿田川が、冷や汗をかきながら後ずさった。

「え、お前『試合終了まで動かない』って……」

「一二三は心なきロボット。ゆえに約束など守りまセン」

　無慈悲な宣言とともに、銃口から極ごく太ぶとのビームが射しや出しゆつされた。

　猿田川の巨体にぶちあたり、錐きり揉もみ回転して吹っ飛び……客席に飛び込む。

　文句なしの場外アウトだ。《かませロイヤルストレートフラッシュ》の異名に恥じぬ敗まけっぷりである。

『そしてロボット一二三〝刀とう夜や一人で戦う〟という前ぜん言げんをあっというまに撤回！　卑劣だ！　これは卑劣すぎるー!!」

「汚ねえぞー！」「正々堂々戦え！」

　客席から、さらなる罵ば声せいが飛んできた。

　一二三はどこ吹く風で、涼しい顔だ。

「私はロボット──それゆえ刀夜様の意のままに動くだけデス」

　さりげなく責任転てん嫁かしてくるほどの余裕ぶりである。

　解説の亀かめ山やまが、木ぼく訥とつな声で言った。

『でもよぉ、一二三の不意打ちは反則ではねぇが、灰はい咲ざき刀夜の金的攻撃は明らかにアウト。審判の萌もえ先生が注意するはずだべよ』

『そうですね、審判は……』

　巨大ディスプレイに、萌先生の姿が映った。

『いや、見てない、見てないー!!　座って、靴ひもを結んでいます！　なぜ試合開始直後に、靴ひもを!?』

『ちょっと試合開始前のＶＴＲを見てみるべ。両チームが、萌先生からルール説明を受けたところから……』

　その場面が、巨大ディスプレイに映し出され──

　刀夜が萌先生と握手した時点で、静止した。

『ここだべ！　二人が握手してる手をよく見てみるべよ』

『あっ……か、金だー!!　灰咲刀夜、握手のとき先生に一万円を渡していた！　これは審判、買収されています!!』

　刀夜は客席へ舌を出し、両手の中指を立てて嘲ちよう笑しようした。

「ふははははは、ようやく気づいたかクソどもが!!　勝つためには何でもする。それが我われらリベリオンズだ!!」

　その姿は、学園長に命めいじられた『悪役ヒール』そのもの。

　再び観客席から物が投げ込まれるが、一ひ二ふ三みがすべてレーザーで撃げき墜ついする。

　プルは激しい炎を放ち、雉きじ塚づかを足止めしていた。

『これはひどい！　ですが犬いぬ伏ぶし選手も反撃！　灰はい咲ざき選手に猛攻を加えます！　客席からも犬伏選手を応援する声多数！』

《緑りよく旋せん風ぷう》犬伏はＡ級異能者。漣気エーテルで強化された身体能力は決して侮あなどれるものではない。

「螺ら旋せん風ふう神じん！」

　両腕にカマイタチをまとわせ、刀とう夜やに殴りかかってきた。かわしても風圧だけでコートが斬きり裂さかれる。

　刀夜も天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを抜き、応戦したが……

　わざと腹に強烈な一撃を受け、仰あお向むけに倒れた。

『灰咲刀夜、ダウン！　カウントがとられます！』

　萌もえ先生が、刀夜のそばへ駆け寄ってきてカウントをとる。

「ワン！　ツー！　スリー！」

　10テンカウントで敗北となってしまう。

　刀夜は目をつぶったまま、動かない。

　観客のボルテージが最高潮に高まる中、萌先生が７カウント目まで数えた。

「エイト！　ナイ」

『萌先生、カウントが遅い！　遅いぞー！　これも買収のためと思われます！』

　犬伏が抗議するが、萌先生はガン無視だ。肺活量の限界と思えるほどに『イ』を続けている。

　その間に刀夜は、剣を杖つえ代わりにしてヨロヨロ立ち上がった。

『汚すぎる……まさに極悪!!　だが彼はＦランクの世界最弱異能者！　買収や反則でもしなければ、とても勝てないのです！』

　会場は罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐だ。雉塚と戦うプルと一二三が、刀夜を痛ましげにみつめてくる。

（なんとでも言え）

『最弱』に加え『悪役』の役目もこなさなければ、刀夜は暗黒狂宴サバトに出られないのだ。

「この……卑ひ怯きよう者ものが！」

　犬伏が猛攻を加えてきた。

　両腕に纏まとうカマイタチが刀夜をとらえ、血ち飛沫しぶきがバトルフィールドを濡ぬらす。

　それから刀夜は、切り刻まれ続けた。

　卑怯極きわまりない『悪役』の無む惨ざんな姿に、客席は興奮の坩る堝つぼと化す。

「殺せ！」という声を上げる者、血に酔いしれる者……

　だが刀夜の傷は、深くはない。

　巧みな体たい捌さばきで浅く切られ、漣気エーテルでほどよく防御し、派手な見た目の傷にしているのだ。

　とはいえ、全身を襲う激痛はかなりのものだ。傷の上に傷ができ、体は血みどろになっていく。

（……でも、こんな痛みが何だ？）

　氷ひよう華かが四年前から味わった地獄の方が、ずっと辛つらかったはずだ。

　両親と門下生を殺され、たった一人──いつ目覚めるかも分からない刀とう夜やの世話をし続けてきた。

　刀夜は再び、貴き賓ひん室しつを見上げる。

　防弾ガラスの向こうで、義ぎ姉しが強く唇をかみしめていた。膝ひざが揺れ、今にも崩くず折おれんばかりだ。

　その後ろで──椅子に座った学園長が、心から楽しそうに嗤わらっていた。

（これでいいんだろう？　あんたの望み『最弱』の『悪役ヒール』だ）

　今は楽しむがいい。嗤っているがいい。

（だが……借金を返して姉さんを自由にしたら、落とし前をつけさせてやる）

　学園長の理不尽。

　向けられる罵ば声せい。

　憎悪がふつふつと沸き上がり──闇系シンクロ値が高まっていく。

（そろそろ、いいだろう）

　刀夜は、犬いぬ伏ぶしと貴賓室の位置関係を確認する。

　そして息を大きく吸ったあと……

　額に手を当て、大きく体を反らして嗤いはじめた。

「フフフ……フハハハハハハハハハハ!!」

「なんだ？　気が狂ったのか？」

　気味悪げに見てくる犬伏へ、刀夜は歪ゆがんだ笑みを向ける。

「お前らの馬鹿さ加減に、笑いが止まらねぇんだよ！　俺に踊らされているとも気づかずにな!!」

「な、なにを言っている!?」

「知りたいか？　なら俺を計測してみるがいい」

　犬伏が激しく目を瞬しばたたかせる。彼が異能観測アプリを起動する行動も、まばたきなのだろう。

　そして拍ひよう子し抜けしたように、鼻で笑った。

「ふん、何度計はかろうが貴様はＦ級だ……ただ、シンクロ値が１００にはなっているようだがな」

　アナウンサーがそれを受け、叫んだ。

『いつのまにか、灰はい咲ざき選手のシンクロ値がかなり高まっていたようです！　ですがＦ級では、僅わずかな漣気エーテルしか使うことはできませんが……』

「その通り。だが俺には奥の手がある！　シンクロ値が一定以上あがればな……」

　まるで奇術士のように、両手を広げる。

「異能観測アプリでも計測できない、刹せつ那なよりも短い間──Ｓ級の力を発揮できるんだ!!」

『な、なんですって!?』

　コロシアム内が、大きくざわめく。

「金的攻撃も、だまし討ちも、審判の買収も……それらによる罵ば声せいも、すべては闇系シンクロ値を上げるための布ふ石せき！」

　そして客席を見回し、嘲ちよう笑しよう混じりに叫んだ。

「貴様らも犬いぬ伏ぶしチームも、すべて俺の掌てのひらの上で踊らされていたにすぎない！　俺の固有異能『レイズ』を使うためのな！」

　演説を終えた刀とう夜やを、犬伏が指さしてくる。

「は、ハッタリだ！　またこいつの噓うそだ！」

　刀夜は演技じみた仕草で、肩をすくめた。

　そして天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを鞘さやに納め、腰を低くし……居合いの構えをとる。

「そう思うなら、かかってこい」

《緑りよく旋せん風ぷう》犬伏が、雄お叫たけびをあげて突進してくる。

　両腕のカマイタチが螺ら旋せんを描き、戦闘機のような轟ごう音おんを発していた。

　二人の間合いが詰まっていく。20メートル、18、15……。

　刀夜は増幅した漣気を、一気に体中に満たす。廃工場での戦いのように全身が闇色に輝き、ダメージコートの裾が黒こく炎えんのごとくなびいた。

　まだ犬伏までの距離は10メートルほど。

　とうてい剣の間合いではないが、攻撃を開始した。

（灰咲天てん凱がい流りゆう奥義！　斬ざん業ごう双そう刃じん無む縫ほう剣けんッ！）

　天之尾羽張を鞘さや走ばしらせる。

　その剣けん速そくは音速を超え、抜刀の瞬間に爆発にも似た音を発した。反射的に耳を押さえる観客も多い。

　まず横へ一いつ閃せんし、そして返す刀で渾こん身しんの二太た刀ち目を放つ。そしてもう終わりとばかりに、漣気による身体強化を解除した。

『お────っと！　灰咲刀夜の攻撃は犬伏選手に届かな……いや、これはっ!?』

　天之尾羽張の刀身から漆黒の刃やいばが双ふたつ飛び出し、唸うなりをあげて飛んでいる。漣気を刃の形に具ぐ現げん化かし、離れた敵を討つ奥義だ。

「ひっ!?」

　悲鳴をあげる犬いぬ伏ぶしには当たらず、その耳元をかすめて更に飛ひ翔しよう。

　そして……轟ごう音おんとともに、貴き賓ひん室しつの分ぶ厚あつい防弾ガラスをぶちやぶった。

　愉悦の笑みを浮かべていた学園長に、双そう刃じんが迫る。

「何ッ!?」

　完全に不意をついたらしく、《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》の顔が恐怖に染まった。

　玉座から転げ落ちてかわすと、その頭上の壁に、大きな刻こく印いんが刻み込まれる。

　それは刀とう夜やのペンダントと同じ──逆十字リバースクロスだ。

　氷ひよう華かも防弾ガラスの向こう側にいたが……彼女の前の部分だけは砕けていない。義ぎ弟ていの技を信頼しきったように、眉一つ動かさなかった。

　刀夜は学園長を、修羅のような眼光で見上げた。

《開闢の女帝》の片眼鏡モノクルは外れ、頰ほおに冷や汗を浮かべている。虹彩異瞳オツドアイが微かすかにたじろいでいた。

（今はお前の掌てのひらで踊ってやる。だが灰はい咲ざき天てん凱がい流りゆうを……その当主を、あまり舐なめるな）

　続いて刀夜は、雉きじ塚づかと対たい峙じしていた仲間二人に目配せする。

　まず一ひ二ふ三みがうなずいた。

「いきマス。《抉リ殺ス過剰殺傷銃ステイツツエル・ガトリング》」

　そう言ってガトリングガンを具ぐ現げん化かした。両手で構え、貴賓室へ向けて連射する。

　壁が弾丸により次々と穿うがたれ、コンクリートの破片が大量に舞った。

「わたくしも。え、えーい！」

　プルは貴賓室へ向けて炎の弾を放ち、学園長が座っていた玉座を炎上させた。

　刀夜による超絶の技、そしてリベリオンズの暴ぼう虐ぎやくに観客は啞あ然ぜんとしている。一二三のガトリングガンの轟音だけが、不気味に響きわたっていた。

　少しして、発砲がやんだ。

　観客全員が、かたずをのんで貴賓室を見上げる。

　そこでは……燃え上がる玉座が、火か刑けいの炎のごとく壁の逆十字を照らしている。

　更にその上に、無数の弾丸で穿った不気味な文字があった。




〝ＲＥＢＥＬＬＩＯＮＳリベリオンズ〟




　その光景はまるで、悪魔が巨大な焼やき印いんを押したよう。

　沈黙を切り裂さくように、アナウンサーが叫ぶ。

『な、なんという大胆不敵なパフォーマンスッ！　ただ灰咲選手の技は凄すごかったですが、肝心の犬伏選手には当たっていな……』

　確かに、犬伏は傷一つなく立っているが──

　刀とう夜やが天アマ之ノ尾オ羽ハ張バリを鞘さやに納めた瞬間、くずおれた。

『か、解説の亀かめ山やまさん。これは一体……』

『耳の後ろには、隆りゆう起きした骨──乳にゆう様よう突とつ起きという急所があるべ。灰はい咲ざき刀夜の技は直撃しなかったが、衝撃波でそこを強打されたんだべな』

　萌もえ先生が、倒れた犬いぬ伏ぶしのカウントをとる。

　数える早さはもはや関係ない。犬伏は白目をむいて気絶していた。

「エイト、ナイン……テン!!」

　そして、アナウンサー兔と丸まるの絶叫が響いた。

『世界最弱のＦ級異能者、灰咲刀夜──Ａ級の《緑りよく旋せん風ぷう》犬伏嵐あらしを倒しました！　奇跡の大逆転勝利ですッ!!』

　瞬間、コロシアム全体が割れんばかりの歓声に包まれた。

　バトルフィールドすらもビリビリと震えている。ブーイングに混じって、かすかだが賞賛の声も聞こえてきた。

　そして雉きじ塚づかが戦意喪失してギブアップする。三対一になる上に、今の技を見ては無理もないだろう。

『犬伏チーム全員戦闘不能！　リベリオンズ、一回戦を突破しました！』

『んだなぁ。にしても一番驚いたのは灰咲刀夜の戦いぶりだべ』

『ええ。卑ひ怯きような振る舞いも、それによるブーイングも、闇系シンクロ値を上げるためという策士ぶりッ！　全すべては固有異能〝レイズ〟を使うための布ふ石せきでした！』

『刹せつ那なよりも短い時間、級ランクを爆ばく上あげする固有異能〝レイズ〟か……オラぁ、ビックリしたべよ』

　そんなもの無い、と聞けばさらにビックリするだろう。

〝レイズ〟は刀夜が適当に考えた名前である。

『解説の亀山さん……仏教では〝刹那〟の百分の一の時間を〝虚こ空くう〟と言います』

『うん？　いきなり何だべ？』

『普段は最弱。ですがあまりにも短い時間だけ神かみ技わざを使う剣士──灰咲刀夜に私は《虚こ空くう剣けん帝てい》という二つ名を贈りたいッ！　いかがでしょう亀山さん！』

『もしもし、あなた？　今日は先にごはん食っててくださいだべ』

『無視するな!!』

　亀山には無視されているが、刀夜には何よりのプレゼントだ。《淫獣ポルノビースト》とは比べものにならない程マシである。

　笑顔をかみ殺す彼のもとへ、プルと一ひ二ふ三みが駆け寄ってきた。

　視線をかわしあい、ホッと一安心した時──

「フフフ、フハハハハハハハハ!!」

　突とつ如じよ、学園長の笑しよう声せいが響きわたった。

　貴き賓ひん室しつを見れば、壊れたガラスの向こうに学園長が仁王立ちしている。

　先ほどは冷や汗をかいていたのに、切り替えが早い。

「フハハハハ、リベリオンズよ。この《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》も、貴様らの卑ひ怯きようぶりには恐れ入った!!　まさに神をも畏おそれぬ外道どもよ!!」

（あんたに『悪役ヒール』の役割をさせられなきゃ、こんな事しなかったよ）

「最弱のＦ級異能者、灰はい咲ざき刀とう夜やよ。どんな手段を使っても、泥にまみれても……勝ちあがってくるがよい！」

　自分で泥にまみれさせておきながら、よく言うものだ。

「そして──」

　学園長が黒こく扇せんの先端をつきつけてきて、




「《三千世界の英雄王レイズナー》となれッ」




「三千世界の……英雄王ッ!?」

「それが何か、知りたかろう？　ならば暗黒狂宴サバトを制するがいい！」

　別に知りたくはない。












　刀とう夜やが欲しいのは、借金返済のための金だけだ。

　だが一応気になるフリをするため、うずくまって床を叩たたく。

「そ、それは一体なんなんだッ!?」

　そしてアナウンサー兔と丸まるが絶叫し、締しめる。

『《三千世界の英雄王レイズナー》とは何か！　謎が謎を呼び、今年の暗黒狂宴サバト学内予選は大いに盛り上がりそうです！』

（『謎が謎を呼び』か）

　刀夜は、狂きよう笑しようを続ける《開闢の女帝アンフアンク・エンプレス》を見上げた。

　娘が誘拐されても『自分が黒幕』などと噓うそをついて悦えつに入いる異常者だ。

（たぶん、三千世界の英雄王とやらも、かっこいいと思って言っただけだろうな……）

『レイズナー』という言葉は『レイズ』から取ったのだろうか。

　最悪の学園長ではあるが、しばらくは言う事を聞かねばならない。

『悪役ヒール』や『最弱』のギミックを演じながら、予選を勝ち抜き──

　本戦ではユリウス・カエサルのような大英雄、そしてまだ見ぬ強敵とも戦うのだ。

（誰が相手だろうと俺は勝つ。そして姉さんを救ってみせる！）




　だが、刀夜はまだこの時知らなかった。

　三さん千ぜん鴉がらす血ち鶴づるは本当に、刀夜が暗黒狂宴を制し《三千世界の英雄王》となることを望んでいたのだ。

　血鶴は廃工場で、業ごう魔まにこう説明された。

〝この三千世界の破壊を『黄金の暁會ゴールデンドーン』が狙っている。その鍵はアウローラ──すなわち羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスの固有異能〟

　血鶴はこれを利用するつもりだった。

　実の娘を餌にして『黄金の暁會』をおびき寄せる。

　刀夜はチームメイトを守るため、身しん命めいを賭として戦うだろう。

（暗黒狂宴と『黄金の暁會』。貴様がどうこれを凌しのぐのか──実に見み物ものだ）

　そしてその後の計画も、血鶴は考えていた。

　そのキーワードが《三千世界の英雄王》なのだ。

（妾わらわを愉たのしませよ、灰はい咲ざき刀夜！　そして我が娘と共に暗黒狂宴を制し、英雄王となるがいいッ!!）






†エピローグ









　刀とう夜やはサングラスをかけ、コートのポケットに手をつっこんで選手用通路を歩く。後ろにプルと一ひ二ふ三みが付き従っていた。

　新聞部や放送部の生徒が、カメラ、マイクを向けてくる。

「灰はい咲ざきさん。固有異能『レイズ』についてお聞かせ願います！」

「ふん、話すことはない」

「そこを何とか！　お願いします！」

『レイズ』など存在しないので、本当に話すことがないのだ。

　刀夜は大きく舌打ちして、

「五月蠅うるさい羽は虫むしどもだ。我が僕しもべ一二三、処理せよ」

「ハッ。我が主あるじの仰せのママニ」

　一二三が掌てのひらに、手しゆ榴りゆう弾だんのようなものを具ぐ現げん化かする。

　刀夜には、それが何なのか瞬時にわかった。

　プルの目を両手で覆おおい、自分も目を閉じる。

　少しして──瞼まぶたの奥が明るくなった。

「「「「「ぎゃあああああああああ!?」」」」」

　悲鳴が重なりあって聞こえてくる。

　ゆっくり目をあけると、新聞部、放送部の生徒達が床でもんどり打っていた。

　一二三が無表情で見下ろし、冷れい徹てつに告げる。

「閃光弾スタン・グレネード──強烈な光で視力を奪う兵器デス」

　こいつらは、学園長の走そう狗くとして散々刀夜を貶おとしめてくれたのだ。これくらいの報いは当然だろう。

「羽虫どもには光がお似合いだな！　フハハハハハハハハ!!」

　刀夜は高笑いしながら、漆黒のコートを翻ひるがえす。

「刀夜、なんだか学園長に似てきまシタね」

　一二三の呟つぶやきに軽くへこみつつ、廊下をしばらく歩いた。

　控え室のドアをあけて入る。

　中に誰もいないことを確認し、ようやく大きく息をついた。

　サングラスを外し、いたわりを込めてプルに語りかける。

「ごめんなプル。君にも『悪役ヒール』をやらせてしまって」

「構いません。四年前も……そして今日も助けてくれた、貴方あなたのためですもの」

　刀夜のコートを両手で握ってきて、可か憐れんな唇をほころばせる。

　思わずドキリとするほどの、きれいな笑顔だった。

（君だって、俺を助けてくれたよ）

　四年前も今日も、不ふ死し鳥ちようで治ち癒ゆしてくれなかったら刀とう夜やは死んでいただろう。

「あ、あの」

　プルの頰ほおが薔ば薇ら色いろに染まり、それを隠すためか刀夜の胸に顔を押し当ててきた。

　そして、微かすかに声を震わせて、

「これからは『刀夜君』とお呼びしてよろしいですか？」

「え？」

「あ、貴方あなたはわたくしをプルと呼んでいるでしょう？　あだ名で呼び返すのはまだ恥ずかしいので、せめて名前で……」

「もちろんいいよ、プル」

　瞬間、プルが満面の笑顔で飛び跳ねた。そのさまを一ひ二ふ三みが幸せそうに見つめている。

　そんな風にリベリオンズが、穏やかな雰囲気に浸ひたっていると……

　ドアが音もなく開ひらき、氷ひよう華かが入ってきた。

「愚ぐ弟てい」

　冷えきった声に、室内の空気が固まる。

　氷華は悠ゆう然ぜんと近づいてきて、血みどろの刀夜を見て──鼻で嗤わらった。

「ずいぶん傷ついたものだな」

「大丈夫。全部浅あさ手でだよ」

「体の傷だけではない。罵ば声せいを浴びせられ、ゴミすら投げられるとは」

「そんなの何でもない。姉さんのために何もできない事の方が、ずっと辛つらいんだ」

　氷華は軍ぐん帽ぼうの鍔つばをつまみ、深々と嘆たん息そくした。

「あれほど出るなと言ったのに、策略まで使って戻ってきおって……もう愛あい想そが尽きた。貴様など知らん」

　呆あきれ果はてたような声に、刀夜の心が曇っていく。

（やはり、俺の独ひとりよがりだったのか）

　プルと一二三が、姉弟きようだいを心配そうに見つめてくる。

　そんな中──氷華が己おのれの体を抱き、激しく頭かぶりを振る。

　そして、だだっ子のような声を出した。

「知らない。知らないもんっ……もう何なんか、色々知らないもん!!」

　藍玉アクアマリンの瞳から、何かが決壊したように大粒の涙が溢あふれ出す。

「トーくん!!　ありがと!!」

　両手を広げ、刀夜に抱きついてきた。あまりの勢いに軍帽が落ちた。

「ほんとは、ずっとずっと助けて欲しかったの!!　やっぱりトー君は私のヒーローなんだよ!!」

「姉さん……！」

　刀とう夜やは、深く安あん堵どしながら義ぎ姉しを抱きしめた。

　暗黒狂宴サバトに戻ってきた決断は、間違っていなかったのだ。

　泣きじゃくる氷ひよう華かが、十分ほどしてようやく落ち着いてきた頃……。

　姉弟きようだいへ、プルが深々と頭を下げてきた。

「申し訳ありません！　わたくしは四年前のことを夢だと思い込んでいたなんて。ですが本当に、貴方あなたがたの家や道場に行った記憶はなくて……」

　改めて聞いてみると、随分と不ふ可か思し議ぎな話だ。

「どうして、プルの記憶はそんな風になったんだろう」

　刀夜が尋ねると、プルが頭を下げたまま、

「わかりません。それどころか私には、まだ忘れていることがあるかもしれません──誘拐犯に『あんな途方もない事をしておいて』などと言われましたから」

　そしてプルが顔をあげ、瞳を潤ませて、

「ごめんなさい。四年前私を守るために、貴方がたの大切な人々が……」

「それは職務上、仕方ないことだよ」

　氷華が謝罪を断ち切るように言った。

　そしてプルへ歩あゆみ寄り、そっと抱きしめる。

「羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスさん──四年前にトー君を助けてくれてありがとう」

「…………！」

「ずっと、そのお礼が言いたかったの」

　プルが唇を引き結んだ。

　そして氷華は、覚悟を決めたような口調で続ける。

「私たちはライバルかもしれない。でも、仲良くしたいなっ」

「は、はいっ！　喜んで！」

　二人揃そろって刀夜を一いち瞥べつしたあと……氷華とプルは互いに微笑ほほえみあう。

（ライバル？）

　刀夜は首をかしげた。

　よく意味はわからないが──友情が芽め生ばえはじめた二人を見ると、胸が温かくなる。

　一ひ二ふ三みにいたっては、パワードスーツから蒸気を出して興奮していた。

「マ、マスターにまたお友達ができたのデス！　奇跡デス！」

　なにげに失礼なことを言いつつ、

「これも刀夜と知り合えたおかげデス」

「そんな事はないぞ」

「では、刀とう夜やをストーカーと勘違いして襲撃した、私のおかげデスねっ」

「お前、いい性格してるよなあ……」

　確かにあの事件で、結果的にプルと仲良くなれたが。

　苦笑する刀夜を、一ひ二ふ三みがジッと見上げてきた。白い頰ほおが微かすかに染まっている。

「マスターを守ってくれて、ありがとうデス。廃工場で戦う刀夜、すっごくカッコよかったデス……」

　刀夜と目が合うと、あたふたしながらプルに話を振る。

「で、デスよね、マスター？」

「そうね。あの時の刀夜君はとても──」

　プルが両手を組み、うっとりと虚こ空くうを見上げる。

　だがすぐに耳まで真っ赤になり、刀夜に背中を向けてしまった。

（そ、そういえば俺……）

　ピンチで登場したり、『絶ぜつ剣けん其その壱いち』を使ったりカッコイイ場面もあったが──その間かんずっと全裸だったのだ。

　大事な所を、余すところなくプルに見せてしまっただろう。

「ごめんプル！　更衣室の時といい、また見苦しいものを！」

「ど、どど、どうかお気になさらず。人類が生まれてくるために、大事な部分でございますもの」

　頭が茹ゆだっているのか、変な慰め方をしてくる。

「そう。大事な部分……あ、あれっ？　いやぁああああああ!?」

　いきなり耳をつんざくような悲鳴をあげた。

　妖よう艶えんな肢し体たいをくねらせ、太ふと股ももの付け根やお尻を触り……顔を蒼そう白はくにする。

「わわわわ、わたくし今、パンツを履いておりません!!　なぜ!?　それにこんな状態で、あんな大舞台に!?」

　更衣室に、衝撃が走った。

（あっ、もしかしてあの時か!?）

『神産み』の際、一二三のお守りとともに、ドレスの腰こし脇わきの部分も斬きってしまった。あの時パンツのゴムに切れ目が入って脱げたのだろうか。

　一二三が頰をひきつらせて、

「マ、マスター。自分がノーパンだと気付かなかったのデスか？」

「だってだって、廃工場での戦いの後は、気持ちがフワフワしてたんですものっ！」

「あぁ、刀夜に夢中でしたカラね……さっきの試合で、中が見られなかったのは奇跡デス」

　涙目のプルに刀夜は声をかけようとする。

　だがその瞬間、氷ひよう華かが頭をぺしぺし叩たたいてきた。

「トー君！　彼女をノーパンにしたの？　ノーパン好きなのっ!?」

　事情を説明する前に、氷ひよう華かが悲しげにうつむいて、

「トー君ひどいよっ。私がノーパン介護しても、目覚めなかったのに……」

「ノーパン介護ってなんだよ!?」

　義ぎ姉しがあたたかな笑みを浮かべ、胸元に手を当てた。

「もしもトー君がノーパン好きなら、昏こん睡すいから目覚めるかもしれないと思って。私、頑張ったの……」

　健けな気げではあるのだが、何かが根こん本ぽん的に間違っている。

　刀とう夜やがプルに視線を移せば、未いまだショックから立ち直っていないようだ。

　立ちくらみを起こしたのか、ふらふらと体を揺らし、

「わ、わたくし、もうお嫁にいけません」

　そしてプルは──刀夜と氷華のほうへ倒れ込んできた。

　相次ぐ激闘によって疲れ果てていた刀夜に、受け止める力は残っていない。

　氷華とプルの下敷きになって、倒れ込む。

　そして刀夜の両りよう頰ほおに、天上の柔らかさが伝わってきた……氷華とプルの胸に、挟まれているのだ。

　目を回す刀夜を、氷華が頰を膨らませて見下ろしてくる。

「む～、トー君っ！　私だけじゃなく、羽瑠歩流祇栖ヴアルプルギスさんにもデレデレしちゃってっ！　お姉ちゃん悲しい!!」

　逃げる余裕もなく、あまりの快楽に……。

　すうっと、意識が闇の中へ沈んでいった。

　氷華の声が遠くから聞こえてくる。

「ト、トーく────ん!!　まさかまた昏睡に!?　お姉ちゃんがまた、悩ましい声で目覚めさせてあげるからね!!」

「どういう事ですか!?」

　戸惑った声を出すプルに、氷華が真剣きわまりない声こわ色いろで告げる。

「トー君は四年もの昏睡から、私のえっちな声を聞くことで覚醒したの!!　早く処置しないと！」

　そう言い放ち、刀夜の左腕に抱きついてきた。

「トー君、ふぁっ、ふぁああっっ!!　トー君ダメだよぉあぁああああんっっ!!」

《絶ぜつ対たい零れい姫き》の途と轍てつもない奇行に、プルが呆ぼう然ぜんとしているようだ。

　混こん沌とんとする状況の中、一ひ二ふ三みが鋭い声を放つ。

「マスター、貴方あなたもえっちな声を出してくだサイ！」

「はい!?」












「刀とう夜やを目覚めさせるため、これが最適と一ひ二ふ三みは判断しマス！　さあ早く！」

　少しの間をおいて、プルの羞しゆう恥ちに染まった声が聞こえた。

「あ、あ、あぁん……」

　それを氷ひよう華かが鼻で笑い、

「ふっ、照れてるね、それはトー君のことを想おもってないってこと。ライバル失格だよっ!!　あっ、んはあぁっ、らめぇええトー君！　しゅごいよトーく──────ん!!」

「……と、刀夜くんっ！　あぁッ、ふぁああっ、ふぁああぁぁああぁあああんんっっ!!　刀夜く───────ん!!」

　氷華とプル。

　四年前に守った少女二人の悩ましい声が、合唱のように響き、重なりあい──

　意識を覆おおう闇を、吹き飛ばしていく。

（ありがとう姉さん、プル）

　そして灰はい咲ざき刀夜は……彼女たちのヒーローは、またも覚醒を果たした。

『大転成パラダイム・シフト』後のこの世界で、この二人を守る。そう誓いながら。





あとがき







　どうもこんにちは。壱いち日にち千せん次じです。

　このたびは『三千世界の英雄王レイズナー～厨ちゆう二にじかけの学園都市～』を手にとっていただきありがとうございます。




　前に出したシリーズからは、半年ぶりになります。僕としては早いんですが（一シリーズ目完結から、次を出すまで一年十一ヶ月……）ほかの作家さんを見れば新シリーズドカドカ刊行している方もおられるので、一体どうやってるんだと田舎で一人おののいております。




　さて前シリーズはファンタジー戦記でしたが、今回はバトルです。最強クラスである主人公が最弱を装よそおい、かつ悪あく役やくになるという多少ややこしい話ですが、楽しんでいただければ幸いです。




　それでは謝辞に移ります。

　イラストのおりょう様。前シリーズから引き続き担当していただいて嬉うれしいです。相変わらずの、細部まで気合いの入った超ハイクオリティでキャラ達を描いていただいて感謝感激です。

　担当編集のＮ様。たくさんの参考になるアイデアやご意見等本当にありがとうございました。おかげさまでこの本を完成できました。

　校正様、デザイナー様など、この本に携たずさわっていただいた多くの方々にも厚く御礼申し上げます。

　それに、大変お忙しい中オビの文を書いていただいた志し瑞みず祐ゆう先生、三み屋や咲ざきゆう先生。まさかアニメ化作家の方々に書いていただけるとは恐縮かつ光栄です。ありがとうございました。

　完成途中の原稿を読んでいただき、嬉しいお言葉をいただいた川かわ口ぐち士つかさ先生にも感謝申し上げます。




　それではまたお会いできればと思います。








壱いち日にち　千せん次じ

















特別付録　書き下ろし短編







三千烏さんぜんがらす血鶴ちづる




　刀夜は血鶴から、学園長室へ呼び出された。

　こう告げられる。

「汝を呼んだのは他でもない。一つ、ゲームをしようと思ってな」

　この学園長の考えるゲームだ。きっとロクなものではあるまい。

（ひょっとして殺人ゲーム……!?）

　表情を引き締める刀夜。

　血鶴は歪んだ笑みを浮かべ、両手を広げて叫んだ。

「我がしもべ達よ──来たれ！」

　扉が勢いよく開く。

　そして山羊の仮面を被った人間が……なんと百人ほど入ってきた。

　その不気味な光景に、刀夜は戦慄する。

「いったい何が始まるんだ!?」

　それをあざ笑うかのように、血鶴の狂笑が響きわたった。




　そして十分後。

「警戒して損した……」

　刀夜は血鶴と、対戦格闘ゲームをしていた。

　山羊仮面たちはＴＶとゲーム機を用意しただけ。明らかに百人は多すぎで、九割以上は手持ちぶさたにウロウロしていた。

　今は二人きり。広々とした学園長室に、ゲーム音楽──そしてコントローラーを操る血鶴の「えい、えい」という声が響く。

（帰りたいけど）

　考えようによっては、学園長とじっくり話せるチャンス。

　これは活かさねばなるまい。

「あの。学園長はなぜ俺たち異能者の武術大会──暗黒狂宴を創設したのですか？」

　血鶴が手を止め、寂しげに目を細める。

「妾の──伽藍を埋めるためよ」

「ガラン？」

　意味がわからず、首をかしげる刀夜。

　血鶴は少し焦った様子で、

「伽藍というのはその……アレだ。からっぽとか、そんな感じの意味で……」

「もしかして、伽藍堂のガランですか？」

「そう！　それ！」

　刀夜をビシッと指さしてきて、

「妾の心の伽藍を、埋めるものが必要なのだ。ゆえに創設したのが暗黒狂宴だ」

　そんなものでしか埋められない、からっぽの心。

　彼女は孤独な人間なのかもしれない。

「汝とこうしてゲームするのも、なかなか伽藍が埋まるぞ」

「伽藍、結構簡単に埋まるんですね……」

「あとツイッターがフォローされると、伽藍が埋まる」

「ただの寂しがり屋!?」

　刀夜はため息をついて、

「心の伽藍を埋めたいなら、プルと仲良くすればいいでしょう」

「プル──我が娘、羽瑠歩流祇栖か」

「その名前『立派な厨二になるように』という願いをこめてつけたらしいですね。明らかに親のエゴですよ」

「それは心外だ」

　血鶴がピシリと言った。

「『羽瑠歩流祇栖』という名前には、母としてこんな願いを込めた──」

　見たこともない程の優しい顔で、言葉を紡ぐ。

「天高く『羽』ばたき、『瑠』璃のように美しく、一『歩』ずつ進み、澄んだ川が『流』れるように生きてほしいと」

「もう少し、込める願いを絞った方がよかったのでは……」

　コンセプトがブレまくりだ。

「では残った『祇』と『栖』にはどんな願いを？」

「……祇栖……祇栖か。ふふ」

　真剣きわまりない表情で刀夜を見つめてきて、

「『祇』と『栖』って、どういう意味だ？」

「知りませんよ!?」

　やはり『ヴァルプルギス』の当て字にするため、漢字をかき集めただけだろう。
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